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一

Ⅰ
　
は
じ
め
に

Ⅱ
　
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
第
四
一
条
の
成
立
史

Ⅲ
　
学
説
の
諸
相

Ⅳ
　
一
九
五
一
年
七
月
二
〇
日
ヘ
ッ
セ
ン
州
国
事
裁
判
所
判
決

Ⅴ
　
学
説
の
展
開

Ⅵ
　
結
び
に
代
え
て

Ⅰ
　
は
じ
め
に

一
九
四
六
年
一
二
月
一
日
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
（
１
）
は
、
一
九
四
六

年
一
二
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
国
民
表
決
に
お
い
て
過
半
数
の
賛

成
を
得
て
、
同
憲
法
一
六
〇
条
の
規
定
（
２
）
に
よ
り
同
日
発
効
し
た

が
、
そ
れ
か
ら
四
年
近
く
が
経
過
し
た
一
九
五
〇
年
九
月
二
日
、

ヘ
ッ
セ
ン
州
議
会
自
由
民
主
党
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）
会
派
（
以
下
、

「
Ｆ
Ｄ
Ｐ
会
派
」
と
い
う
。）
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
は
有

効
に
成
立
し
て
お
ら
ず
、
法
的
に
無
効
で
あ
る
と
の
判
決
を
求
め

て
ヘ
ッ
セ
ン
州
国
事
裁
判
所
（
以
下
、「
国
事
裁
判
所
」
と
い

う
。）
に
訴
え
を
提
起
し
た
（
以
下
、
こ
の
訴
え
を
「
本
件
訴
訟
」

と
い
う
。）。
本
件
訴
訟
は
、「
憲
法
の
憲
法
適
合
性
」
と
い
う
理

憲
法
の
憲
法
適
合
性

─
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
第
四
一
条
の
憲
法
適
合
性
を
め
ぐ
っ
て

─

岡
　
　
田
　
　
俊
　
　
幸

研
究
ノ
ー
ト

（
七
四
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

八
二

二
〇
日
ヘ
ッ
セ
ン
州
国
事
裁
判
所
一
部
判
決
の
内
容
を
紹
介
す
る

（
Ⅳ
）。
さ
ら
に
、
上
記
判
決
の
後
に
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の

憲
法
適
合
性
の
問
題
に
考
察
を
加
え
た
諸
学
説
を
紹
介
す
る

（
Ⅴ
）。
最
後
に
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
憲
法
適
合
性
に
関

す
る
学
説
上
の
議
論
に
若
干
の
交
通
整
理
を
施
し
て
、
結
び
に
代

え
る
（
Ⅵ
）。Ⅱ

　
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
第
四
一
条
の
成
立
史	

一
　
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
の
成
立
史

㈠
　
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
後
、
ド
イ
ツ
は
、
戦
勝
国
（
英

米
仏
ソ
）
に
よ
っ
て
四
つ
の
占
領
地
区
に
分
割
さ
れ
た
が
、

一
九
四
五
年
九
月
一
九
日
の
ア
メ
リ
カ
占
領
地
区
軍
政
府	

「
布
告
第
二
号
」（P

roklam
ation	N

r.	2	der	A
m
erikanischen	

M
ilitärregierung	vom

	19.	S
eptem

ber	1945

）
に
よ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
占
領
地
区
は
、
大
ヘ
ッ
セ
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
＝

バ
ー
デ
ン
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
三
行
政
地
域
に
編
成
さ
れ
、
上
記
の

各
行
政
地
域
は
、
同
布
告
発
布
以
降
、「
州
（S

taaten

）」
と
呼

称
さ
れ
、
各
州
は
「
州
政
府
（S

taatsregierung

）」
を
有
す
る

も
の
と
さ
れ
た
（
一
条
）。
同
布
告
に
よ
る
と
、
各
州
は
、
軍
政

府
の
有
す
る
優
越
的
権
限
を
除
き
、
か
つ
、
そ
の
行
使
が
管
理
委

論
的
に
極
め
て
興
味
深
い
論
点
を
争
点
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
論
点
は
、
当
時
の
学
説
に
お
い
て
極
め
て
熱
心
に
議
論
さ
れ
た

論
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
３
）
。
本
稿
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の

憲
法
適
合
性
を
争
点
と
す
る
本
件
訴
訟
及
び
こ
の
訴
訟
を
め
ぐ
る

学
説
上
の
議
論
を
で
き
る
限
り
内
在
的
に
理
解
し
、
多
少
と
も
詳

し
く
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
４
）
。
本
稿
が
半
世
紀
以
上
も
前

の
出
来
事
に
属
す
る
本
件
訴
訟
を
研
究
の
素
材
と
し
て
敢
え
て
取

り
上
げ
る
理
由
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
憲
法
適
合
性
と

い
う
問
題
が
、
戦
後
初
期
に
お
い
て
当
時
の
ド
イ
ツ
公
法
学
を
代

表
す
る
研
究
者
が
憲
法
制
定
権
力
の
理
論
を
用
い
て
一
定
の
解
答

を
与
え
よ
う
と
し
て
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
具
体
的
か
つ
実
践
的
な

問
題
の
一
つ
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
考
察
を
加
え

る
こ
と
な
く
し
て
は
戦
後
ド
イ
ツ
憲
法
学
に
お
け
る
憲
法
制
定
権

力
論
の
内
在
的
な
理
解
は
で
き
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
る
（
５
）
。
以

下
、
ま
ず
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
憲
法
適
合
性
と
い
う
問

題
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
に
限
定
し
て
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲

法
そ
れ
自
体
の
成
立
史
と
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
成
立
史
を

叙
述
す
る
（
Ⅱ
）。
つ
ぎ
に
、
有
力
な
研
究
者
に
よ
っ
て
当
時
主

張
さ
れ
た
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
は
違
憲
無
効
で
あ
る
と
す

る
見
解
を
紹
介
す
る
（
Ⅲ
）。
そ
の
上
で
、
一
九
五
一
年
七
月

（
七
四
四
）
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八
三

㈡
　
国
家
基
本
法
に
よ
る
と
、
大
ヘ
ッ
セ
ン
州
政
府
は
、

「
ヘ
ッ
セ
ン
国
民
の
受
託
者
」
で
あ
り
、「
民
主
的
憲
法
を
準
備
す

る
」（
九
条
）
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、「
大
ヘ
ッ
セ
ン
内
閣
」

は
、
国
家
基
本
法
の
諸
規
定
に
基
づ
い
て
、
一
九
四
六
年
五
月

一
六
日
の
「
大
ヘ
ッ
セ
ン
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
の
た
め
の
選
挙

法
（
７
）
」（
以
下
、「
選
挙
法
」
と
い
う
。）
を
制
定
し
た
。
そ
し
て
、

選
挙
法
二
条
は
、
憲
法
制
定
の
手
続
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
規

定
し
て
い
た
。

ラ
ン
ト
会
議
（D

ie	L
andesversam

m
lung

）
は
、
大
ヘ
ッ
セ

ン
州
の
憲
法
を
準
備
す
る
任
務
を
有
す
る
。
こ
の
憲
法
は
、
以
下

の
場
合
に
の
み
効
力
を
生
じ
る
。

こ
の
憲
法
が
、

　a）
　
占
領
国
の
軍
政
府
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
、
か
つ
、

　b）
　
国
民
表
決
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
場
合
。

か
り
に
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
が
、
ま
ず
、
ラ
ン
ト
会
議
が
「
こ
の

憲
法
」
を
議
決
し
、
つ
ぎ
に
、
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
し
た
「
こ
の

憲
法
」
が
占
領
国
の
軍
政
府
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
、
最
後
に
、
ラ

ン
ト
会
議
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ
、
占
領
国
の
軍
政
府
に
よ
っ
て
許

員
会
及
び
同
委
員
会
の
設
置
し
た
中
央
の
ド
イ
ツ
官
庁
の
措
置
に

抵
触
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
立
法
権
、
裁
判
権
及
び
執
行
権
を

有
す
る
（
三
条
一
項
）。
民
主
的
な
諸
制
度
の
創
出
が
可
能
と
な

る
時
点
ま
で
は
、
州
の
立
法
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
立
法
が

首
相
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
、
公
布
さ
れ
る
こ
と
で
足
り
る
（
三
条

二
項
）。
そ
し
て
、
大
ヘ
ッ
セ
ン
州
内
閣
は
、
軍
政
府
に
よ
っ
て

移
譲
さ
れ
た
立
法
権
に
基
づ
き
、
軍
政
府
の
許
可
を
得
て
、

一
九
四
五
年
一
一
月
二
二
日
の
「
大
ヘ
ッ
セ
ン
国
の
国
家
基
本

法
（
６
）
」（
以
下
、「
国
家
基
本
法
」
と
い
う
。）
を
制
定
し
た
。
国
家

基
本
法
に
よ
る
と
、
州
政
府
の
長
で
あ
る
首
相
は
、
法
律
及
び
命

令
を
制
定
し
、
公
布
す
る
権
限
を
有
す
る
（
三
条
）。
法
律
及
び

命
令
は
、
首
相
が
こ
れ
に
署
名
し
、
担
当
分
野
の
大
臣
が
副
署
し
、

官
報
で
公
布
さ
れ
た
と
き
に
拘
束
力
を
発
す
る
（
七
条
）。
首
相

は
、「
将
来
の
国
民
代
表
（
州
議
会
）
の
前
身
」
と
し
て
「
ラ
ン

ト
審
議
委
員
会
」
を
設
置
し
、
同
委
員
会
の
構
成
員
を
任
命
し
、

罷
免
す
る
。
首
相
は
、
同
委
員
会
の
議
長
を
務
め
、
会
議
に
付
す

る
案
件
が
あ
る
と
き
は
、
同
委
員
会
を
招
集
す
る
。
重
要
な
法
律

を
制
定
し
、
予
算
を
確
定
す
る
前
に
ラ
ン
ト
審
議
委
員
会
の
意
見

を
聴
く
も
の
と
す
る
。
首
相
は
、
そ
の
他
の
任
務
に
つ
い
て
も
、

同
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
（
九
条
）。

（
七
四
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

八
四

本
会
議
は
六
回
開
催
さ
れ
た
。
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
は
、

一
九
四
六
年
七
月
一
五
日
の
第
一
回
会
議
に
お
い
て
、
二
九
人
の

議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
憲
法
委
員
会
を
設
置
し
た
。
憲
法
委

員
会
は
一
九
四
六
年
八
月
七
日
か
ら
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
一
日

ま
で
に
合
計
一
八
回
の
会
議
を
開
催
し
た
（
な
お
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
国
事
裁
判
所
は
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
に

お
け
る
バ
ウ
ア
ー
議
員
の
発
言
を
根
拠
と
し
て
、
記
録
は
存
在
し

な
い
が
、
憲
法
委
員
会
は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
九
日
に
、
憲

法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
（
第
三
読
会
）
の
日
に
、
最
後

の
会
議
を
開
催
し
た
と
認
定
し
た
。）。
加
え
て
、
憲
法
委
員
会
に

お
い
て
も
合
意
を
得
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
「
困
難
な
」
部
分

に
対
処
す
る
た
め
に
、
憲
法
委
員
会
の
中
に
「
七
人
委
員
会
」
と

の
名
称
が
与
え
ら
れ
た
さ
ら
に
小
規
模
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
一
九
四
六
年
九
月
四
日
か
ら
同
月
二
〇
日
ま
で

活
動
し
た
。
選
挙
法
二
条
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
「
国
民
表
決
」

を
実
施
す
る
た
め
に
、
大
ヘ
ッ
セ
ン
州
内
閣
は
、
一
九
四
六
年

一
〇
月
一
四
日
に
「
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
に
関
す
る
国
民
表
決
に
関

す
る
法
律
（
９
）
」（
以
下
、「
国
民
表
決
法
」
と
い
う
。）
を
制
定
し
た
。

国
民
表
決
は
、
同
法
二
条
に
よ
り
、
一
九
四
六
年
一
一
月
一
七
日

に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
時
期
尚
早
で
あ
る
こ
と
が
明

可
さ
れ
た
「
こ
の
憲
法
」
が
国
民
表
決
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
と

い
う
よ
う
に
手
続
が
進
行
し
て
成
立
し
て
い
た
な
ら
ば
、
ヘ
ッ
セ

ン
州
憲
法
四
一
条
は
選
挙
法
二
条
の
定
め
た
手
続
に
違
反
し
て
制

定
さ
れ
た
と
い
う
Ｆ
Ｄ
Ｐ
会
派
の
主
張
が
成
立
す
る
余
地
は
な
い

の
で
あ
る
が
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
は
、
戦
後
の
混
乱
の
中
で
短
期

間
で
急
い
で
制
定
さ
れ
た
た
め
、
同
憲
法
の
制
定
手
続
は
、
選
挙

法
二
条
が
想
定
し
て
い
た
よ
う
に
は
進
行
し
な
か
っ
た
。
ヘ
ッ
セ

ン
州
憲
法
の
制
定
過
程
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
（
８
）
。

㈢
　
選
挙
法
一
条
に
よ
る
と
、「
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
（D

ie	
verfassungberatende	L

andesversam
m
lung

）」
は
、
普
通
、

平
等
、
直
接
及
び
秘
密
の
選
挙
に
よ
っ
て
比
例
選
挙
の
原
則
に
基

づ
い
て
選
挙
さ
れ
た
九
〇
人
の
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
憲

法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
の
議
員
の
選
挙
は
、
一
九
四
六
年
六
月
三
〇

日
、
選
挙
法
の
諸
規
定
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
。
選
挙
の
結
果
、

ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
が
四
二
議
席
を
、
キ
リ
ス
ト
教

民
主
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
が
三
五
議
席
を
、
ド
イ
ツ
共
産
党

（
Ｋ
Ｐ
Ｄ
）
が
七
議
席
を
、
ド
イ
ツ
自
由
党
（
Ｌ
Ｐ
Ｄ
）
が
六
議

席
を
獲
得
し
た
。
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
は
、
一
九
四
六
年
七
月

一
五
日
に
第
一
回
会
議
を
開
催
し
、
そ
の
活
動
を
開
始
し
、

一
九
四
六
年
一
〇
月
二
九
日
に
そ
の
活
動
を
終
え
た
が
、
そ
の
間
、

（
七
四
六
）
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八
五

二
　
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
第
四
一
条
の
成
立
史

㈠
　
つ
ぎ
に
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
成
立
史
を
、
本
件

訴
訟
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
叙
述
す
る
。

一
九
四
六
年
一
二
月
一
八
日
付
け
官
報
に
お
い
て
公
布
さ
れ
た

ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
は
、
次
の
よ
う
な
文
言
で
あ
る
。

⑴
　
こ
の
憲
法
の
発
効
と
と
も
に
、

１
　
鉱
業
（
石
炭
、
カ
リ
、
金
属
）、
鉄
鋼
生
産
業
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
業
及
び
軌
道
又
は
架
線
に
連
結
さ
れ
た
交
通
業
務
は
、

共
同
所
有
に
移
さ
れ
る
。

２
　
大
銀
行
、
保
険
企
業
及
び
第
一
号
に
掲
げ
ら
れ
た
企
業
の

う
ち
ヘ
ッ
セ
ン
に
所
在
地
を
有
さ
な
い
も
の
は
、
国
に
よ
り
監
督

又
は
管
理
さ
れ
る
。

⑵
　
詳
細
は
、
法
律
が
こ
れ
を
定
め
る
。

⑶
　
こ
れ
に
よ
り
共
同
所
有
に
移
さ
れ
た
事
業
体
の
所
有
者
又

は
そ
の
管
理
を
委
任
さ
れ
た
者
は
、
州
の
受
任
者
と
し
て
、
施
行

法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
事
業
体
を
引
続
き
経
営
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
12
）
。

㈡
　
大
ヘ
ッ
セ
ン
憲
法
準
備
委
員
会
の
作
成
し
た
憲
法
案
に
は
、

ら
か
に
な
り
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
の
「
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲

法
に
関
す
る
国
民
表
決
及
び
ヘ
ッ
セ
ン
州
議
会
選
挙
の
期
日
に
関

す
る
法
律
（
10
）
」
に
よ
り
、
国
民
表
決
の
実
施
日
は
一
九
四
六
年
一
二

月
一
日
に
延
期
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
に

は
「
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
に
関
す
る
国
民
表
決
に
関
す
る
法
律
を
改

正
す
る
法
律
（
11
）
」（
以
下
、「
国
民
表
決
法
改
正
法
」
と
い
う
。）
が

制
定
さ
れ
て
い
る
。
改
正
前
の
国
民
表
決
法
は
、
憲
法
全
体
を
国

民
投
票
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
軍
政
府
か
ら
、
四
一

条
に
つ
い
て
憲
法
全
体
か
ら
切
り
離
し
て
別
個
独
立
に
国
民
投
票

の
対
象
と
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
た
め
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
政
府
は
、

四
一
条
を
別
個
独
立
に
国
民
投
票
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
国
民
表
決
法
を
改
正
を
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

改
正
法
二
条
は
、
四
一
条
を
憲
法
全
体
か
ら
切
り
離
し
て
別
個
独

立
に
そ
の
賛
否
を
問
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
一
九
四
六
年
一
二

月
一
日
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
に
関
す
る
国
民
表
決
が
実
施
さ
れ
、

賛
成
票
が
過
半
数
を
上
回
り
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
は
、
同
憲
法

一
六
〇
条
の
規
定
に
よ
り
同
日
そ
の
効
力
を
生
じ
た
。
ヘ
ッ
セ
ン

州
憲
法
は
、
一
九
四
六
年
一
二
月
一
一
日
、
ラ
ン
ト
政
府
に
よ
っ

て
認
証
さ
れ
、
一
九
四
六
年
一
二
月
一
八
日
付
け
ヘ
ッ
セ
ン
州
官

報
で
公
布
さ
れ
た
。

（
七
四
七
）
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八
六

き
経
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
15
）
。

憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
二
読
会
で
議
決
さ
れ
た
州
憲
法
は
、

第
三
読
会
に
お
け
る
議
決
を
待
た
ず
に
、
許
可
を
得
る
た
め
に
軍

政
府
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
〇

日
に
開
催
さ
れ
た
憲
法
委
員
会
の
審
議
に
お
い
て
、
同
委
員
会
委

員
長
が
、
同
会
議
の
冒
頭
、「
我
々
の
憲
法
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ

カ
軍
政
府
の
意
見
」
に
つ
い
て
報
告
を
す
る
た
め
に
、
ラ
ン
ト
会

議
議
長
に
発
言
を
許
し
て
い
る
こ
と
（
16
）
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

軍
政
府
は
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
が
「
憲
法
の
準
備
」
を
完
了

し
て
い
な
い
時
点
に
お
い
て
、
憲
法
制
定
に
介
入
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
対
応
は
、
第
三
読
会
の
審
議
の
終
了
を

待
つ
と
国
民
表
決
に
付
さ
れ
る
案
に
つ
い
て
判
断
す
る
時
間
が
な

い
と
の
考
慮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

㈢
　
憲
法
草
案
の
第
三
読
会
は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
九
日

に
開
催
さ
れ
た
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
に
お
い
て
行

わ
れ
た
。
本
件
訴
訟
に
特
徴
的
な
こ
と
の
一
つ
は
、
憲
法
審
議
ラ

ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
文
言
の
四
一
条

が
議
決
さ
れ
た
か
と
い
う
点
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
成
立
史
に
つ
い
て
は
、
事
実

現
行
の
四
一
条
の
前
身
と
言
え
る
よ
う
な
条
文
は
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
。
四
一
条
の
前
身
と
考
え
ら
れ
る
条
文
は
、
憲
法
委
員
会

の
作
成
し
た
憲
法
草
案
の
三
一
ｅ
条
で
あ
っ
た
（
13
）
。
憲
法
審
議
ラ
ン

ト
会
議
は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
日
及
び
二
日
に
開
催
さ
れ
た

第
二
読
会
に
お
い
て
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
案
を
議
決
し
た
（
14
）
が
、
同
案

に
は
、
以
下
の
文
言
の
四
一
条
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
四
一
条

は
、
上
記
の
三
一
ｅ
条
に
若
干
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。⑴

　
こ
の
憲
法
の
発
効
と
と
も
に
、

１
　
鉱
山
（
石
炭
、
カ
リ
、
金
属
）、
鉄
鋼
生
産
業
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
業
並
び
に
軌
道
及
び
架
線
に
連
結
さ
れ
た
交
通
業
務
は
、

共
同
所
有
に
移
さ
れ
る
。

２
　
大
銀
行
、
保
険
企
業
及
び
第
一
号
に
掲
げ
ら
れ
た
企
業
の

う
ち
ヘ
ッ
セ
ン
に
所
在
地
を
有
さ
な
い
も
の
は
、
国
家
に
よ
り
監

督
又
は
管
理
さ
れ
る
。

⑵
　
詳
細
は
、
法
律
が
こ
れ
を
定
め
る
。

⑶
　
こ
れ
に
よ
り
共
同
所
有
に
移
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
体
の
所
有
者
又
は
そ
の
管
理
を
委
任
さ
れ
た
者
は
、
州
の
受
任

者
と
し
て
、
施
行
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
事
業
体
を
引
続

（
七
四
八
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

八
七

取
り
上
げ
ま
す
。
一
七
条
、
二
九
条
、
三
六
条
及
び
四
一
条
に
つ

い
て
は
、
我
々
は
、
皆
様
に
は
す
で
に
ご
存
知
の
理
由
で
、
つ
ま

り
、
我
々
は
、
何
時
到
着
し
て
も
お
か
し
く
な
い
軍
政
府
の
通
知

を
な
お
も
待
っ
て
い
る
、
と
い
う
理
由
で
後
回
し
に
し
た
い
の
で

あ
り
ま
す
。
私
は
、
皆
様
が
私
の
提
案
に
賛
成
し
て
い
た
だ
い
た

も
の
と
考
え
ま
す
。」（S

.	210

）

こ
う
し
て
第
六
回
会
議
は
、
第
二
号
議
案
（
ヘ
ッ
セ
ン
憲
法
草

案
の
第
三
読
会
）
か
ら
審
議
を
開
始
し
た
。
前
文
に
始
ま
り
、

一
六
〇
条
に
至
る
ま
で
、
一
七
条
、
二
九
条
、
三
六
条
及
び
四
一

条
を
除
く
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
草
案
の
す
べ
て
の
条
文
に
つ
い
て
─

内
容
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
条
文
を
一
括
し
て
─
審
議
及
び
採
決

が
順
調
に
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
上
記
の
審
議
及
び
採
決
が
終
了
し

た
時
点
で
も
軍
政
府
の
通
知
は
到
着
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
議
長
か
ら
、「
軍
政
府
の
通
知
の
到
着
を
待
つ
た
め
に
短
い

休
憩
を
入
れ
る
前
に
」
第
三
号
議
案
（
議
会
調
査
委
員
会
の
選

出
）
を
処
理
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
提
案
に

従
っ
て
第
三
号
議
案
も
処
理
し
た
後
、
一
六
時
五
分
か
ら
「
軍
政

府
の
回
答
が
到
着
す
る
ま
で
」
休
憩
に
入
っ
た
（S

.	212

）。

第
六
回
会
議
は
、
一
六
時
三
〇
分
に
再
開
さ
れ
た
。
後
回
し
に

そ
れ
自
体
に
つ
い
て
争
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
本
件
訴
訟
を
め
ぐ

る
対
立
の
構
図
を
複
雑
化
し
、
本
件
訴
訟
の
理
解
を
困
難
な
も
の

と
し
て
い
る
。
以
下
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
の
議
事
速
記
録
（
17
）
に

依
拠
し
て
審
議
の
進
行
及
び
内
容
を
叙
述
し
、
争
点
を
明
ら
か
に

し
た
い
。

一
九
四
六
年
一
〇
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
会
議
は
、

一
五
時
三
〇
分
に
始
ま
っ
た
。
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
議
長

ヴ
ィ
ッ
テ
は
、
第
六
回
会
議
の
開
会
を
告
げ
た
後
、
次
の
よ
う
に

発
言
し
た
。

「
本
日
の
議
事
日
程
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

１
　
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
に
関
す
る
国
民
表
決
及
び
ヘ
ッ
セ
ン
州

議
会
選
挙
の
期
日
に
関
す
る
法
律
案
の
審
議
及
び
採
決
─
印
刷
物

第
一
部
九
九
号

２
　
ヘ
ッ
セ
ン
憲
法
案
の
第
三
読
会
─
印
刷
物
第
一
部
九
八
号

３
　
議
会
調
査
委
員
会
の
選
出

４
　
そ
の
他
の
案
件

私
は
、
第
一
号
議
案
を
後
回
し
に
し
て
、
第
二
号
議
案
か
ら
始

め
る
こ
と
を
皆
様
に
提
案
い
た
し
ま
す
。
我
々
は
、
一
七
条
、

二
九
条
、
三
六
条
及
び
四
一
条
を
除
い
て
、
各
条
項
を
番
号
順
に

（
七
四
九
）
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五
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〇
二
〇
年
一
月
）

八
八

が
、
四
一
条
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
民
が
自
己
の
意
見
を
そ
の
選

択
に
お
い
て
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
別
個
に
投
票
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

他
の
改
正
は
、
純
粋
に
形
式
的
な
、
又
は
文
章
表
現
を
整
え
る
に

す
ぎ
な
い
性
質
の
改
正
を
除
い
て
（m

it	A
usnahm

e	solcher	
rein	form

eller	oder	textlicher	A
rt

）、
行
わ
な
い
こ
と
が
前

提
と
さ
れ
て
い
ま
す
。」（S

.	212

）

グ
レ
イ
将
軍
の
書
簡
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
後
、
後
回
し
に
さ
れ

た
条
文
の
審
議
及
び
採
決
が
な
さ
れ
た
。
一
七
条
、
二
九
条
、

三
六
条
に
つ
い
て
の
審
議
及
び
採
決
が
な
さ
れ
、
い
よ
い
よ
四
一

条
の
審
議
に
入
っ
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
議
長
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
我
々
は
、
四
一
条
に
達
し
ま
し
た
。

憲
法
に
関
す
る
［
国
民
］
表
決
と
関
連
し
て
、
こ
の
四
一
条
に

関
す
る
別
個
の
表
決
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

選
挙
民
に
対
し
て
、
提
出
さ
れ
て
い
る
文
言
に
お
け
る
四
一
条
を

憲
法
に
採
用
し
た
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
問
い
か
け
る
と
い
う
方

法
で
行
い
ま
す
。

ま
ず
、
四
一
条
に
つ
い
て
採
決
を
と
り
ま
す
。
─
Ｌ
Ｄ
Ｐ
の
反

し
た
条
文
に
つ
い
て
の
採
決
に
入
る
前
に
、
ク
レ
イ
将
軍
か
ら
議

長
に
送
付
さ
れ
た
書
簡
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
書
簡
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
ア
メ
リ
カ
軍
政
府
の
名
に
お
い
て
、
私
は
、
提
案
さ
れ
た

ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
案
─
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
日
に
そ
れ
を
受
理

し
ま
し
た
─
を
検
討
し
ま
し
た
。
私
は
、
憲
法
案
が
提
出
さ
れ
た

当
初
か
ら
、
憲
法
委
員
会
が
、
一
七
条
、
二
九
条
、
三
六
条
、

一
二
三
条
及
び
一
三
〇
条
に
つ
い
て
補
充
を
行
う
こ
と
、
さ
ら
に

は
、
四
一
条
に
つ
い
て
別
個
に
投
票
を
行
う
こ
と
に
同
意
し
て
い

る
と
の
情
報
を
得
て
お
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
軍
政
府
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
市
民
の
選
挙
さ
れ
た
代
表

者
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
意
思
を
具
現
し
て
い

る
憲
法
を
承
認
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
軍
政
府
は
、
こ
の

憲
法
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
基
礎
を
具
現
し
、
個
人
の
諸
権
利
を
保

護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
の
草
案
の
作
成
者
の

明
白
な
意
図
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
故
、
総
会
が
、
…
…
上
述
し
ま
し
た
諸
改
正
を
受
け
入
れ

た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
憲
法
は
許
可
さ
れ
、
国
民
に
提
示

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
憲
法
に
は
四
一
条
も
含
ま
れ
ま
す

（
七
五
〇
）
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八
九

第
二
読
会
の
議
決
に
基
づ
く
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
案
」
で
あ
る
。
議

事
録
の
記
載
を
全
面
的
に
信
頼
す
る
と
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議

第
六
回
会
議
の
審
議
に
お
い
て
こ
の
憲
法
案
に
含
ま
れ
る
四
一
条

を
修
正
す
る
こ
と
を
求
め
る
提
案
が
な
さ
れ
た
と
い
う
記
載
が
憲

法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
の
議
事
速
記
録
に
見
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
以
上
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
の
審
議

の
対
象
は
「
印
刷
物
第
一
部
九
八
号
」
で
あ
り
、
議
長
の
発
言
に

お
け
る
「
提
出
さ
れ
て
い
る
文
言
に
お
け
る
四
一
条
」
と
は
、
印

刷
物
第
一
部
九
八
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
憲
法
案
に
含
ま
れ
る

四
一
条
で
あ
っ
た
と
考
え
る
よ
り
ほ
か
な
い
。
こ
の
憲
法
案
に
含

ま
れ
て
い
る
四
一
条
は
、
次
の
よ
う
な
文
言
で
あ
っ
た
。

⑴
　
こ
の
憲
法
の
発
効
と
と
も
に
、

１
　
鉱
業
（
石
炭
、
カ
リ
、
金
属
）、
鉄
鋼
生
産
業
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
業
並
び
に
軌
道
及
び
架
線
に
連
結
さ
れ
た
交
通
業
務
は
、

共
同
所
有
に
移
さ
れ
る
。

２
　
大
銀
行
、
保
険
企
業
及
び
第
一
号
に
掲
げ
ら
れ
た
企
業
の

う
ち
ヘ
ッ
セ
ン
に
所
在
地
を
有
さ
な
い
も
の
は
、
国
に
よ
り
監
督

又
は
管
理
さ
れ
る
。

⑵
　
詳
細
は
、
法
律
が
こ
れ
を
定
め
る
。

対
票
は
あ
り
ま
す
が
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
選
挙
民
に
対
し
て
、
提
出
さ
れ
て
い
る
文
言
に
お
け

る
四
一
条
を
憲
法
に
採
用
し
た
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
問
い
か
け

る
も
の
と
す
る
と
い
う
提
案
に
つ
い
て
採
決
を
と
り
ま
す
。
─
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。」（S

.	213

）

こ
れ
に
よ
り
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
案
の
各
条
文
に
つ
い
て
の
審

議
及
び
採
決
が
完
了
し
た
。
こ
の
後
、
各
会
派
の
議
員
団
長
か
ら
、

憲
法
案
に
対
す
る
各
会
派
の
考
え
方
に
関
す
る
総
括
的
発
言
が
な

さ
れ
、
こ
れ
に
続
い
て
憲
法
案
に
関
す
る
最
終
採
決
が
な
さ
れ
た
。

憲
法
案
は
、
賛
成
八
二
票
、
反
対
六
票
で
可
決
さ
れ
た
（S

.	
223

）。
さ
て
、
見
解
が
対
立
す
る
の
は
、
四
一
条
の
採
決
の
際
に
議
長

が
し
た
発
言
に
お
け
る
「
提
出
さ
れ
て
い
る
文
言
に
お
け
る
四
一

条
」
と
は
一
体
何
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議

第
六
回
会
議
の
議
事
日
程
に
は
、
議
案
第
二
号
と
し
て
、「
ヘ
ッ

セ
ン
憲
法
草
案
の
第
三
読
会
─
印
刷
物
第
一
部
九
八
号
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
印
刷
物
第
一
部
九
八
号
と
は
、「
本
会
議
の
設

置
し
た
編
纂
委
員
会
の
文
言
に
お
け
る
、
か
つ
、
憲
法
委
員
会
の

改
正
案
に
基
づ
く
、
大
ヘ
ッ
セ
ン
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
本
会
議

（
七
五
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

九
〇

お
い
て
は
、「
軌
道
又
は

0

0

架
線
に
連
結
さ
れ
た
交
通
業
務
（das	

an	S
ch
ienen	od

er	O
b
erleitu

ngen	geb
u
nd
ene	

V
erkehrsw

esen

）」（
傍
点
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
。）
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。
第
二
に
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
一
項
三
号
に
お
い
て
は
、

「
こ
れ
に
よ
り
共
同
所
有
に
移
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

事
業
体

の
所
有
者
（E

igentüm
er	eines	danach	in	G

em
eineigentum

	
zu	überführenden	B

etriebes

）」（
傍
点
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
。）

と
定
め
ら
れ
て
い
る
に
対
し
て
、
文
言
Ｂ
の
四
一
条
一
項
三
号
に

お
い
て
は
「
こ
れ
に
よ
り
共
同
所
有
に
移
さ
れ
た

0

0

0

0

事
業
体
の
所
有

者
（E

igentüm
er	eines	danach	in	G

em
eineigentum

	
überführten	B

etriebes

）」（
傍
点
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
。）
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｆ
Ｄ
Ｐ
会
派
は
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
三
読
会
に
お
い
て

議
決
さ
れ
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
（
文
言
Ａ
）
と
国
民
表
決

の
対
象
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
認
証
及
び
公
布
さ
れ
た
四
一
条
（
文

言
Ｂ
）
と
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
ヘ
ッ
セ
ン
州

憲
法
四
一
条
の
無
効
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
事
裁
判

所
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
五
一
年
七
月
二
〇
日
の
一
部
判

決
に
お
い
て
、
国
民
表
決
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
認
証

及
び
公
布
さ
れ
た
文
言
の
四
一
条
が
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議

⑶
　
こ
れ
に
よ
り
共
同
所
有
に
移
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
体
の
所
有
者
又
は
そ
の
管
理
を
委
任
さ
れ
た
者
は
、
州
の
受
任

者
と
し
て
、
施
行
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
事
業
体
を
引
続

き
経
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
18
）
。

憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
（
第
三
読
会
）
に
お
い
て

可
決
さ
れ
た
四
一
条
は
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
五
回
会
議

（
第
二
読
会
）
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
四
一
条
と
は
、
一
つ
の
単

語
を
除
い
て
同
じ
で
あ
る
（
四
一
条
一
項
一
号
に
お
け
る

übergeführt

をüberführt

に
変
更
し
た
だ
け
で
あ
る
。）。
以
下
、

憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
が
第
三
読
会
に
お
い
て
議
決
し
た
と
考
え

ら
れ
る
四
一
条
を
文
言
Ａ
の
四
一
条
と
呼
び
、
一
九
四
六
年
一
二

月
一
八
日
付
け
官
報
に
お
い
て
公
布
さ
れ
た
四
一
条
（
Ⅱ
㈠
を
参

照
。）
を
文
言
Ｂ
の
四
一
条
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
よ
う
。

文
言
Ａ
の
四
一
条
と
文
言
Ｂ
の
四
一
条
を
比
較
し
て
み
る
と
、

以
下
の
二
点
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
第
一
に
、

文
言
Ａ
の
四
一
条
一
項
一
号
に
お
い
て
は
、「
軌
道
及
び
0

0

架
線
に

連
結
さ
れ
た
交
通
業
務
（das	an	S

chienen	und	O
berleitungen	

gebundene	V
erkehrsw

esen

）」（
傍
点
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
。）

と
定
め
ら
れ
て
い
る
に
対
し
て
、
文
言
Ｂ
の
四
一
条
一
項
一
号
に

（
七
五
二
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

九
一

よ
う
な
文
言
で
す
。

憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
と
一
致
し
て
、
大
ヘ
ッ
セ
ン
州

内
閣
は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
…
日
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
に
関
す

る
国
民
表
決
に
関
す
る
法
律
を
改
正
す
る
た
め
の
次
の
法
律
を
制

定
す
る
。

第
一
条

国
民
表
決
に
関
す
る
法
律
一
条
は
、
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ

る
。「

国
民
表
決
の
対
象
は
、

　a）
　
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
が
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
九
日
に

議
決
し
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
、

　b）
　
　
次
の
条
項
の
憲
法
へ
の
採
用
。

第
四
一
条

こ
の
憲
法
の
発
効
と
と
も
に
、

１
　
鉱
山
（
石
炭
、
カ
リ
、
金
属
）、
鉄
鋼
生
産
業
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
業
並
び
に
軌
道
及
び
架
線
に
連
結
さ
れ
た
交
通
業
務
は
、

共
同
所
有
に
移
さ
れ
る
。

２
　
大
銀
行
、
保
険
企
業
及
び
第
一
号
に
掲
げ
ら
れ
た
企
業
の

う
ち
ヘ
ッ
セ
ン
に
所
在
地
を
有
さ
な
い
も
の
は
、
国
家
に
よ
り
監

督
又
は
管
理
さ
れ
る
。

（
第
三
読
会
）
に
お
い
て
も
議
決
さ
れ
た
と
認
定
し
た
。
つ
ま
り
、

国
事
裁
判
所
は
、
憲
法
理
論
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
な
く
、
事
実
認
定

の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
会
派
の
主
張
を
斥
け
た
の
で
あ

る
。
国
事
裁
判
所
の
見
解
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
と
も
あ
れ
、

憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
文

言
の
四
一
条
が
議
決
さ
れ
た
か
と
い
う
点
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。

㈣
　
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
は
、
憲
法
案
の
審
議

に
続
い
て
、
国
民
表
決
法
改
正
法
（
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
に
関
す
る

国
民
表
決
に
関
す
る
法
律
を
改
正
す
る
法
律
）
の
審
議
に
入
っ

た
（
19
）
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
軍
政
府
は
、
四
一
条
を
憲
法
全
体

と
切
り
離
し
て
別
個
独
立
に
国
民
表
決
に
お
け
る
賛
否
の
対
象
事

項
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
軍
政
府
の
要
求
に
対
応
す
る
た

め
に
国
民
表
決
法
の
改
正
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
議
長

は
、
審
議
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
発
言
し
た
。

「
法
案
を
印
刷
し
て
印
刷
物
を
本
会
議
の
各
メ
ン
バ
ー
に
お
届

け
す
る
こ
と
は
、
技
術
的
理
由
か
ら
不
可
能
で
し
た
。
そ
れ
故
、

私
は
、
皆
様
が
諸
規
定
を
は
っ
き
り
と
認
識
で
き
る
よ
う
に
、
テ

キ
ス
ト
を
読
み
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
法
律
は
、
以
下
の

（
七
五
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

九
二

民
表
決
法
改
正
法
一
条
に
記
載
し
、
国
民
表
決
の
対
象
と
す
る
条

文
と
し
て
議
長
が
読
み
上
げ
、
ラ
ン
ト
会
議
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ

た
四
一
条
は
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
で
も
、
ま
た
、
文
言
Ｂ
の
四
一

条
で
も
な
く
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
二
読
会
の
審
議
の
た
め

に
提
出
さ
れ
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
案
に
含
ま
れ
て
い
る
四
一
条
の

文
言
（
印
刷
物
第
一
部
九
三
号
に
記
載
さ
れ
た
文
言
の
四
一
条
）

で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
国
民
表
決
法
改
正
法
一
条

に
記
載
し
、
国
民
表
決
の
対
象
と
す
る
条
文
と
し
て
ラ
ン
ト
会
議

が
議
決
し
た
四
一
条
と
文
言
Ａ
の
四
一
条
と
の
違
い
は
、
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
一
つ
の
単
語
に
す
ぎ
な
い
（
文
言
Ａ
の
四
一
条

一
項
一
号
に
お
い
て
はübergeführt

で
は
な
くüberführt

が

使
わ
れ
て
い
る
。）。

国
民
表
決
法
改
正
法
は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
三
一
日
付
け
官

報
で
公
布
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
民
表
決
法
改
正
法
一
条
に
記

載
す
る
条
文
と
し
て
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
に
お
い

て
議
長
が
読
み
上
げ
、
可
決
さ
れ
た
四
一
条
は
、
一
九
四
六
年

一
〇
月
三
一
日
付
け
官
報
で
公
布
さ
れ
た
国
民
表
決
法
改
正
法
一

条
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
同
法
に
記
載
さ
れ
て
い
た
の

は
文
言
Ｂ
の
四
一
条
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
文
言
Ｂ
の
四
一
条
が

国
民
表
決
に
対
象
と
な
り
、
州
政
府
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
、

詳
細
は
、
法
律
が
こ
れ
を
定
め
る
。

こ
れ
に
よ
り
共
同
所
有
に
移
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
体

の
所
有
者
又
は
そ
の
管
理
を
委
任
さ
れ
た
者
は
、
州
の
受
任
者
と

し
て
、
施
行
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
事
業
体
を
引
続
き
経

営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
20
）
。

…
…
（
注
：
議
長
は
、
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
を
読
み
上
げ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。）

こ
の
法
律
に
賛
成
の
方
は
起
立
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
反
対

の
方
は
起
立
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
Ｌ
Ｄ
Ｐ
の
棄
権
は
あ
り
ま

す
が
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。」

さ
ら
に
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
に
関

す
る
国
民
表
決
及
び
ヘ
ッ
セ
ン
州
議
会
選
挙
を
「
一
九
四
六
年

一
二
月
一
日
」
に
実
施
す
る
た
め
に
、「
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
に
関

す
る
国
民
表
決
及
び
ヘ
ッ
セ
ン
州
議
会
選
挙
の
期
日
に
関
す
る
法

律
案
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
そ
の
後
、
他
の
案
件
を
処
理

し
、
議
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
る
な
ど
し
て
、
一
九
時
に
会
議
は

終
了
し
た
。

国
民
表
決
法
改
正
法
の
審
議
及
び
議
決
に
お
い
て
注
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
に
お
い
て
、
国

（
七
五
四
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

九
三

提
起
さ
れ
た
訴
訟
と
の
関
連
に
お
い
て
」（V

orbem
erkung

）
作

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
が
法
的
に
無

効
で
あ
る
と
の
宣
言
を
求
め
る
Ｆ
Ｄ
Ｐ
会
派
の
主
位
的
請
求
に
理

論
的
な
支
柱
を
提
供
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
お
い
て

は
、
同
鑑
定
意
見
書
の
内
容
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

㈡
　
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
ま
ず
、「
手
続
問
題
」
を
検
討
す
る
。

ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
一
三
一
条
一
項
に
基
づ
い
て
国
事
裁
判
所
は

「
法
律
の
憲
法
適
合
性
」
に
つ
い
て
決
定
す
る
。
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、

憲
法
の
個
別
条
文
は
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
一
三
一
条
一
項
の
意
味
に

お
け
る
「
法
律
」
に
当
た
ら
な
い
の
で
、
国
事
裁
判
所
に
お
い
て

憲
法
の
憲
法
適
合
性
を
争
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
主
張
が
想
定

さ
れ
る
が
、
こ
の
主
張
は
妥
当
で
は
な
く
、「
憲
法
の
憲
法
適
合

性
」
を
決
定
す
る
権
限
も
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
一
三
一
条
一
項
に
基

づ
く
「
法
律
の
憲
法
適
合
性
」
に
つ
い
て
決
定
す
る
権
限
に
含
ま

れ
る
と
説
い
て
い
る
。
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

憲
法
が
「
絶
対
的
決
定
権
の
あ
ら
ゆ
る
法
的
拘
束
を
受
け
な
い
行

為
」
と
し
て
妥
当
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
憲
法
自
体
が
上
位
の

規
範
の
優
位
を
認
め
て
い
る
憲
法
体
制
の
枠
内
に
お
い
て
は
、
上

記
の
主
張
は
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
憲
法
制
定
者
の
決
定
権

一
九
四
六
年
一
二
月
一
八
日
付
け
官
報
に
お
い
て
公
布
さ
れ
た
。

ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
に
お
い
て
、
国
民
表
決
法
改
正
法
一

条
に
記
載
さ
れ
る
条
文
と
し
て
、
印
刷
物
第
一
部
九
三
号
に
記
載

さ
れ
た
文
言
の
四
一
条
が
議
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
事
情
及
び

国
民
表
決
法
改
正
法
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
対
立
す
る
見
解
が

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

㈤
　
以
上
に
お
い
て
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
憲
法
適
合

性
と
い
う
問
題
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
、

ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
そ
れ
自
体
の
成
立
史
と
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一

条
の
成
立
史
を
叙
述
し
た
。
つ
ぎ
に
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条

は
適
法
に
成
立
し
て
お
ら
ず
、
違
憲
無
効
で
あ
る
と
主
張
す
る
学

説
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

Ⅲ
　
学
説
の
諸
相

一
　
グ
レ
ー
ヴ
ェ
の
見
解

㈠
　
当
時
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
教
授
で
あ
っ
た
グ
レ
ー
ヴ
ェ

（W
ilhelm

	G
rew
e

）
は
、
一
九
五
一
年
に
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
議
会

Ｆ
Ｄ
Ｐ
会
派
の
求
め
に
よ
り
、「
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
法

的
有
効
性
に
関
す
る
鑑
定
意
見
書
（
21
）
」
を
作
成
し
て
い
る
。
同
意
見

書
は
、「
一
九
五
〇
年
九
月
二
日
に
ヘ
ッ
セ
ン
州
国
事
裁
判
所
に

（
七
五
五
）
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四

れ
た
権
限
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
憲
法
は
、
そ
の
妥
当
根
拠
を

も
っ
ぱ
ら
そ
れ
自
体
に
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
一
定

の
「
前
憲
法
的
」
権
限
・
手
続
規
定
の
妥
当
根
拠
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
「
法
律
」
で
あ
る
。
ヘ
ッ
セ
ン
州

憲
法
一
三
一
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
「
法
律
」
と
は
、
こ
の
憲

法
の
基
準
に
従
っ
て
制
定
さ
れ
た
法
律
の
み
な
ら
ず
、「
国
法
上

規
律
さ
れ
た
手
続
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
法
規
範
」
を

意
味
す
る
。
従
っ
て
、
憲
法
が
、
あ
ら
ゆ
る
国
法
上
の
拘
束
を
受

け
な
い
主
権
的
な
憲
法
制
定
権
力
（pouvoir	constituant

）
の

革
命
的
行
為
で
は
な
く
、
一
九
四
六
年
五
月
一
六
日
の
選
挙
法
の

権
限
・
手
続
規
範
に
よ
っ
て
国
法
上
規
律
さ
れ
た
複
数
の
憲
法
制

定
機
関
の
行
為
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
憲
法
そ
れ
自
体
も
「
国

法
上
規
律
さ
れ
た
手
続
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
法
規

範
」
に
含
ま
れ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
権
限
・
手
続
規
定
の
違
反
は

「
憲
法
の
憲
法
適
合
性
」
の
問
題
を
提
起
し
、
こ
れ
は
、「
法
律
の

憲
法
適
合
性
」
に
つ
い
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
事
裁
判

所
の
権
限
に
属
す
る
、
と
。
そ
し
て
、
国
事
裁
判
所
に
「
法
律
の

憲
法
適
合
性
」
の
審
査
を
求
め
る
訴
え
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法

四
一
条
が
法
的
に
無
効
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
目
的
と
す
る
も
の

で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
訴
訟
を
提
起
し
た
会
派
が
一
九
五
〇
年
九

の
こ
う
し
た
法
的
拘
束
は
、
二
つ
の
意
味
に
お
い
て
作
用
す
る
。

第
一
に
、
あ
ら
ゆ
る
憲
法
は
、
そ
の
実
効
性
の
限
界
を
、「
憲
法

制
定
行
為
を
正
当
化
す
る
と
と
も
に
限
界
付
け
る
一
定
の
不
可
侵

の
超
実
定
的
法
原
則
」
に
見
出
す
。
第
二
に
、
憲
法
成
立
の
行
為

が
「
純
粋
な
革
命
的
憲
法
決
断
」
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
憲
法

成
立
の
行
為
は
、
前
憲
法
的
法
律
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
憲
法
制

定
行
為
の
手
続
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
。
本
件
に
お
い
て
ヘ
ッ
セ

ン
州
憲
法
四
一
条
の
有
効
性
は
、「
超
実
定
的
法
原
則
の
違
反
」

を
理
由
と
し
て
攻
撃
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
ヘ
ッ
セ
ン

に
お
け
る
憲
法
制
定
行
為
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
手
続
規
定
の
違

反
」
を
理
由
と
し
て
攻
撃
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ッ
セ
ン
憲
法
は
、

「
あ
ら
ゆ
る
実
定
的
な
国
法
上
の
拘
束
を
受
け
な
い
革
命
的
行
為
」

に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、「
そ
の
制
定

の
前
に
国
法
上
規
律
さ
れ
て
い
た
手
続
」
に
お
い
て
成
立
し
た
。

憲
法
制
定
の
過
程
は
国
法
上
拘
束
力
の
あ
る
規
定
に
基
づ
い
て
進

行
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
規
定
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手

に
一
定
の
範
囲
の
憲
法
制
定
権
を
付
与
す
る
と
と
も
に
、
憲
法
制

定
機
関
に
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
限
界
を
設
定
す
る
も
の
で
、「
こ

の
前
憲
法
的
手
続
規
定
」
の
違
反
は
憲
法
制
定
行
為
を
無
効
に
す

る
。
国
法
上
規
律
さ
れ
た
手
続
に
お
い
て
、
か
つ
法
律
上
定
め
ら

（
七
五
六
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

九
五

属
し
、
憲
法
に
つ
い
て
の
国
民
投
票
に
先
行
す
る
す
べ
て
の
行
為

は
準
備
行
為
に
す
ぎ
ず
、
法
的
に
意
味
の
な
い
も
の
と
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
（S

.	16

）。
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
上

記
の
二
つ
の
主
張
に
真
っ
向
か
ら
反
対
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い

る
。ま

ず
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
①
の
主
張
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

反
論
し
て
い
る
。「
全
く
の
絶
対
的
な
、
主
権
的
か
つ
無
制
限
の

国
民
のpouvoir	constituant

の
理
論
」
は
、「
あ
ら
ゆ
る
法
治

国
家
的
拘
束
を
受
け
入
れ
な
い
過
激
な
民
主
的
・
革
命
的
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
体
制
」
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
理
論
は
、
シ
ェ

イ
エ
ス
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
論
述
は

こ
の
理
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
仕
事
の
学

問
的
意
義
は
別
と
し
て
、
憲
法
制
定
権
力
に
関
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
見
解
は
「
通
説
」
の
地
位
を
占
め
な
い
。「
西
欧
の
民
主
的
・

法
治
国
家
的
立
憲
主
義
」
は
、
す
で
に
一
九
世
紀
に
、
こ
の
「
過

激
な
民
主
的
・
革
命
的
思
想
」
か
ら
離
反
し
た
。
ド
イ
ツ
は
、

一
九
四
五
年
に
、
同
じ
よ
う
な
極
端
化
を
排
斥
し
て
、
憲
法
制
定

権
及
び
立
法
権
の
保
持
者
と
し
て
の
国
民
も
法
的
拘
束
に
服
す
る

も
の
で
あ
り
、
国
民
は
憲
法
制
定
に
お
い
て
も
「
憲
法
に
基
づ
く

形
式
」
に
拘
束
さ
れ
る
と
の
原
則
を
明
確
に
支
持
し
た
。

月
二
日
付
け
書
面
に
お
い
て
提
起
し
た
主
位
的
請
求
は
、
上
記
の

確
認
を
求
め
て
い
る
（
22
）（S

.	5	ff.

）。

㈢
　
つ
ぎ
に
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、「
ヘ
ッ
セ
ン
に
お
け
る
憲
法

制
定
権
内
部
に
お
け
る
権
限
分
配
」
を
考
察
す
る
。
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
、
国
家
基
本
法
九
条
は
、
州
政
府
は
民
主
的
憲
法
を
準

備
す
る
と
定
め
、
選
挙
法
二
条
は
、
ラ
ン
ト
会
議
は
大
ヘ
ッ
セ
ン

州
憲
法
を
準
備
す
る
任
務
を
有
し
、
こ
の
憲
法
は
、
そ
れ
が
①
占

領
国
の
軍
政
府
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
、
か
つ
、
②
国
民
表
決
に

よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
場
合
に
の
み
効
力
を
生
じ
る
、
と
規
定
し
て

い
た
。
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
法
律
内
容
の
確
定
と
法
律
命
令
の
付
与

と
の
区
別
を
下
敷
き
と
し
て
選
挙
法
二
条
を
解
釈
し
、
選
挙
法
二

条
は
、
憲
法
内
容
を
確
定
す
る
権
限
を
ラ
ン
ト
会
議
に
排
他
的
に

付
与
し
、
憲
法
に
効
力
を
付
与
す
る
権
限
を
能
動
的
市
民
団
に
付

与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
の
解
釈
論
を
示
し
た
。

グ
レ
ー
ヴ
ェ
の
分
析
に
よ
る
と
、
四
一
条
の
法
的
有
効
性
を
擁

護
す
る
見
解
は
、「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
憲
法
理
論
に
お
い
て
展
開

さ
れ
た
国
民
のpouvoir	constituant

の
理
論
」
に
基
づ
い
て
、

①
憲
法
を
制
定
す
る
国
民
意
思
は
い
か
な
る
法
的
拘
束
に
も
服
し

て
お
ら
ず
、
②
国
民
投
票
に
よ
っ
て
憲
法
テ
キ
ス
ト
が
承
認
さ
れ

る
場
合
、
憲
法
制
定
権
力
は
投
票
す
る
能
動
的
市
民
団
に
の
み
帰

（
七
五
七
）
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九
六

為
に
お
い
て
現
れ
る
（S

.	17

）。

グ
レ
ー
ヴ
ェ
の
見
解
に
よ
る
と
、
憲
法
は
、
①
憲
法
制
定
権
力

が
単
独
の
担
い
手
に
集
中
さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
一
手
に
よ
っ
て

行
使
さ
れ
る
、
と
い
う
仕
方
で
成
立
す
る
場
合
と
、
②
憲
法
制
定

権
力
が
複
数
の
機
関
に
配
分
さ
れ
、
規
律
さ
れ
た
協
働
手
続
に
お

い
て
行
使
さ
れ
る
、
と
い
う
仕
方
で
成
立
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
。

憲
法
制
定
権
力
が
一
つ
の
手
に
集
中
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

pouvoir	constituant

の
固
有
の
担
い
手
の
他
に
、
憲
法
制
定
に

際
し
て
一
定
の
準
備
的
職
務
を
遂
行
す
る
補
助
機
関
が
存
在
し
得

る
が
、
こ
の
補
助
機
関
は
、
固
有
か
つ
決
定
的
な
憲
法
制
定
に
関

与
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
憲
法
制
定
の
権
限
を

複
数
の
機
関
に
対
し
て
配
分
し
て
い
る
場
合
に
は
、
異
な
る
機
関

に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
活
動
が
、
憲
法
決
断
に
お
け
る

構
成
要
素
で
あ
る
。
第
一
の
場
合
に
は
、
単
な
る
準
備
に
お
け
る

瑕
疵
は
、
憲
法
制
定
の
固
有
の
行
為
の
法
的
有
効
性
に
影
響
を
与

え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
場
合
に
お
い
て
は
、
憲
法
制

定
の
合
同
行
為
の
内
部
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
個
々
の
部
分
行
為
の

瑕
疵
は
、
法
的
に
有
効
な
憲
法
の
成
立
を
排
除
す
る
（S

.	18	f.

）。

グ
レ
ー
ヴ
ェ
に
よ
る
と
、
憲
法
制
定
権
力
は
国
民
に
存
す
る
と

い
う
命
題
は
、
国
民
が
い
か
な
る
機
関
に
よ
っ
て
自
己
に
存
す
る

pouvoir	constituant

の
絶
対
的
か
つ
無
制
限
の
全
能
の
理
論
は
、

憲
法
は
全
面
的
な
革
命
的
転
覆
の
結
果
で
あ
る
と
こ
ろ
に
限
り
、

つ
ま
り
、
憲
法
が
規
整
さ
れ
た
手
続
に
お
い
て
で
は
な
く
、
直
接

的
な
革
命
的
行
為
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
こ
ろ
に
限
り
、
適
用
さ

れ
る
。
こ
の
場
合
に
の
み
、
憲
法
制
定
は
何
ら
の
「
様
式
」
に
も

拘
束
さ
れ
な
い
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
一
九
四
五
年
に
、
上
記

の
よ
う
な
革
命
に
至
ら
な
か
っ
た
。
占
領
権
力
の
干
渉
や
、
困
難

な
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
「
直
接
行
動
」
か
ら
の
ド
イ
ツ
国
民
の
離

脱
の
結
果
と
し
て
、
新
し
い
憲
法
状
態
は
「
合
法
的
な
、
憲
法
に

基
づ
く
形
式
」
に
お
い
て
創
造
さ
れ
た
、
と
（S
.	16	f.

）。

つ
ぎ
に
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
②
の
主
張
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
反
論
し
て
い
る
。
国
民
投
票
に
よ
る
憲
法
の
承
認
の
場
合
、
投

票
す
る
能
動
的
市
民
団
を
単
純
に
「
国
民
」
と
同
一
視
し
、
国
民

投
票
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
能
動
的
市
民
団
の
意
思
の
み
を
「
法

的
意
味
の
あ
る
国
民
の
意
思
」
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
憲
法
案
を
作
成
す
る
国
民
会
議
と
後
続
す
る
国
民
投
票
」
に
よ

る
憲
法
制
定
の
場
合
、pouvoir	constituant

の
担
い
手
は
、
能

動
的
市
民
団
だ
け
で
は
な
い
。
憲
法
制
定
権
力
は
、
国
民
代
表
と

能
動
的
市
民
団
が
共
有
し
て
い
る
。
国
民
の
憲
法
制
定
意
思
は
、

国
民
代
表
の
議
決
及
び
能
動
的
市
民
団
の
決
定
と
い
う
二
つ
の
行

（
七
五
八
）
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諸
侯
と
国
民
代
表
の
「
憲
法
協
定
」（
二
つ
の
同
価
値
的
意
思
行

為
の
合
致
）
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。
ま
た
、
一
八
六
七
年
及
び

一
八
七
一
年
の
連
邦
憲
法
も
「
憲
法
制
定
合
同
行
為
」
に
よ
っ
て

成
立
し
た
。
基
本
法
も
、「
議
会
評
議
会
」
と
採
択
の
権
限
を
有

す
る
諸
ラ
ン
ト
の
議
会
の
「
憲
法
制
定
合
同
行
為
」
に
よ
っ
て
成

立
し
た
。
一
九
四
六
年
以
降
の
ド
イ
ツ
の
諸
ラ
ン
ト
の
憲
法
制
定

は
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
ス
イ
ス
の
国
法
に
お
い
て
発
展
し
た
憲
法
レ

フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
制
度
を
手
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
制

度
に
お
い
て
は
、
憲
法
制
定
行
為
に
お
い
て
、
国
民
代
表
の
議
決

と
国
民
投
票
に
よ
る
こ
の
議
決
の
承
認
が
憲
法
制
定
合
同
行
為
を

構
成
す
る
。
国
民
代
表
は
、
た
ん
な
る
諮
問
機
関
で
は
な
く
、
真

正
の
議
決
機
関
で
あ
り
、
能
動
的
市
民
団
は
、
単
独
決
定
権
を
有

す
る
も
の
で
は
な
く
、
承
認
権
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
憲
法
制

定
行
為
は
、
憲
法
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
お
い
て
は
、
国
民
代
表
の

議
決
と
能
動
的
市
民
団
の
承
認
と
い
う
二
つ
の
等
価
的
部
分
行
為

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
（S

.	21	f.

）。

㈣
　
そ
し
て
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
一
九
四
六
年
の
ヘ
ッ
セ
ン
州

憲
法
に
つ
い
て
も
、
憲
法
制
定
が
国
民
投
票
の
行
為
に
集
中
さ
れ

て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
憲
法
制
定
権
力
は
複
数
の
憲
法
制
定

機
関
に
配
分
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い

憲
法
制
定
権
力
を
行
使
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て
い
な

い
。
国
民
の
憲
法
制
定
機
関
は
、
ⓐ
「
選
挙
さ
れ
た
国
民
代
表
」

で
あ
る
場
合
（
民
主
的
・
代
表
制
型
憲
法
制
定
）
も
あ
る
し
、
ⓑ

「
能
動
的
市
民
の
総
体
」（
民
主
的
・
国
民
投
票
型
憲
法
制
定
）
で

あ
る
場
合
（
ⓐ
と
ⓑ
は
上
記
の
①
の
場
合
に
当
た
る
。）
も
あ
り
、

さ
ら
に
、
ⓒ
「
国
民
代
表
と
能
動
的
市
民
団
の
協
働
」（
代
表

制
・
国
民
投
票
混
合
型
憲
法
制
定
）
が
定
め
ら
れ
る
場
合
（
上
記

の
②
の
場
合
）
も
あ
る
。
憲
法
制
定
に
関
与
す
る
「
能
動
的
市
民

団
」
は
、
決
し
て
「
国
民
」
自
身
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
国
民
代
表

と
同
じ
よ
う
に
「
国
民
の
機
関
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
国
民
は
、

能
動
的
市
民
団
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

所
属
者
の
総
体
を
含
む
か
ら
で
る
。
憲
法
制
定
に
関
与
す
る
「
能

動
的
市
民
団
」
は
、「
国
民
」
そ
れ
自
体
と
し
て
行
動
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
議
会
と
同
じ
よ
う
に
「
意
思
形
成
機
関
」
と
し
て

行
動
し
て
い
る
（S
.	20

）。「
代
表
制
・
国
民
投
票
混
合
型
憲
法

制
定
手
続
」
に
お
い
て
は
、
憲
法
は
、
一
つ
の
機
関
の
単
独
決
定

に
よ
っ
て
で
は
な
く
、「
複
数
の
機
関
の
憲
法
制
定
合
同
行
為
」

に
よ
っ
て
成
立
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
憲
法
制
定
手
続
は
、「
立

憲
的
で
か
つ
民
主
的
な
国
法
に
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
よ
く
知
ら
れ

た
事
象
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
世
紀
の
立
憲
的
な
諸
憲
法
は

（
七
五
九
）
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務
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
憲
法
制
定
は
「
憲
法
制
定
合
同
行
為
」

で
あ
っ
た
（S

.	23

）。

さ
ら
に
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
に
お
け
る
憲
法
制
定
の

権
限
及
び
手
続
に
つ
い
て
詳
細
な
解
釈
論
を
展
開
し
て
い
る
。

⒜
　
軍
政
府
に
よ
っ
て
移
譲
さ
れ
た
立
法
権
に
基
づ
い
て
州
政

府
が
制
定
し
た
国
家
基
本
法
は
、「
暫
定
州
憲
法
」、
よ
り
慎
重
に

言
え
ば
、「
州
の
暫
定
的
組
織
法
規
」
の
性
格
を
有
す
る
が
、
州

政
府
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
選
挙
法
二
条
は
、
憲
法
制
定
手
続
を

定
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
国
法
上
の
諸
規
範
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ

て
い
る
、
ヘ
ッ
セ
ン
に
お
け
る
憲
法
制
定
の
手
続
に
お
け
る
権
限

の
分
配
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
立
法
の
様
々
な
部
分
行
為
に

関
す
る
「
国
法
上
の
一
般
原
則
」
に
遡
る
必
要
が
あ
る
。
憲
法
に

基
づ
い
て
規
整
さ
れ
た
立
法
手
続
と
同
じ
よ
う
に
、
国
法
上
規
律

さ
れ
た
憲
法
制
定
手
続
に
お
い
て
も
、
①
憲
法
発
案
（
草
案
の
作

成
及
び
審
議
・
議
決
機
関
へ
の
そ
の
提
出
）、
②
憲
法
内
容
の
確

定
（
憲
法
の
審
議
及
び
憲
法
の
議
決
）、
③
憲
法
の
拒
否
権
（
憲

法
制
定
に
組
み
込
ま
れ
た
許
可
機
関
の
異
議
権
）、
④
憲
法
の
裁

可
（
確
定
さ
れ
、
か
つ
許
可
さ
れ
た
憲
法
テ
キ
ス
ト
を
法
的
拘
束

力
の
あ
る
規
範
に
昇
格
さ
せ
る
法
的
行
為
）、
⑤
認
証
（
憲
法
テ

キ
ス
ト
が
真
正
で
あ
る
こ
と
の
公
証
）、
及
び
、
⑥
公
布
（
官
報

う
点
に
「
本
質
な
基
本
問
題
」
を
見
出
す
（S

.	19

）。
ヘ
ッ
セ
ン

州
の
よ
う
な
民
主
的
国
家
に
お
い
て
は
、
国
家
権
力
は
不
可
譲
の

も
の
と
し
て
国
民
に
存
す
る
（
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
七
〇
条
）。
こ

の
こ
と
は
、
す
で
に
国
家
基
本
法
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
国
家
基
本
法
は
、
州
政
府
に
「
民
主
的
憲
法
」
を

準
備
す
る
任
務
を
付
与
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
将
来
の
憲
法

が
内
容
上
民
主
的
性
格
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で

は
な
く
、
民
主
的
方
法
に
よ
っ
て
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
の
ヘ
ッ
セ
ン
に
お

い
て
、
憲
法
制
定
権
力
も
国
民
に
存
し
て
い
た
。
し
か
し
、
憲
法

制
定
権
力
が
国
民
に
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
民
が
い
か
な
る

機
関
に
よ
っ
て
自
己
に
存
す
る
憲
法
制
定
権
力
を
行
使
す
る
の
か

に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
（S

.	20

）。
能
動
的
市
民
団
が

国
民
投
票
の
行
為
に
よ
っ
て
憲
法
制
定
に
関
与
す
る
と
こ
ろ
で
も
、

能
動
的
市
民
団
は
、
憲
法
制
定
権
力
が
国
民
に
存
す
る
と
い
う
理

由
か
ら
言
わ
ば
概
念
必
然
的
に
唯
一
の
憲
法
制
定
機
関
で
あ
る
こ

と
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ヘ
ッ
セ
ン
に
お
い
て
は
、

一
九
四
六
年
五
月
一
六
日
の
選
挙
法
に
よ
っ
て
「
代
表
制
・
国
民

投
票
混
合
型
憲
法
制
定
手
続
」
が
定
め
ら
れ
た
。
憲
法
審
議
ラ
ン

ト
会
議
と
能
動
的
市
民
団
は
共
同
で
憲
法
制
定
機
関
と
し
て
の
職

（
七
六
〇
）
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主
的
立
法
手
続
」
に
お
い
て
は
、
つ
ね
に
国
民
の
選
挙
し
た
代
表

機
関
（
又
は
能
動
的
市
民
団
）
で
あ
る
。
当
時
の
ヘ
ッ
セ
ン
に
お

い
て
、
権
威
的
行
政
機
関
で
あ
る
州
政
府
が
立
法
権
を
有
し
て
お

り
、
立
法
は
民
主
的
手
続
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

憲
法
制
定
に
つ
い
て
は
、
国
家
基
本
法
及
び
選
挙
法
に
よ
っ
て

「
民
主
的
手
続
」
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
州
政

府
が
法
律
内
容
の
確
定
に
関
与
す
る
こ
と
が
排
除
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
州
政
府
と
ラ
ン
ト
会
議
が
憲
法
を
準
備
す
る

権
限
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
二
つ
の
機
関
は
同
一
内
容
の
権

限
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
各
機
関
は
別
の
内
容
の
「
準

備
権
限
」
を
有
し
て
い
た
。
州
政
府
は
、
憲
法
案
を
作
成
し
、
そ

れ
を
ラ
ン
ト
会
議
に
提
出
し
、
憲
法
の
審
議
に
関
与
す
る
任
務
を

有
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
州
政
府
は
、
ラ
ン
ト
会
議
に
よ
る
憲
法

内
容
の
確
定
の
後
、
軍
政
府
の
許
可
を
得
る
任
務
を
有
し
て
い
た
。

最
後
に
、
州
政
府
は
、
能
動
的
市
民
団
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
憲

法
を
認
証
及
び
公
布
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
。
州
政
府
の
権
限

は
、
認
証
及
び
公
布
を
除
い
て
、「
固
有
の
憲
法
決
断
の
行
為
に

お
け
る
構
成
的
要
素
」
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
ン
ト
会

議
の
権
限
は
、
憲
法
の
審
議
に
加
え
て
、
憲
法
内
容
の
確
定
で

あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
州
政
府
の
任
務
は
、
憲
法
案
の
発
案
と

に
お
け
る
刊
行
）
の
諸
段
階
が
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（S
.	24	f.

）。

⒝
　
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
一
般
国
法
の
諸
原
則
に
よ
っ
て
示
さ
れ

た
憲
法
制
定
の
段
階
的
プ
ロ
セ
ス
を
下
敷
き
と
し
て
、
ま
ず
、
州

政
府
の
権
限
を
検
討
す
る
。
州
政
府
は
、
国
家
基
本
法
九
条
に
基

づ
い
て
、
民
主
的
憲
法
を
「
準
備
す
る
」
任
務
を
有
し
、
ラ
ン
ト

会
議
は
、
選
挙
法
二
条
に
基
づ
い
て
、
大
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
憲
法
を

「
準
備
す
る
」
任
務
を
有
し
て
お
り
、
州
政
府
も
、
ま
た
ラ
ン
ト

会
議
も
憲
法
を
「
準
備
す
る
」
権
限
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
よ
り
、
同
じ
内
容
の
権
限
を
有
す
る
複
数
の
機
関
の
併
存
、

す
な
わ
ち
、
権
限
重
複
が
生
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
一
般

国
法
上
の
諸
原
則
」
に
よ
る
と
、「
立
法
行
為
の
準
備
」
は
、
①

発
案
、
②
審
議
及
び
③
法
律
内
容
の
確
定
の
三
つ
を
含
む
が
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
異
議
権
や
法
律
命
令
の
付
与
（
裁
可
）
を
す
る

権
限
を
有
す
る
機
関
へ
の
法
案
の
送
付
を
含
む
。「
一
般
に
認
め

ら
れ
た
原
理
」
に
よ
る
と
、
民
主
的
体
制
に
お
い
て
行
政
府
の
権

限
は
、
法
律
の
準
備
の
枠
内
に
お
い
て
、
発
案
及
び
審
議
に
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
異
議
権
等
の
権
限
を
有
す
る
機
関
へ
の
送
付
に

限
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
民
主
的
共
同
体
に
お
い
て
行
政
府
は
「
法

律
内
容
の
確
定
」
に
関
与
し
な
い
。
法
律
内
容
の
確
定
は
、「
民

（
七
六
一
）
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一
〇
〇

し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
選
挙
法
二
条
は
、「
こ
の
憲

法
」
は
、
ⓐ
占
領
権
力
の
軍
政
府
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
、
か
つ
ⓑ

国
民
表
決
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
効
力
を
生
ず
る

と
定
め
て
い
る
が
、「
こ
の
憲
法
」
と
は
「
ラ
ン
ト
会
議
に
よ
っ

て
内
容
的
に
確
定
さ
れ
た
憲
法
」
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
の
で
、

ラ
ン
ト
会
議
は
、
審
議
作
用
の
み
な
ら
ず
、
議
決
作
用
も
有
し
て

い
た
。
従
っ
て
、
ラ
ン
ト
会
議
は
、「
憲
法
制
定
の
合
同
行
為
」

に
お
い
て
、
単
な
る
諮
問
機
関
で
は
な
く
、
真
正
な
議
決
機
関
で

あ
っ
た
。
ラ
ン
ト
会
議
の
憲
法
議
決
は
、
軍
政
府
の
許
可
及
び
能

動
的
市
民
団
の
承
認
の
後
に
は
じ
め
て
効
力
を
生
じ
る
も
の
で
あ

る
が
、「
憲
法
決
断
の
本
質
的
要
素
」
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
ラ

ン
ト
会
議
は
、
憲
法
制
定
の
合
同
行
為
に
お
い
て
、
憲
法
内
容
を

最
終
的
に
確
定
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
（S

.	27	ff.

）。

⒟
　
軍
政
府
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
法
に
よ
る
と
、
ラ
ン
ト
会
議
に

よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
法
文
を
許
可
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
。
言

い
換
え
る
と
、
軍
政
府
は
、
ラ
ン
ト
会
議
に
よ
る
憲
法
議
決
に
対

す
る
拒
否
権
を
有
し
て
い
た
。
軍
政
府
の
拒
否
権
は
、
占
領
法
に

基
づ
く
の
み
な
ら
ず
、
ヘ
ッ
セ
ン
国
法
そ
れ
自
体
に
お
い
て
定
め

ら
れ
て
お
り
、
軍
政
府
の
許
可
権
の
侵
害
は
、
占
領
法
の
違
反
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ヘ
ッ
セ
ン
国
法
に
も
違
反
す
る
（S

.	29

）。

有
効
に
成
立
し
た
憲
法
の
認
証
及
び
公
布
で
あ
り
、
州
政
府
は
憲

法
内
容
の
確
定
に
も
憲
法
の
裁
可
に
も
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
。

選
挙
法
は
、
州
政
府
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
州

政
府
は
選
挙
法
に
拘
束
さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
法
律
は
、
民
主
国
家

に
お
い
て
は
、
立
法
行
為
に
よ
っ
て
明
示
的
に
改
正
又
は
廃
止
さ

れ
な
い
限
り
、
立
法
者
を
も
拘
束
し
、
立
法
者
で
あ
っ
て
も
、
効

力
を
有
す
る
法
律
に
違
反
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。
選
挙
法
が

改
正
さ
れ
ず
に
効
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い

（S
.	25	ff.

）。

⒞
　
つ
ぎ
に
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
「
ラ
ン
ト
会
議
」
の
権
限
を
検

討
す
る
。
選
挙
法
は
、「
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
」（
一
条
一
項
）

に
州
憲
法
を
「
準
備
す
る
」
任
務
を
付
与
し
て
い
る
（
二
条
）
が
、

選
挙
法
が
ラ
ン
ト
会
議
に
「
憲
法
審
議
」
ラ
ン
ト
会
議
と
い
う
名

称
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
及
び
、
同
法
が
ラ
ン
ト
会
議
の
任
務
の

範
囲
を
「
準
備
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ラ
ン
ト
会
議
が
憲
法
制
定
行
為
に
お
い
て
補
助
作
用
の
み
を
行
使

す
る
に
す
ぎ
ず
、
固
有
の
決
定
に
は
関
与
し
な
い
、
と
い
う
結
論

を
導
出
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
選
挙
法
二
条
か

ら
は
、
ラ
ン
ト
会
議
は
憲
法
を
審
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
み

な
ら
ず
、
ラ
ン
ト
会
議
の
み
が
憲
法
内
容
を
確
定
す
る
権
限
を
有

（
七
六
二
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
〇
一

承
認
権
は
「
主
権
的
単
独
決
定
権
」
で
は
な
く
、
能
動
的
市
民
団

の
権
限
が
、
国
法
上
、
ラ
ン
ト
会
議
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
、
か
つ

軍
政
府
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
憲
法
テ
キ
ス
ト
を
承
認
す
る
か
、

そ
れ
と
も
拒
否
す
る
か
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
疑
い
の
余
地

は
な
い
。
ラ
ン
ト
会
議
の
可
決
し
た
憲
法
が
国
民
投
票
の
「
法
的

基
体
」
で
あ
っ
て
、
国
民
投
票
は
、
そ
れ
が
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決

し
た
憲
法
と
合
致
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
法
的
有
効
性
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
（S

.	29	ff.

）。

㈤
　
そ
し
て
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
上
記
の
よ
う
な
選
挙
法
二
条

の
解
釈
を
踏
ま
え
て
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
の
国
民
表
決

法
改
正
法
の
憲
法
適
合
性
を
検
討
し
、
同
法
は
選
挙
法
二
条
に
反

し
、
違
憲
で
あ
る
（S

.	45	f.

）
と
主
張
し
た
。
グ
レ
ー
ヴ
ェ
の

主
張
の
骨
子
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⒜
　
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
日
／

二
日
の
第
二
読
会
（
第
五
回
会
議
）
に
お
い
て
、
文
言
Ａ
の
四
一

条
を
議
決
し
た
。
文
言
Ａ
の
四
一
条
は
、
第
二
読
会
に
お
い
て
議

決
さ
れ
た
憲
法
案
の
一
部
と
し
て
軍
政
府
に
提
出
さ
れ
、
軍
政
府

は
、
憲
法
全
体
に
同
意
し
つ
つ
、
四
一
条
に
つ
い
て
は
、
別
個
の

国
民
表
決
の
実
施
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
軍
政
府
の
許
可
は
、

「
純
粋
に
形
式
的
か
つ
文
章
表
現
上
の
性
質
」
の
変
更
を
除
い
て
、

⒠
　
最
後
に
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、「
能
動
的
市
民
団
」
の
権
限

を
検
討
し
、
能
動
的
市
民
団
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
の
憲
法
制
定
に
お
い

て
、「
確
定
機
関
」
で
は
な
く
、「
裁
可
機
関
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た

と
解
釈
す
る
。
能
動
的
市
民
団
は
、
国
民
投
票
を
通
じ
て
、
ラ
ン

ト
会
議
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
、
か
つ
軍
政
府
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ

た
テ
キ
ス
ト
を
法
的
拘
束
力
の
あ
る
州
憲
法
と
し
て
効
力
を
生
じ

さ
せ
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
決
定
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
。

そ
の
権
限
は
、
憲
法
の
い
わ
ゆ
る
「
裁
可
」
を
内
実
と
す
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
能
動
的
市
民
団
は
、
何
ら
か
の
任
意
の
テ
キ
ス
ト

を
そ
の
投
票
に
よ
っ
て
拘
束
力
の
あ
る
憲
法
に
昇
格
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
意
味
に
お
け
る
排
他
的
憲
法
制
定
権
を
有
す
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
憲
法
は
国
民
投
票
に

よ
っ
て
「
制
定
さ
れ
る
」
で
は
な
く
、
憲
法
は
国
民
投
票
に
よ
っ

て
「
承
認
さ
れ
る
」
と
明
示
的
に
規
定
し
て
い
る
選
挙
法
二
条
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。
先
行
す
る
手
続
に
お
い
て
権
限
の
あ
る
機
関

に
よ
っ
て
憲
法
内
容
と
し
て
確
定
さ
れ
た
も
の
の
み
が
裁
可
さ
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
ラ
ン
ト
会
議
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
憲
法
と

合
致
し
て
い
な
い
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
国
民
投
票
は
、
法
的
に
拘

束
力
の
あ
る
裁
可
と
は
な
り
得
な
い
。
選
挙
法
二
条
か
ら
し
て
、

憲
法
制
定
の
合
同
行
為
の
内
部
で
能
動
的
市
民
団
に
認
め
ら
れ
た

（
七
六
三
）
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一
〇
二

上
げ
た
が
、
こ
れ
は
、
議
長
が
、
明
ら
か
に
う
っ
か
り
し
て

（aus	V
ersehen

）、übergeführt

をüberführt

に
修
正
す
る

の
を
怠
っ
た
た
め
で
あ
っ
て
、
議
長
が
読
み
上
げ
た
文
言
の
四
一

条
は
文
言
Ａ
の
四
一
条
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
評
価
で
き
る
。
そ

も
そ
も
ラ
ン
ト
会
議
自
身
も
、
先
行
す
る
議
決
に
拘
束
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
り
、
ラ
ン
ト
会
議
に
お
い
て
す
で
に
確
定
さ
れ
て
い
た

文
言
（
文
言
Ａ
）
の
四
一
条
の
み
を
国
民
投
票
に
付
す
こ
と
が
で

き
た
。
州
政
府
も
、
公
布
に
よ
っ
て
効
力
を
生
じ
せ
し
め
る
法
律

に
文
言
Ａ
の
四
一
条
を
採
用
す
る
義
務
が
あ
っ
た
（S

.	37	f.

）。

⒞
　
し
か
し
な
が
ら
、
公
布
さ
れ
た
改
正
法
は
、
文
言
Ａ
の

四
一
条
で
は
な
く
、
文
言
Ｂ
の
四
一
条
で
あ
っ
た
。
文
言
Ａ
の

四
一
条
と
文
言
Ｂ
の
四
一
条
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
様
々
な
解

釈
が
示
さ
れ
て
い
る
（S

.	38	ff.

）。
し
か
し
、
文
言
Ａ
の
四
一
条

は
「
単
な
る
社
会
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、

州
政
府
は
、
文
言
Ｂ
に
よ
っ
て
、
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
に
反
し
て
、

四
一
条
を
「
自
動
的
即
時
社
会
化
」
の
意
味
に
修
正
し
よ
う
と
試

み
た
と
見
る
べ
き
で
、
文
言
Ａ
か
ら
文
言
Ｂ
へ
の
変
更
に
よ
っ
て
、

「
編
集
過
誤
の
単
な
る
訂
正
」
で
は
な
く
、「
憲
法
内
容
の
実
質
的

変
更
」
が
追
求
さ
れ
て
い
た
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
（S

.	41

）。

①
選
挙
法
二
条
に
よ
る
と
、
ラ
ン
ト
会
議
が
憲
法
内
容
の
排
他
的

第
二
読
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
憲
法
テ
キ
ス
ト
に
変
更
を
加
え

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
（S

.	33	f.

）。

一
九
四
六
年
一
〇
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
読
会
に
お
い

て
、
ラ
ン
ト
会
議
は
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
を
可
決
し
、
同
日
、
文

言
Ａ
の
四
一
条
を
含
む
憲
法
案
が
最
終
投
票
に
お
い
て
可
決
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
憲
法
内
容
は
最
終
的
に
不
可
変
更
的
に
確
定
さ

れ
、
四
一
条
は
、
ラ
ン
ト
会
議
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ
、
軍
政
府
に

よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
文
言
に
お
い
て
の
み
、
国
民
投
票
に
付
す
こ

と
が
で
き
る
。
州
政
府
は
、
文
言
Ａ
と
異
な
る
文
言
の
四
一
条
を

能
動
的
市
民
団
に
承
認
を
求
め
る
た
め
に
提
示
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
四
一
条
は
文
言
Ａ
に
限
り
国
民
投
票
に
よ
っ
て
効
力
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
（S

.	34	f.

）。

⒝
　
一
九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
会
議

に
お
い
て
は
、
憲
法
案
の
第
三
読
会
の
後
、
国
民
表
決
法
改
正
法

に
関
し
て
審
議
及
び
議
決
が
な
さ
れ
た
。
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
ラ
ン

ト
会
議
は
「
一
つ
の
本
質
的
で
は
な
い
純
粋
に
編
集
上
の
変
更
を

除
い
て
」
文
言
Ａ
の
四
一
条
を
採
用
し
た
と
分
析
す
る
。
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
改
正
法
の
審
議
に
お
い
て
改
正
法
案
は
印
刷
さ

れ
て
お
ら
ず
、
ラ
ン
ト
会
議
議
長
は
、
議
決
し
よ
う
と
し
て
い
る

改
正
法
案
（
国
民
表
決
の
対
象
と
な
る
四
一
条
）
の
文
言
を
読
み

（
七
六
四
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
〇
三

署
名
者
の
意
思
と
合
致
し
て
い
な
い
認
証
行
為
は
法
律
上
無
効
で

あ
る
と
解
さ
れ
る
。
ⓑ
の
場
合
、
首
相
及
び
首
相
代
理
は
す
る
こ

と
が
許
さ
れ
ず
、
か
つ
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
認
証
行
為
を
し
た

こ
と
に
な
る
。
首
相
及
び
首
相
代
理
は
、
ラ
ン
ト
会
議
に
よ
る
憲

法
の
最
終
決
定
に
拘
束
さ
れ
る
し
、
改
正
法
の
文
言
に
つ
い
て
の

議
決
に
も
拘
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
文
言
Ｂ
の
四
一
条
を
国

民
投
票
に
付
す
こ
と
は
で
き
ず
、
文
言
Ｂ
の
四
一
条
を
能
動
的
市

民
団
に
提
示
し
て
は
な
ら
な
い
（S

.	45

）。
上
記
の
い
ず
れ
の
場

合
も
改
正
法
は
無
効
で
あ
る
。
選
挙
法
二
条
は
、
憲
法
内
容
の
確

定
権
限
を
も
っ
ぱ
ら
ラ
ン
ト
会
議
に
付
与
し
、
ラ
ン
ト
会
議
に

よ
っ
て
確
定
さ
れ
、
軍
政
府
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
憲
法
テ
キ
ス

ト
に
つ
い
て
の
み
国
民
投
票
に
付
す
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、

改
正
法
は
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
を
文
言
Ｂ
の
四
一
条
に
変
更
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
選
挙
法
二
条
に
違
反
し
て
い
る
（S

.	45	f.

）。

⒠
　
州
政
府
が
、
国
家
基
本
法
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
立
法
権

に
基
づ
い
て
、
自
ら
制
定
し
た
選
挙
法
を
、
新
た
な
法
律
に
よ
っ

て
、
ラ
ン
ト
議
会
に
認
め
ら
れ
た
憲
法
内
容
を
確
定
す
る
権
限
を

廃
止
又
は
制
限
す
る
よ
う
に
改
正
す
る
権
限
を
有
す
る
か
ど
う
か

と
い
う
問
題
は
、
未
解
決
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
故

な
ら
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
法
の
改
正
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で

確
定
機
関
で
あ
る
こ
と
、
及
び
、
②
軍
政
府
の
許
可
は
、「
編
集

上
の
変
更
」
の
み
を
許
容
し
、
第
二
読
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た

憲
法
テ
キ
ス
ト
の
内
容
上
の
変
更
を
許
容
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら

し
て
、
州
政
府
は
、
四
一
条
の
内
容
変
更
の
権
限
を
有
し
な
い

（S
.	43	f. （23

）
）。

⒟
　
文
言
Ａ
の
四
一
条
か
ら
文
言
Ｂ
の
四
一
条
へ
の
変
更
が
行

わ
れ
た
時
点
を
明
確
に
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
①
変
更

が
認
証
の
後
に
、
か
つ
公
布
の
前
に
行
わ
れ
た
場
合
（
公
布
の
瑕

疵
）
と
②
変
更
が
認
証
の
前
に
行
わ
れ
た
場
合
（
認
証
の
瑕
疵
）

が
考
え
ら
れ
る
（S

.	44

）。
ま
ず
、
①
公
布
の
瑕
疵
の
場
合
、
認

証
と
公
布
は
一
体
を
成
す
も
の
で
、
あ
る
文
言
で
認
証
さ
れ
た
法

律
は
、
こ
の
文
言
で
公
布
さ
れ
な
い
限
り
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い

し
、
あ
る
特
定
の
文
言
で
公
布
さ
れ
た
法
律
は
、
こ
の
文
言
で
認

証
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
か
ら
、
改
正

法
は
無
効
で
あ
る
（S
.	44	ff.

）。
つ
ぎ
に
、
②
認
証
の
瑕
疵
の
場

合
は
、
ⓐ
法
律
に
署
名
す
る
首
相
と
こ
れ
に
副
署
す
る
首
相
代
理

が
思
い
違
い
を
し
て
い
る
場
合
と
ⓑ
首
相
及
び
首
相
代
理
が
意
識

的
に
変
更
を
し
た
場
合
に
分
け
ら
れ
る
。
ⓐ
の
場
合
、
署
名
者
は
、

ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
と
一
致
さ
せ
て
認
証
を
し
よ
う
と
し
た
、
つ

ま
り
、
署
名
す
る
つ
も
り
の
な
い
も
の
に
署
名
し
た
の
で
あ
り
、

（
七
六
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
〇
四

的
市
民
団
に
憲
法
の
裁
可
権
を
付
与
し
て
い
る
。
こ
の
権
利
は
、

「
主
権
的
単
独
決
定
権
」
を
含
む
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
ラ

ン
ト
会
議
の
確
定
し
た
憲
法
テ
キ
ス
ト
に
そ
の
承
認
に
よ
っ
て
法

的
拘
束
力
を
付
与
す
る
権
利
を
含
む
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
能

動
的
市
民
団
は
、
国
民
投
票
に
お
い
て
、
新
し
い
憲
法
テ
キ
ス
ト

を
創
造
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
権
限
を
有
す
る
機
関
に
よ
っ
て
創

設
さ
れ
た
文
言
に
対
し
て
賛
否
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な

い
。
選
挙
法
二
条
に
基
づ
い
て
能
動
的
市
民
団
に
提
示
す
る
投
票

質
問
事
項
を
作
成
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
の
は
ラ
ン
ト
会
議
で

あ
る
。
し
か
し
、
四
一
条
に
関
す
る
本
件
国
民
投
票
に
お
い
て
示

さ
れ
た
投
票
質
問
事
項
は
、
権
限
を
有
す
る
機
関
で
あ
る
ラ
ン
ト

会
議
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。
一
般
的
に
認
め
ら
れ
た
法

に
よ
る
と
、
国
民
投
票
の
結
果
は
、
そ
の
対
象
が
権
限
を
有
す
る

機
関
の
作
成
し
た
投
票
質
問
事
項
に
関
す
る
決
定
で
あ
る
場
合
に

限
り
、
法
的
に
有
効
と
な
り
得
る
。
一
九
四
六
年
一
二
月
一
日
に

実
施
さ
れ
た
国
民
投
票
は
、
投
票
質
問
事
項
を
作
成
す
る
権
限
を

有
す
る
機
関
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
投
票
質
問
事
項
に
基
づ
い
て

い
な
い
の
で
、
投
票
質
問
事
項
に
対
す
る
賛
成
は
法
的
に
有
効
な

結
果
と
は
言
え
な
い
。
国
民
投
票
は
、
国
法
上
無
効
で
あ
る
（S

.	
55	f.

）。

あ
る
。
ま
た
、
国
民
表
決
法
改
正
法
は
、
州
政
府
が
、
憲
法
内
容

を
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
か
ら
離
れ
て
独
自
に
確
定
す
る
権
限
を
有

す
る
と
い
う
よ
う
に
選
挙
法
を
黙
示
的
に
改
正
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
、
州
政
府
は
、
国

民
表
決
法
改
正
法
の
冒
頭
で
、
法
律
が
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
と
合

致
し
て
い
る
こ
と
を
確
約
し
て
お
り
、
こ
の
確
約
に
よ
っ
て
、
州

政
府
は
、
ラ
ン
ト
会
議
の
有
す
る
、
憲
法
内
容
を
拘
束
力
を
も
っ

て
確
定
す
る
権
限
を
明
文
で
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（S

.	46

）。

⒡
　
文
言
Ａ
か
ら
文
言
Ｂ
へ
の
変
更
に
よ
っ
て
、
州
政
府
は
、

国
民
表
決
法
改
正
法
の
制
定
に
際
し
て
、
軍
政
府
の
許
可
権
も
侵

害
し
て
い
る
。
軍
政
府
の
有
す
る
憲
法
テ
キ
ス
ト
の
許
可
権
は
、

軍
政
府
の
占
領
法
上
の
留
保
に
基
づ
く
の
み
な
ら
ず
、
ラ
ン
ト
法

に
よ
っ
て
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
文
言
Ａ
の
四
一
条
の
許
可
は
、

許
可
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
編
集
上
の
変
更
の
み
を
許
容
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
実
質
的
変
更
を
許
容
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
、

一
九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
の
国
民
表
決
法
改
正
法
は
有
効
に
成

立
し
な
か
っ
た
（S

.	47. （24
）
）。

㈥
　
最
後
に
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
四
一
条
に
関
す
る
本
件
国
民

投
票
は
法
的
に
無
効
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

⒜
　
グ
レ
ー
ヴ
ェ
の
解
釈
に
よ
る
と
、
選
挙
法
二
条
は
、
能
動

（
七
六
六
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
〇
五

る
こ
と
、
又
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
で
普
及
し
て
い
る
新
聞
に
信
頼
で
き

る
テ
キ
ス
ト
が
公
表
さ
れ
る
よ
う
手
配
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ

た
（S
.	61

）。

し
か
し
、
州
政
府
は
、
憲
法
案
の
公
式
の
テ
キ
ス
ト
を
配
布
す

る
こ
と
も
せ
ず
、
プ
レ
ス
に
お
い
て
正
し
い
テ
キ
ス
ト
が
公
表
さ

れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
州
政

府
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
に
お
い
て
発
行
さ
れ
て
い
る
新
聞
に
お
い
て
、

国
民
投
票
に
付
さ
れ
る
四
一
条
（
文
言
Ｂ
）
で
は
な
く
、
実
際
に

は
投
票
に
付
さ
れ
な
か
っ
た
テ
キ
ス
ト
（
文
言
Ａ
）
が
公
表
さ
れ

る
こ
と
を
容
認
し
て
お
り
、
投
票
者
に
お
い
て
、
文
言
Ａ
の
四
一

条
が
決
定
の
対
象
で
あ
る
と
の
印
象
が
生
じ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

州
政
府
は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
の
法
律
に
お
い
て
行
わ

れ
た
テ
キ
ス
ト
の
変
更
に
つ
い
て
人
々
に
注
意
を
喚
起
す
る
た
め

の
通
知
を
し
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
誤
り
は
増
幅
さ
れ
た
（S

.	
61	f.

）。
能
動
的
市
民
団
は
、
プ
レ
ス
に
よ
っ
て
、
誤
っ
た
情
報
が
与
え

ら
れ
て
い
た
。
何
故
な
ら
、
す
べ
て
の
プ
レ
ス
刊
行
物
に
お
い
て
、

文
言
Ａ
の
四
一
条
が
投
票
の
対
象
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。
プ

レ
ス
は
、
公
布
を
行
う
公
的
機
関
で
は
な
い
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

に
お
い
て
は
、
公
共
的
機
能
を
有
し
て
い
る
。
と
く
に
、

⒝
　
な
お
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
か
り
に
能
動
的
市
民
団
の
単
独

決
定
権
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
本
件
国
民
投
票
に
は
重
大
な
瑕

疵
、
つ
ま
り
、
投
票
質
問
事
項
に
関
す
る
投
票
者
の
錯
誤
が
あ
り
、

四
一
条
に
関
す
る
国
民
投
票
は
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る

（S
.	19	f.

）。
グ
レ
ー
ヴ
ェ
の
主
張
の
骨
子
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

国
民
投
票
の
有
効
要
件
は
、
投
票
質
問
事
項
が
投
票
前
の
適
時

に
十
分
か
つ
明
確
な
公
的
通
知
に
よ
っ
て
能
動
的
市
民
団
に
知
ら

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
有
効
な
決
定
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
投

票
者
が
、
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
を
知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
能
動
的
市
民
団
に
投
票
質
問
事
項
が
適
時
に
通
知
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
、
又
は
、
能
動
的
市
民
団
が
投
票
質
問
事
項
に
つ

い
て
欺
罔
さ
れ
た
場
合
、
国
民
投
票
は
無
効
で
あ
る
（S

.	60

）。

能
動
的
市
民
団
に
適
時
か
つ
十
分
に
知
ら
せ
る
た
め
に
は
、
官

報
に
投
票
質
問
事
項
を
公
布
し
た
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
何

故
な
ら
、
官
報
は
、
極
め
て
限
ら
れ
た
範
囲
の
有
権
者
し
か
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
文
言
Ｂ
の
四
一

条
が
広
告
塔
そ
の
他
の
公
的
掲
示
場
所
に
掲
示
さ
れ
た
と
し
て
も
、

十
分
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
は
、
州
政
府
は
憲
法
案
（
全

体
及
び
四
一
条
）
の
正
式
の
テ
キ
ス
ト
を
十
分
な
部
数
で
配
布
す

（
七
六
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
〇
六

社
会
化
の
法
律
問
題
」
と
題
す
る
論
文
（
25
）
を
発
表
し
て
い
る
。
同
論

文
に
お
い
て
、
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
は
、
四
一
条
の
成
立
過
程
を
検
討

し
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
（
第
三
読
会
）
が
可
決
し
た
文
言
の

四
一
条
（
文
言
Ａ
）
と
は
異
な
る
文
言
の
四
一
条
が
国
民
表
決
に

付
さ
れ
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
（S

.	50	f.

）
上
で
、

四
一
条
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

ま
ず
、
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
は
、
上
記
の
事
実
を
前
提
と
す
る
と
、

国
民
表
決
法
改
正
法
の
認
証
又
は
公
布
の
過
程
で
四
一
条
の
文
言

に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
と
指
摘
し
、
首
相

が
四
一
条
の
文
言
を
変
更
す
る
権
限
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
検
討

す
る
。
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
が
発
効
す
る
ま
で
は
、
立
法
権
は
首
相

に
属
す
る
（
国
家
基
本
法
三
条
二
項
）
の
で
、
ラ
ン
ト
会
議
の
議

決
は
「
首
相
に
対
す
る
拘
束
力
の
な
い
提
案
」
に
す
ぎ
ず
、
首
相

は
こ
の
提
案
を
裁
量
に
よ
っ
て
変
更
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
、

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
（S

.	51	f.

）。
し
か

し
、
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
は
、
こ
の
解
釈
は
「
こ
の
事
象
の
本
質
」
と

矛
盾
す
る
、
と
説
く
。
憲
法
制
定
に
お
い
て
は
、
従
来
の
純
粋
な

占
領
法
上
の
体
制
に
代
え
て
民
主
的
に
正
当
化
さ
れ
た
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ラ
ン
ト
会

議
は
、
首
相
に
助
言
を
与
え
る
単
な
る
「
名
士
会

一
九
四
六
年
の
よ
う
に
、
許
可
を
受
け
た
少
数
の
新
聞
が
報
道
を

独
占
し
て
い
る
時
代
に
お
い
て
は
、
そ
う
で
あ
る
。
州
政
府
は
、

プ
レ
ス
刊
行
物
に
よ
っ
て
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
が
投
票
の
対
象
で

あ
る
と
の
印
象
が
生
じ
た
後
に
、
テ
キ
ス
ト
の
誤
っ
た
記
載
を
訂

正
し
、
投
票
権
者
に
対
し
、
テ
キ
ス
ト
の
変
更
に
至
っ
た
状
況
を

指
摘
す
る
義
務
を
有
し
て
い
た
（S

.	62

）。

州
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

人
々
に
対
す
る
そ
の
教
示
義
務
に
違
反
し
た
。
政
府
に
よ
り
、
そ

の
教
示
義
務
を
履
行
し
な
い
で
実
施
さ
れ
た
投
票
が
適
法
・
有
効

で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（S
.	62

）。
投
票
質
問
事
項

に
関
し
て
投
票
者
が
錯
誤
に
陥
っ
て
い
た
場
合
、
投
票
に
は
、
投

票
過
程
全
体
を
無
効
に
す
る
ほ
ど
の
著
し
い
法
的
瑕
疵
が
あ
る

（S
.	63

）。
か
り
に
一
九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
の
国
民
表
決
法

改
正
法
が
有
効
で
あ
る
と
し
て
も
、
一
九
四
六
年
一
二
月
一
日
に

実
施
さ
れ
た
投
票
は
、
四
一
条
に
関
す
る
限
り
、
無
効
で
あ
る

（S
.	64

）。

二
　
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
の
見
解

ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
（H

erbert	K
rüger

）
は
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
が
鑑

定
意
見
書
を
作
成
し
た
の
と
同
時
期
に
、「
ヘ
ッ
セ
ン
に
お
け
る

（
七
六
八
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
〇
七

及
ぶ
。
誰
が
国
民
に
提
出
さ
れ
る
問
い
を
作
成
す
る
の
か
は
ま
っ

た
く
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
お
い
て
は
、
憲

法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
の
選
挙
は
必
要
が
な
い
も
の
で
あ
り
、
む
し

ろ
、
憲
法
案
の
作
成
は
専
門
家
委
員
会
に
委
ね
る
ほ
う
が
好
ま
し

い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
の

議
員
が
国
民
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
る
場
合
、
こ
の
や
り
方
に
は
、

国
民
自
ら
が
そ
の
代
表
者
を
通
し
て
、
国
民
表
決
に
お
い
て
賛
否

を
表
明
す
る
問
い
を
自
ら
作
成
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
意
味
が

含
ま
れ
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
国
民
が
国
民
表
決
に
お

い
て
自
ら
に
問
い
を
発
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
憲
法
制
定
の

民
主
的
正
当
化
は
完
璧
な
も
の
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
第

三
者
に
よ
っ
て
、
と
く
に
、
民
主
的
に
正
当
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
も
っ
ぱ
ら
占
領
法
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
い
た
首
相
に

よ
っ
て
問
い
が
出
さ
れ
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
る
。
問
い
が
正
当
な

作
成
者
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
正
当
で
は
な
い
作
成
者
に
よ
っ
て

出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
一
条
に
関
す
る
憲
法
制
定
に
瑕
疵

が
帯
び
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
瑕
疵
は
本
質
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
瑕
疵
は
、
こ
の
問
い
に
肯
定
の
答
え
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
治
癒
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
（S

.	
52	f.

）。

（N
otablenversam

m
lung

）」
で
は
な
く
、
国
民
代
表
、
よ
り
正

確
に
はpouvoir	constituant

の
代
表
で
あ
っ
た
。pouvoir	

constituant
及
び
そ
の
担
い
手
の
優
位
に
か
ん
が
み
る
と
、
首

相
は
、
立
法
権
を
有
し
て
い
る
と
し
て
も
、
ラ
ン
ト
会
議
が
可
決

し
た
文
言
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
首
相
の
権
限
は
、
国

民
投
票
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
、
ラ
ン
ト
会
議
が
可
決
し
た

四
一
条
の
文
言
を
再
現
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る

と
、
首
相
は
四
一
条
の
テ
キ
ス
ト
を
変
更
す
る
権
限
を
有
し
な
い
、

と
（S

.	52

）。

つ
ぎ
に
、
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
は
、
首
相
が
四
一
条
の
テ
キ
ス
ト
を

変
更
す
る
権
限
を
有
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
さ
ら
に
一
歩

進
め
て
、
こ
の
瑕
疵
が
、
変
更
さ
れ
た
文
言
の
四
一
条
を
国
民
が

承
認
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
治
癒
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
を
提

起
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
二
段
階
の
憲
法
制
定
」
に

あ
っ
て
は
、
国
民
に
は
問
い
の
内
容
を
変
更
す
る
可
能
性
が
与
え

ら
れ
て
お
ら
ず
、
国
民
は
も
は
や
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
問

い
に
賛
否
を
示
す
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に

は
、「
国
民
の
答
え
」
の
み
な
ら
ず
、「
国
民
に
提
起
さ
れ
る
問

い
」
も
同
じ
よ
う
に
重
要
で
あ
る
。「
問
い
と
答
え
の
同
価
値
性
」

は
、
問
い
の
「
内
容
」
の
み
な
ら
ず
、
問
い
の
「
作
成
者
」
に
も

（
七
六
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
〇
八

関
与
し
て
い
な
い
場
合
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
法
文

（R
echtssatz

）
は
成
立
し
て
い
な
い
と
の
結
論
は
避
け
ら
れ
な

い
。「
当
時
の
ヘ
ッ
セ
ン
の
憲
法
状
況
」
に
よ
る
と
、
ラ
ン
ト
会

議
が
憲
法
内
容
を
確
定
す
る
任
務
を
有
し
て
お
り
、
ラ
ン
ト
会
議

が
確
定
し
た
内
容
の
四
一
条
で
は
な
く
、
他
の
内
容
の
四
一
条
が

国
民
表
決
の
対
象
と
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
四
一
条
は
成
立
し
て
い

な
い
こ
と
に
な
る
、
と
（S

.	54	f.

）。

三
　
ギ
ー
ゼ
の
見
解

㈠
　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
法
学
部
の
「
創
立
ス
タ
ッ
フ
」
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
（
26
）

ギ
ー
ゼ
（F

riedrich	G
iese

）
も
、

ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
法
的
有
効
性
の
問
題
に
関
す
る
鑑
定

意
見
書
を
作
成
し
て
い
る
（
27
）
。
ギ
ー
ゼ
は
、「
知
ら
さ
れ
た
事
実
」

（S
.	6

）
を
前
提
と
し
て
、
四
一
条
は
法
的
に
有
効
に
ヘ
ッ
セ
ン

州
憲
法
に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
（S

.	18

）
と
の
見
解
を
示
し
た
。

以
下
、
ギ
ー
ゼ
の
見
解
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

ま
ず
、
ギ
ー
ゼ
に
「
知
ら
さ
れ
た
事
実
」
を
確
認
し
よ
う
。
国

民
表
決
法
改
正
法
は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
に
内
閣
に

よ
っ
て
認
証
さ
れ
、
そ
の
後
に
公
布
が
な
さ
れ
た
が
、
認
証
及
び

最
後
に
、
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
は
、
国
民
が
ラ
ン
ト
会
議
に
よ
っ
て

可
決
さ
れ
て
い
な
い
文
言
の
四
一
条
に
投
票
す
る
一
方
で
、
ラ
ン

ト
会
議
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
文
言
の
四
一
条
が
国
民
表
決
に
付

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
じ
る
か
、
と
い
う

問
題
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
の
答
え
は
、
選
挙
法
二
条
が

規
定
す
る
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
の
成
立
要
件
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す

る
か
に
左
右
さ
れ
る
。
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

ラ
ン
ト
会
議
の
有
す
る
重
要
性
に
照
ら
し
て
、
ラ
ン
ト
会
議
の
関

与
は
憲
法
の
成
立
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
と
み
な
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
憲
法
の
内
容
及
び
成
立
の
民
主
的
正
当
性
を
保
障
す

る
た
め
に
は
、
ま
さ
に
憲
法
の
制
定
の
た
め
に
選
挙
さ
れ
た
国
民

代
表
が
憲
法
を
最
終
的
に
確
定
す
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
は

ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
憲
法
を
さ
ら
に
国
民
表
決
の
対
象

と
す
る
の
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
「
ご
く
わ
ず
か
の
疑
問
」
す
ら

も
排
除
す
る
た
め
で
あ
り
、
国
民
表
決
に
「
ラ
ン
ト
会
議
及
び
そ

の
成
果
の
民
主
的
正
当
性
の
確
認
」
以
上
の
こ
と
を
見
出
そ
う
と

す
れ
ば
、「
法
律
内
容
の
確
定
」
は
も
っ
ぱ
ら
ラ
ン
ト
会
議
に
帰

属
す
る
も
の
と
解
し
、
憲
法
制
定
過
程
へ
の
国
民
の
直
接
的
関
与

を
「
法
律
命
令
の
付
与
」
と
解
す
る
ほ
か
な
い
。「
立
法
の
四
段

階
」
の
一
つ
に
関
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
家
機
関
が
こ
れ
に

（
七
七
〇
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
〇
九

て
は
、
特
に
明
記
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
、
ギ
ー
ゼ
は
、

「
大
ヘ
ッ
セ
ン
国
」
に
お
い
て
法
律
が
成
立
す
る
た
め
に
は
軍
政

府
の
許
可
を
必
要
と
し
て
い
た
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
、
ギ
ー
ゼ

は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
の
国
民
表
決
法
改
正
法
は
、
軍

政
府
に
提
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
軍
政
府
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
適
法
に
成
立
し
て
い
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。

ギ
ー
ゼ
が
、
法
律
が
成
立
す
る
た
め
に
は
軍
政
府
の
許
可
を
必
要

と
す
る
と
解
釈
す
る
根
拠
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
立
法
は
「
国
家
行
為
」
で
あ
り
、
国
家
権
力
だ
け
が

こ
の
国
家
行
為
を
そ
の
機
関
を
通
し
て
、
か
つ
然
る
べ
き
形
式
に

お
い
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ヘ
ッ
セ
ン
州

（das	L
and	H

essen

）
は
当
時
未
だ
完
成
し
た
国
家
で
は
な
く
、

独
立
の
国
家
で
も
な
か
っ
た
。
一
九
四
五
年
の
ド
イ
ツ
の
崩
壊
後

も
ラ
イ
ヒ
の
存
続
（
国
法
上
及
び
国
際
法
上
の
権
利
能
力
）
は
学

説
に
よ
っ
て
肯
定
さ
れ
て
い
る
が
、
無
条
件
降
伏
後
は
こ
の
権
利

能
力
は
行
為
能
力
を
伴
っ
て
お
ら
ず
、
ド
イ
ツ
全
体
に
つ
い
て
は
、

連
合
国
軍
政
府
が
、
各
占
領
地
域
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
軍
政
府

が
、
こ
の
隙
間
を
埋
め
た
。
軍
政
府
は
、
国
（
ラ
イ
ヒ
）、
州
及

び
市
町
村
等
の
当
局
の
代
わ
り
に
、
通
常
は
国
家
権
力
が
権
限
を

有
す
る
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
。
外
国
の
機
関
が
、
ド

公
布
さ
れ
た
改
正
法
に
含
ま
れ
て
い
る
四
一
条
は
、
ラ
ン
ト
会
議

に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
四
一
条
の
文
言
（
文
言
Ａ
）
と
は
異
な
る

も
の
で
あ
っ
た
。
認
証
及
び
公
布
さ
れ
た
改
正
法
に
お
い
て
「
国

民
表
決
の
対
象
」
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
文
言
Ｂ
の
四
一
条
で

あ
っ
た
。
国
民
表
決
は
、
一
九
四
六
年
一
二
月
一
日
に
実
施
さ
れ
、

憲
法
全
体
及
び
四
一
条
は
過
半
数
の
票
を
獲
得
し
、
ヘ
ッ
セ
ン
州

憲
法
は
、
一
九
四
六
年
一
二
月
一
日
に
発
効
し
た
（S
.	1	ff.

）。

ギ
ー
ゼ
は
、
上
記
の
事
実
を
前
提
と
し
て
、
文
言
Ａ
か
ら
文
言

Ｂ
に
四
一
条
の
文
言
上
の
変
更
を
行
う
こ
と
は
、「
議
決
の
後
、

公
布
の
前
に
」
の
み
、
従
っ
て
、「
内
閣
に
お
い
て
、
公
布
の
際

に
、
つ
ま
り
、
署
名
し
、
そ
の
後
に
印
刷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

原
本
を
作
成
す
る
際
に
お
い
て
」
の
み
可
能
で
あ
る
と
推
測
す
る

（S
.	5

）。
そ
し
て
、
ギ
ー
ゼ
は
、
内
閣
の
内
部
に
お
い
て
四
一
条

の
文
言
に
加
え
ら
れ
た
二
つ
の
変
更
が
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
へ
の

四
一
条
の
挿
入
の
法
的
有
効
性
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
国
法
上

の
効
果
を
有
す
る
の
か
、
と
い
う
「
根
本
問
題
」（S

.	6

）
に
考

察
を
加
え
て
い
る
。

㈡
　
国
家
基
本
法
七
条
は
、
法
律
及
び
命
令
は
、
首
相
が
署
名

し
、
担
当
分
野
の
大
臣
が
連
署
し
、
官
報
で
公
布
さ
れ
た
と
き
に
、

拘
束
力
を
有
す
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
軍
政
府
の
許
可
に
つ
い

（
七
七
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
一
〇

す
る
人
を
国
家
要
素
で
あ
る
「
国
民
」
と
認
め
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
し
て
や
国
家
機
関
と
し
て
組
織
化
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

国
家
が
存
在
し
な
い
以
上
、
国
民
も
存
在
し
得
な
い
。
国
民
は

「
国
家
の
実
体
」
で
あ
り
、
国
家
は
「
国
民
の
政
治
的
・
法
的
生

存
様
式
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
い
か
な
る
公
権
力
も
ヘ
ッ
セ
ン
国

民
に
由
来
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
す
べ
て
の
公
権
力
は
も
っ
ぱ
ら

軍
政
府
に
由
来
す
る
。
軍
政
府
は
、
大
ヘ
ッ
セ
ン
の
公
権
力
（
国

家
類
似
の
権
力
）
の
担
い
手
で
あ
っ
て
、
そ
の
立
法
権
の
下
部
機

関
と
し
て
大
ヘ
ッ
セ
ン
首
相
を
設
置
し
て
い
た
。
首
相
も
ヘ
ッ
セ

ン
独
自
の
権
力
を
行
使
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
他
国
の
占
領
権
力

を
行
使
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
首
相
の
立
法
活
動
は
軍
政

府
の
一
般
的
統
制
を
受
け
、
個
別
事
案
の
行
使
に
際
し
て
軍
政
府

の
具
体
的
許
可
を
必
要
と
し
て
い
た
と
の
解
釈
が
必
然
的
に
帰
結

さ
れ
る
。
軍
政
府
の
同
意
の
必
要
性
は
、
国
家
基
本
法
に
お
い
て

明
文
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
同
法
は
、
大
ヘ
ッ
セ
ン
の
内
部

関
係
を
規
律
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
大
ヘ
ッ
セ
ン
首
相
と
軍
政
府

と
の
法
関
係
を
規
律
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
国
家
基
本
法
に

お
け
る
明
文
規
定
の
欠
如
は
、
軍
政
府
の
同
意
の
必
要
性
に
影
響

を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
（S

.	7	ff.

）。
こ
の
よ
う
に
、
ギ
ー
ゼ

は
、「
大
ヘ
ッ
セ
ン
国
」
に
お
い
て
は
、
当
時
、
国
家
基
本
法
三

イ
ツ
の
国
家
権
力
か
ら
派
生
す
る
国
の
措
置
も
講
じ
る
権
限
を
有

し
て
い
た
。
占
領
機
関
の
措
置
は
、
立
法
、
行
政
、
司
法
の
全
領

域
に
及
ん
で
い
た
が
、
占
領
機
関
は
、
ド
イ
ツ
の
機
関
に
対
す
る

権
限
移
譲
を
推
し
進
め
た
。
立
法
及
び
憲
法
制
定
は
そ
の
最
終
段

階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
一
九
四
五
年
九
月
一
九
日
に
ア
メ
リ
カ

占
領
地
区
の
軍
政
府
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
布
告
第
二
号
は
、
大

ヘ
ッ
セ
ン
の
行
政
区
域
を
州
（
国
家
）
と
呼
び
、
そ
の
範
囲
を
定

め
、
軍
政
府
の
優
越
す
る
権
限
を
留
保
し
つ
つ
、
立
法
権
、
司
法

権
及
び
行
政
権
を
こ
の
行
政
区
域
に
移
譲
し
た
。
そ
し
て
、
布
告

第
二
号
は
、
民
主
的
諸
制
度
の
創
設
が
可
能
と
な
る
ま
で
は
、
首

相
に
法
律
を
「
許
可
し
」、「
公
布
す
る
」
権
限
を
付
与
し
た
（
三

条
二
項
）。
こ
の
布
告
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
占
領
地
区
に
お
け

る
国
家
及
び
政
治
の
計
画
的
・
体
系
的
再
建
が
始
ま
っ
た
が
、

「
法
技
術
的
・
特
殊
的
意
味
に
お
け
る
（
新
）
国
家
」
が
創
設
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
主
権
国
家
が
創
設
さ
れ
た
わ
け

で
も
な
く
、
た
ん
に
強
力
な
地
域
単
位
・
行
政
単
位
が
創
設
さ
れ

た
に
す
ぎ
な
い
。
布
告
第
二
号
発
布
後
の
大
ヘ
ッ
セ
ン
に
お
い
て

は
、
た
し
か
に
民
主
的
議
会
制
度
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
な
お

全
く
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
講
じ
ら
れ
る
措
置
は
、
大
ヘ
ッ
セ

ン
地
域
の
住
民
の
役
に
立
つ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
属

（
七
七
二
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
一
一

㈢
　
一
九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
の
第
六
回
会
議
で
ラ
ン
ト
会

議
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ
た
国
民
表
決
法
改
正
法
は
、
議
決
の
後
、

軍
政
府
に
提
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
公
布
さ
れ
た
後
に
通
知
さ
れ
た

に
す
ぎ
な
い
（S

.	4

）。
上
記
の
「
国
法
上
の
基
準
」
に
従
う
と
、

一
九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
の
国
民
表
決
改
正
法
は
、
軍
政
府
に

よ
っ
て
「
許
可
」
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
手
続
上
の
瑕
疵
が
あ
る

と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（S

.	11

）。

も
っ
と
も
、
軍
政
府
は
同
法
で
満
足
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

ギ
ー
ゼ
は
、
こ
れ
を
「
黙
示
の
事
後
的
許
可
」
又
は
「
事
後
承
認

の
付
与
」
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
一
九
四
五
年
一
〇

月
一
日
及
び
二
日
に
開
催
さ
れ
た
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
二
読

会
に
お
い
て
文
言
Ａ
の
四
一
条
が
議
決
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

文
言
の
四
一
条
が
軍
政
府
に
提
出
さ
れ
、
同
条
は
、
軍
政
府
に

よ
っ
て
、
四
一
条
に
つ
い
て
別
個
に
国
民
表
決
の
対
象
に
す
る
と

い
う
条
件
付
き
で
許
可
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
は
、

一
九
四
五
年
一
〇
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会

議
第
三
読
会
に
お
い
て
何
の
変
更
も
加
え
ら
れ
ず
に
議
決
さ
れ
た
。

同
じ
会
議
に
お
い
て
、
四
一
条
に
つ
い
て
別
個
に
国
民
表
決
の
対

象
に
せ
よ
と
の
軍
政
府
の
要
求
に
応
え
る
た
め
に
、
国
民
表
決
法

改
正
法
を
議
決
し
た
が
、
同
法
一
条
に
よ
っ
て
「
国
民
表
決
の
対

条
二
項
に
基
づ
い
て
、
首
相
が
法
律
を
制
定
し
、
公
布
し
て
い
た

が
、
首
相
の
立
法
活
動
は
軍
政
府
の
一
般
的
統
制
を
受
け
て
お
り
、

個
別
事
案
に
お
け
る
そ
の
行
使
に
際
し
て
軍
政
府
の
具
体
的
許
可

を
必
要
と
し
て
い
た
（S

.	9

）
と
の
解
釈
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ギ
ー
ゼ
は
、
軍
政
府
に
よ
る
法
律
の
許
可
は
法
律
の

「
裁
可
」
を
意
味
す
る
と
指
摘
す
る
。
ギ
ー
ゼ
に
よ
る
と
、
い
か

な
る
立
法
手
続
に
お
い
て
も
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
立

法
の
方
法
」
は
、
主
要
段
階
と
し
て
、「
法
律
内
容
の
確
定
」
と

「
法
律
命
令
の
付
与
」
を
区
別
し
て
い
る
と
こ
ろ
、「
法
律
命
令
の

付
与
」、
い
わ
ゆ
る
裁
可
の
権
限
を
有
す
る
の
は
国
家
権
力
の
担

い
手
の
み
で
あ
り
、
ヘ
ッ
セ
ン
が
国
家
で
な
い
以
上
、
軍
政
府
の

み
が
国
家
権
力
の
担
い
手
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
軍
政
府

に
よ
る
法
律
の
許
可
は
「
立
法
の
裁
可
」
を
意
味
す
る
。
当
時
、

ド
イ
ツ
の
機
関
は
法
律
命
令
の
付
与
に
関
与
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

内
閣
は
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
法
律
を
裁
可
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
内
閣
は
法
律
の
認
証
及
び
公
布
の
権
限
を
有
す
る

が
、
内
閣
は
、
こ
の
国
法
上
の
義
務
を
遂
行
す
る
に
際
し
て
、
す

で
に
裁
可
に
よ
っ
て
変
更
で
き
な
い
も
の
と
し
て
確
定
さ
れ
た
法

律
の
テ
キ
ス
ト
を
内
容
上
変
更
す
る
法
的
可
能
性
を
有
し
て
い
な

か
っ
た
（S

.	9	ff.

）。

（
七
七
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
一
二

条
件
は
、
①
四
一
条
に
つ
い
て
別
個
に
国
民
投
票
を
行
う
こ
と
、

及
び
②
純
粋
に
形
式
的
な
、
又
は
文
章
表
現
を
整
え
る
に
す
ぎ
な

い
性
質
の
改
正
を
除
い
て
、
さ
ら
な
る
改
正
を
行
わ
な
い
こ
と
で

あ
る
が
、
ギ
ー
ゼ
は
、
四
一
条
の
文
言
に
対
し
て
な
さ
れ
た
二
つ

の
変
更
が
「
純
粋
な
編
集
上
の
性
格
」
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
も

の
で
は
な
く
、
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
し
た
文
言
の
四
一
条
に
加
え

ら
れ
た
二
つ
の
変
更
は
上
記
の
条
件
を
充
足
し
て
い
な
い
と
主
張

す
る
。

ま
ず
、
ギ
ー
ゼ
は
、
四
一
条
一
項
一
号
に
お
け
る
「
及
び
」
か

ら
「
又
は
」
へ
の
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

軌
道
「
又
は
」
架
線
に
連
結
さ
れ
た
交
通
業
務
は
、
①
私
鉄
、
軽

便
鉄
道
、
馬
車
鉄
道
等
の
軌
道
に
連
結
さ
れ
た
交
通
機
関
と
②
ト

ロ
リ
ー
バ
ス
等
の
架
線
に
連
結
さ
れ
た
交
通
機
関
の
二
つ
の
異
な

る
交
通
機
関
を
含
む
が
、
軌
道
「
及
び
」
架
線
に
連
結
さ
れ
た
交

通
業
務
に
は
、
路
面
電
車
の
よ
う
に
軌
道
と
架
線
の
両
方
に
連
結

さ
れ
た
交
通
機
関
の
み
が
含
ま
れ
る
。
共
同
所
有
へ
の
移
行
は
、

「
原
則
」
で
は
な
く
、「
例
外
」
で
あ
っ
て
、
原
則
は
広
く
解
釈
さ

れ
得
る
が
、
例
外
は
狭
く
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
及

び
」
の
条
文
と
「
又
は
」
の
条
文
の
間
に
実
質
的
な
違
い
が
あ
る

以
上
、「
及
び
」
か
ら
「
又
は
」
へ
の
変
更
は
、
法
律
内
容
の
確

象
」
と
さ
れ
た
の
も
文
言
Ａ
の
四
一
条
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

ラ
ン
ト
会
議
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ
た
憲
法
案
が
軍
政
府
に
提
出
さ

れ
た
際
に
、
軍
政
府
は
、
い
く
つ
の
改
正
を
望
ん
だ
。
さ
ら
に
、

軍
政
府
は
、
四
一
条
の
文
言
に
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
が
、
基
本

法
四
一
条
を
憲
法
全
体
か
ら
切
り
離
し
て
別
個
に
国
民
投
票
の
対

象
と
す
る
と
の
条
件
を
付
し
た
。
軍
政
府
の
こ
の
立
場
表
明
を

「
条
件
付
き
許
可
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
、
ラ
ン
ト
会

議
が
、
国
民
表
決
改
正
法
に
お
い
て
、
軍
政
府
に
提
出
し
た
憲
法

案
と
同
じ
文
言
の
四
一
条
を
議
決
し
、
ま
た
、
そ
の
他
の
点
に
お

い
て
も
軍
政
府
の
要
求
に
応
じ
て
い
た
点
に
「
条
件
の
充
足
」
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
軍
政
府
に
は
、
認
証
の
前
に
、
又
は
少

な
く
と
も
公
布
の
前
に
、
軍
政
府
の
付
し
た
条
件
が
充
足
さ
れ
て

い
る
か
否
か
を
審
査
す
る
機
会
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
重
大
な
疑
問
が
残
る
が
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
寛
大
な
解
釈
を
す
る
と
、「
事
後
的
許
可
」
を
作

出
し
、「
事
後
承
認
」
の
付
与
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（S

.	
11	f.

）。
し
か
し
、
公
布
さ
れ
た
文
言
の
四
一
条
は
、
ラ
ン
ト
会
議
の
議

決
し
た
文
言
の
四
一
条
に
二
つ
の
変
更
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
軍
政
府
の
許
可
は
「
条
件
付
き
許
可
」
で
あ
り
、
こ
の

（
七
七
四
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
一
三

に
照
ら
し
て
法
的
有
効
性
を
欠
い
て
い
る
（S

.	13	f.

）。

ま
た
、
同
法
は
、
当
時
の
ヘ
ッ
セ
ン
憲
法
に
照
ら
し
て
も
法
的

有
効
性
を
欠
い
て
い
る
。
内
閣
に
お
い
て
、
何
者
か
が
、
最
終
的

に
条
文
が
確
定
さ
れ
、
か
つ
条
件
付
き
で
許
可
さ
れ
た
法
律
に
変

更
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
内
閣
は
、
法
律
内
容
の
最
終
的

確
定
の
権
限
も
法
律
命
令
の
付
与
の
権
限
も
有
し
て
い
な
い
。
法

律
の
内
容
が
確
定
さ
れ
、
軍
政
府
に
よ
っ
て
裁
可
さ
れ
た
場
合
、

内
閣
は
、
内
容
上
の
変
更
を
加
え
ず
に
認
証
及
び
公
布
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ
ン
ト
会
議
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ
、
軍
政
府
に

よ
っ
て
裁
可
さ
れ
た
国
民
表
決
法
改
正
法
は
有
効
な
文
言
に
お
い

て
認
証
さ
れ
て
い
な
い
し
、
公
布
さ
れ
て
も
い
な
い
。
国
民
表
決

法
改
正
法
と
し
て
公
布
さ
れ
た
も
の
は
、
ラ
ン
ト
議
会
の
同
意
を

得
て
い
な
い
し
、
軍
政
府
の
裁
可
も
得
て
い
な
い
（S

.	14	f.

）。

㈣
　
さ
ら
に
、
ギ
ー
ゼ
は
、「
国
法
の
理
論
と
実
務
」
が
「
立

法
の
方
法
」
の
確
固
た
る
理
論
と
し
て
練
り
上
げ
て
き
た
こ
と
を

基
準
と
し
て
、
四
一
条
成
立
の
適
法
性
を
検
討
す
る
。
ヘ
ッ
セ
ン

は
、
州
憲
法
が
発
効
し
て
は
じ
め
て
独
自
の
国
家
権
力
を
有
す
る

の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
す
べ
て
の
公
権
力
は
軍
政
府
に
よ
っ
て

代
表
さ
れ
る
占
領
国
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
占
領
国
に

よ
っ
て
も
「
文
化
国
家
に
共
通
す
る
立
法
手
続
の
基
本
的
特
質
」

定
に
も
法
律
命
令
の
付
与
に
も
関
与
し
な
い
内
閣
の
権
限
逸
脱
を

意
味
す
る
。
ま
た
、
こ
の
変
更
は
、
軍
政
府
の
条
件
付
き
許
可
の

範
囲
を
超
え
て
い
る
（S

.	13

）。

つ
ぎ
に
、
ギ
ー
ゼ
は
、
四
一
条
三
項
に
お
け
る
「
移
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」（
文
言
Ａ
）
か
ら
「
移
さ
れ
た
」（
文
言
Ｂ
）
へ

の
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
二
つ
の
言
い
回

し
の
間
に
対
立
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
前
者
（
文
言

Ａ
）
は
、「
指
令
的
」、
す
な
わ
ち
、「
立
法
者
に
対
す
る
将
来
の

規
範
化
の
命
令
」
で
あ
り
、
後
者
（
文
言
Ｂ
）
は
、「
現
在
的
」、

す
な
わ
ち
、「
過
去
に
実
施
さ
れ
、
現
在
は
既
に
完
了
し
て
い
る

措
置
の
法
律
上
の
確
認
」
で
あ
る
。（
な
お
、
共
同
所
有
へ
の
移

転
が
現
実
に
す
で
に
実
行
さ
れ
た
と
す
る
と
、
移
転
さ
れ
た
対
象

を
取
得
す
る
者
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
移
転
さ
れ
た
対
象
は

無
主
物
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、「
移
さ
れ
た
」
と
の
言
い

回
し
も
「
指
令
的
」
に
の
み
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。）。

こ
の
間
に
行
わ
れ
た
四
一
条
の
変
更
が
た
ん
に
「
文
言
上
・
編

集
上
の
」
変
更
で
は
な
く
、「
極
め
て
実
質
的
な
」
変
更
で
あ
る

こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
こ
の
内
容
上
の
変
更
は
、
軍
政
府

の
許
可
（
裁
可
）
に
付
さ
れ
た
条
件
を
充
た
し
て
い
な
い
。
そ
れ

故
、
公
布
さ
れ
た
文
言
に
お
け
る
国
民
表
決
法
改
正
法
は
占
領
法

（
七
七
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
一
四

し
他
方
で
、
投
票
前
に
四
一
条
の
「
改
正
さ
れ
た
」
条
文
（
文
言

Ｂ
の
四
一
条
）
を
知
っ
て
い
た
投
票
権
者
は
、「
改
正
さ
れ
た
」

条
文
に
関
し
て
投
票
に
よ
っ
て
賛
否
を
表
明
し
た
と
想
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
法
的
に
重
要
な
の
は
、
投
票
に
お
け
る

「
分
裂
」
の
故
に
、
い
ず
れ
の
文
言
の
四
一
条
が
有
効
投
票
の
過

半
数
を
得
た
の
か
を
証
明
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

証
明
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、「
も
と
も
と
の
」
条
文
（
文
言

Ａ
）
に
有
利
な
決
定
も
排
除
す
る
。
文
言
Ａ
の
四
一
条
に
つ
い
て

は
、
ラ
ン
ト
会
議
と
軍
政
府
は
同
意
を
与
え
て
い
る
が
、
国
民
の

過
半
数
は
同
意
を
与
え
て
い
な
い
の
で
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
も
有

効
に
成
立
し
て
い
な
い
（S

.	15	ff.

）。

こ
の
よ
う
に
四
一
条
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
憲
法
に
有
効
に
採
用
さ
れ

て
い
な
い
。
同
憲
法
は
、
四
一
条
な
し
に
認
証
さ
れ
、
公
布
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（S

.	18

）。

㈤
　
最
後
に
、
ギ
ー
ゼ
は
、
国
事
裁
判
所
の
権
限
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
裁
判
所
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
に
基
づ

い
て
、
四
一
条
が
有
効
に
成
立
し
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
権
限

が
あ
り
、
訴
訟
上
主
張
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
義
務
が
あ
る
。
国

事
裁
判
所
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
一
三
二
条
及
び
一
三
三
条
に
基

づ
い
て
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
判
決
の
対
象
が
憲
法
典

が
尊
重
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

憲
法
制
定
手
続
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
立
法
手
続
は
、
ま
ず
、「
法
律

案
」
を
必
要
と
す
る
。「
実
際
の
法
律
案
」
は
、
ラ
ン
ト
会
議
に

よ
っ
て
議
決
さ
れ
、
か
つ
、
軍
政
府
に
よ
っ
て
条
件
付
き
で
許
可

さ
れ
た
州
憲
法
草
案
（「
当
初
の
」
文
言
の
四
一
条
＝
文
言
Ａ
の

四
一
条
）
で
あ
る
。
法
律
テ
キ
ス
ト
の
確
定
に
関
与
し
て
い
た
の

は
、
ラ
ン
ト
会
議
、
軍
政
府
及
び
ド
イ
ツ
国
民
で
あ
り
、
ヘ
ッ
セ

ン
州
内
閣
は
、
法
律
内
容
の
確
定
に
関
与
せ
ず
、
そ
れ
故
、
改
正

権
限
を
有
し
な
い
。「
当
初
の
」
文
言
の
四
一
条
は
、
一
九
四
六

年
一
〇
月
一
／
二
日
の
第
二
読
会
及
び
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
九

日
の
第
三
読
会
に
お
い
て
ラ
ン
ト
会
議
に
よ
っ
て
賛
成
多
数
に
よ

り
議
決
さ
れ
、
さ
ら
に
、
軍
政
府
も
、「
も
と
も
と
の
」
文
言
の

四
一
条
に
、
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
同
意
し
て
い
る
。
し
か
し
、

国
民
が
一
九
四
六
年
一
二
月
一
日
の
国
民
表
決
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
な
文
言
の
四
一
条
に
同
意
し
た
の
か
に
つ
い
て
答
え
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ノ
イ
エ
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
等
の

日
刊
新
聞
に
よ
っ
て
「
も
と
も
と
の
」
四
一
条
（
文
言
Ａ
の
四
一

条
）
が
流
布
さ
れ
て
お
り
、
個
人
の
判
断
を
形
成
す
る
た
め
に
自

宅
で
新
聞
を
読
む
努
力
を
し
た
投
票
権
者
は
、「
も
と
も
と
の
」

四
一
条
に
つ
い
て
そ
の
賛
否
を
表
明
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

（
七
七
六
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
一
五

そ
れ
自
体
を
拘
束
し
、
こ
の
ラ
ン
ク
が
与
え
ら
れ
な
い
他
の
憲
法

規
定
が
こ
の
諸
原
則
に
違
反
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
無
効
に
な

り
得
る
程
度
に
お
い
て
、「
憲
法
に
先
行
し
て
存
在
し
て
い
る
超

実
定
法
の
表
出
」
で
あ
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

本
件
に
お
い
て
上
記
の
問
題
は
提
起
さ
れ
て
い
な
い
。
も
う
一
つ

は
、「
純
粋
な
革
命
的
憲
法
決
断
」
が
存
在
せ
ず
、
む
し
ろ
憲
法

制
定
行
為
が
「
前
憲
法
的
法
律
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
手
続
」、

つ
ま
り
、「
法
律
上
確
定
さ
れ
た
権
限
」
に
拘
束
さ
れ
る
場
合
で

あ
り
、「
こ
の
よ
う
な
種
類
の
手
続
条
項
違
反
は
こ
れ
に
関
係
す

る
憲
法
規
定
の
法
的
無
効
と
い
う
効
果
を
発
生
さ
せ
る
」
点
に
お

い
て
、
こ
の
視
点
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、

ま
さ
に
憲
法
制
定
そ
れ
自
体
が
「
憲
法
の
発
効
ま
で
国
家
の
諸
作

用
を
憲
法
上
規
律
し
て
い
た
憲
法
制
定
に
先
行
す
る
法
的
秩
序
」

に
依
拠
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
憲
法
行
為
の
合
法
性
を
確
認
す
る

た
め
に
は
、「
国
法
上
『
憲
法
の
憲
法
適
合
性
』
の
問
題
が
提
起

さ
れ
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
。
ヘ
ッ
セ
ン
州

憲
法
四
一
条
の
よ
う
に
、
憲
法
制
定
が
特
別
の
手
続
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
場
合
も
、
個
別
の
憲
法
条
文
（V

erfassungssatz

）
の

憲
法
適
合
性
は
、「
現
在
通
用
し
て
い
る
憲
法
の
前
に
制
定
さ
れ

た
、
関
連
す
る
法
律
、
す
な
わ
ち
、
前
憲
法
的
法
律
」
に
よ
っ
て

そ
れ
自
体
の
一
つ
の
条
項
で
あ
る
こ
と
も
疑
問
を
生
じ
さ
せ
な
い
。

形
式
的
憲
法
の
条
項
で
あ
っ
て
も
、
法
律
の
成
立
に
関
す
る
「
一

般
国
法
原
則
」、
と
く
に
基
本
的
諸
規
定
に
合
致
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（S

.	18	f.

）。

Ⅳ	
　
一
九
五
一
年
七
月
二
〇
日
ヘ
ッ
セ
ン
州	

国
事
裁
判
所
判
決

㈠
　
以
上
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
に
、
当
時
、
有
力
な
研
究
者

に
よ
っ
て
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
違
憲
論
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
国
事
裁
判
所
は
、
一
九
五
一
年
七
月

二
〇
日
の
一
部
判
決
（
28
）
に
お
い
て
、「
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
は

法
的
に
有
効
で
あ
る
」（
主
文
）
と
の
判
断
を
示
し
た
。
以
下
、

国
事
裁
判
所
の
判
決
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

㈡
　
何
よ
り
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
国
事
裁
判
所
が
、
憲
法
制

定
行
為
が
「
前
憲
法
的
法
律
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
手
続
」
に
違

反
し
た
場
合
、
手
続
に
反
し
て
制
定
さ
れ
た
憲
法
規
定
は
手
続
上

の
瑕
疵
に
よ
り
無
効
に
な
る
と
の
見
解
を
示
し
た
点
で
あ
る
。
国

事
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
説
示
し
た
。
あ
る
憲
法
規
定
が
無
効
か

ど
う
か
の
問
題
は
二
つ
の
場
合
に
提
起
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
憲
法

の
諸
原
則
が
、
憲
法
律
制
定
者
（V

erfassungsgesetzgeber

）

（
七
七
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
一
六

の
制
定
過
程
を
綿
密
に
検
討
し
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回

会
議
（
第
三
読
会
）
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
四
一
条
は
文
言
Ｂ
で

あ
り
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
（
第
三
読
会
）
に
お

い
て
議
決
さ
れ
た
四
一
条
（
文
言
Ｂ
）
と
、
国
民
投
票
に
よ
っ
て

承
認
さ
れ
、
公
布
が
な
さ
れ
た
四
一
条
（
文
言
Ｂ
）
と
の
不
一
致

は
存
在
し
な
い
と
認
定
し
た
。
国
事
裁
判
所
は
、
一
九
四
六
年

一
〇
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
に
お
い

て
議
長
が
し
た
発
言
の
中
の
「
提
出
さ
れ
て
い
る
文
言
に
お
け
る

四
一
条
」
が
何
か
は
議
事
録
か
ら
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
同
会

議
の
冒
頭
に
お
い
て
審
議
を
後
回
し
に
さ
れ
た
四
つ
の
条
項

（
四
一
条
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。）
に
つ
い
て
は
、「
ほ
ん
の
数
時

間
前
に
作
成
さ
れ
た
た
め
に
印
刷
さ
れ
な
か
っ
た
憲
法
委
員
会
最

終
案
」
が
議
決
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
見
解

を
示
し
た
。
そ
の
根
拠
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
国
事
裁
判
所

は
、
ま
ず
、
憲
法
委
員
会
の
会
議
に
つ
い
て
記
録
・
印
刷
さ
れ
た

「
議
事
速
記
録
」
は
、
一
九
四
六
年
八
月
七
日
か
ら
一
九
四
六
年

一
〇
月
一
一
日
ま
で
の
期
間
に
開
催
さ
れ
た
一
八
回
の
会
議
を
対

象
と
し
て
い
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト

会
議
本
会
議
で
行
っ
た
バ
ウ
ア
ー
議
員
の
発
言
か
ら
、
憲
法
委
員

会
は
、
上
記
の
期
間
の
後
も
活
動
を
継
続
し
、
一
九
四
六
年
一
〇

決
定
さ
れ
る
。
国
事
裁
判
所
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
一
三
一
条
に

基
づ
き
、「
法
律
の
憲
法
適
合
性
」
に
つ
い
て
判
断
す
る
権
限
を

有
す
る
と
こ
ろ
、
憲
法
そ
れ
自
体
又
は
個
々
の
憲
法
条
文
に
つ
い

て
上
述
の
意
味
に
お
け
る
憲
法
適
合
性
を
判
断
す
る
こ
と
を
そ
の

権
限
か
ら
除
外
す
る
理
由
は
見
出
せ
な
い
（S

.	470	f.	

判
決
理

由
Ⅱ
）。

㈢
　
選
挙
法
二
条
に
よ
り
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
に
よ
っ
て

「
準
備
さ
れ
た
」
憲
法
の
み
が
軍
政
府
の
許
可
及
び
国
民
表
決
の

対
象
に
な
り
得
る
。
従
っ
て
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
し

た
四
一
条
の
文
言
と
国
民
表
決
に
付
さ
れ
た
四
一
条
の
文
言
が
異

な
っ
て
い
る
場
合
、
選
挙
法
二
条
の
手
続
規
定
に
違
反
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
軍
政
府
の
許
可
が
、
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
し

た
四
一
条
の
文
言
と
異
な
る
文
言
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
場
合
も
、

同
じ
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
し
た
文
言
の

四
一
条
が
国
民
投
票
に
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
投
票
質
問
事
項

に
関
す
る
詐
罔
行
為
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
投
票
過
程
の
全
部

無
効
を
招
来
せ
し
め
る
可
能
性
が
あ
る
（S

.	477.	

判
決
理
由
Ⅵ
）。

そ
こ
で
、
国
事
裁
判
所
は
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
し

た
四
一
条
の
文
言
と
国
民
表
決
に
付
さ
れ
た
四
一
条
の
文
言
が
異

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。
国
事
裁
判
所
は
、
四
一
条

（
七
七
八
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
一
七

る
直
前
に
開
催
さ
れ
た
憲
法
委
員
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
四
一

条
が
ど
の
よ
う
な
文
言
で
あ
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
憲
法

審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
の
日
（
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
九

日
）
に
開
催
さ
れ
た
憲
法
委
員
会
に
お
い
て
四
一
条
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
審
議
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
記
録
は
存
在
し
な

い
。
そ
こ
で
、
国
事
裁
判
所
は
、「
ヘ
ッ
セ
ン
内
務
省
の
記
録
に

存
在
す
る
あ
る
文
書
」
を
利
用
す
る
。
同
文
書
は
、
同
じ
筆
跡
で

継
続
的
に
印
刷
物
第
一
部
九
三
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
案
に
変
更

を
加
え
た
も
の
で
、
憲
法
委
員
会
の
審
議
中
に
審
議
結
果
と
し
て

記
入
さ
れ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
第
三
読
会
の
審

議
に
お
い
て
後
回
し
に
さ
れ
た
四
つ
の
条
文
を
除
い
て
変
更
さ
れ

た
部
分
は
印
刷
物
第
一
部
九
八
号
に
記
載
さ
れ
た
憲
法
案
と
同
一

で
あ
る
。
四
一
条
を
含
む
四
つ
の
条
文
は
、
印
刷
物
第
一
部
九
八

号
に
記
載
さ
れ
た
憲
法
案
と
は
異
な
る
が
、
印
刷
物
第
三
ａ
部
の

「
比
較
対
照
」
に
お
い
て
第
三
読
会
の
結
果
と
し
て
掲
載
さ
れ
て

い
る
憲
法
テ
キ
ス
ト
に
完
全
に
一
致
す
る
。
上
記
の
変
更
を
記
入

し
た
の
は
極
め
て
職
務
に
忠
実
で
信
頼
で
き
る
官
吏
で
あ
る
コ
ス

マ
ン
参
事
官
（
後
に
局
長
）
で
、
不
正
な
陰
謀
を
し
た
と
い
う
疑

い
は
ま
っ
た
く
な
い
。
文
書
そ
れ
自
体
も
不
正
な
陰
謀
を
し
た
と

の
手
が
か
り
を
ま
っ
た
く
提
供
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え

月
二
九
日
、
つ
ま
り
第
三
読
会
（
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
）
の

日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
終
了
し
た
と
認
定
す
る
。
そ
し
て
、
国
事

裁
判
所
は
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
の
冒
頭
に
、
審
議
を
「
後
回

し
に
さ
れ
た
」
四
つ
の
条
文
（
四
一
条
の
ほ
か
、
一
七
条
、
二
九

条
及
び
三
六
条
）
に
注
目
す
る
。
こ
れ
ら
の
条
文
に
つ
い
て
は
、

印
刷
物
第
一
部
九
八
号
に
記
載
さ
れ
た
憲
法
案
に
含
ま
れ
る
各
条

文
の
文
言
と
一
九
四
六
年
一
二
月
一
八
日
付
け
官
報
で
公
布
さ
れ

た
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
に
含
ま
れ
る
条
文
の
文
言
が
異
な
っ
て
い
る
。

国
事
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
印
刷
物
第
一
部

九
八
号
に
記
載
さ
れ
た
憲
法
案
の
テ
キ
ス
ト
に
変
更
が
加
え
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
変
更
が
、
憲
法
委
員
会
に
よ
っ
て
「
ぎ
り
ぎ
り
の

時
間
に
」
な
さ
れ
た
提
案
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
と
説
く
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
九

日
に
第
三
読
会
の
始
ま
る
直
前
に
開
催
さ
れ
た
憲
法
委
員
会
の
審

議
の
結
果
が
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
の
議
事
日
程
で

挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
印
刷
物
第
一
部
九
八
号
に
記
載
さ
れ
た
憲
法

案
」
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
時
間
的
制
約
か
ら
し
て
あ
り
得
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
印
刷
物
第
一
部
九
八
号
に
記
載
さ
れ
た
憲
法
案

が
四
一
条
の
審
議
及
び
議
決
の
基
礎
と
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
そ
こ
で
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
九
日
に
第
三
読
会
の
始
ま

（
七
七
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
一
八

会
議
は
、
憲
法
案
の
審
議
・
議
決
（
第
三
読
会
）
を
終
え
た
後
、

国
民
表
決
法
改
正
法
（
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
に
関
す
る
国
民
表
決
に

関
す
る
法
律
を
改
正
す
る
法
律
）
案
を
審
議
・
可
決
し
た
（
Ⅱ
二

㈣
を
参
照
。）。
第
六
回
会
議
の
議
事
録
に
お
い
て
国
民
表
決
法
改

正
法
に
関
係
す
る
事
象
が
正
し
く
再
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提

と
す
る
と
、
同
会
議
で
議
決
さ
れ
た
法
律
と
そ
の
後
に
公
布
さ
れ

た
法
律
と
の
間
に
「
矛
盾
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
議
事
録

に
よ
る
と
、
ラ
ン
ト
会
議
議
長
に
よ
っ
て
採
決
に
付
さ
れ
た
の
は
、

印
刷
物
第
一
部
九
三
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
四
一
条
で
あ
っ
た

（
文
言
Ｂ
の
四
一
条
で
も
な
く
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
で
も
な
か
っ

た
。）。
た
だ
し
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
と
の
違
い
は
一
つ
の
単
語

（
文
言
Ａ
の
四
一
条
に
お
い
て
は
、
印
刷
物
第
九
三
号
に
記
載
さ

れ
て
い
る
四
一
条
一
項
一
文
のübergeführt

がüberführt

に

変
更
さ
れ
て
い
る
。）
に
す
ぎ
な
い
。
他
方
、
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
、
公
布
さ
れ
た
国
民
表
決
法
改
正
法
一
条
に
お
い
て
国
民
表

決
の
対
象
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
四
一
条
は
文
言
Ｂ
の
四
一
条

で
あ
っ
た
。

国
事
裁
判
所
は
、
上
記
の
「
矛
盾
」
が
生
じ
た
経
緯
を
次
の
よ

う
に
推
測
し
て
い
る
。
本
会
議
で
採
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
法
案

の
テ
キ
ス
ト
を
議
長
が
読
み
上
げ
た
と
き
、
法
案
の
印
刷
が
技
術

る
と
、
ラ
ン
ト
会
議
が
第
三
読
会
に
お
い
て
投
票
の
対
象
に
し
た

「
提
出
さ
れ
て
い
る
文
言
に
お
け
る
四
一
条
」
と
は
憲
法
委
員
会

の
最
終
提
案
で
あ
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
（S

.	478	ff.,	

判
決

理
由
Ⅶ
）。

こ
の
よ
う
に
国
事
裁
判
所
は
、
ラ
ン
ト
会
議
が
第
三
読
会
に
お

い
て
議
決
し
た
の
は
文
言
Ｂ
の
四
一
条
で
あ
る
と
認
定
し
、
憲
法

審
議
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
し
た
四
一
条
の
文
言
と
国
民
表
決
に
付

さ
れ
た
四
一
条
の
文
言
は
異
な
っ
て
い
な
い
と
し
て
、
ラ
ン
ト
会

議
第
六
回
会
議
（
第
三
読
会
）
に
お
い
て
文
言
Ａ
の
四
一
条
が
議

決
さ
れ
た
と
の
事
実
を
基
礎
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
た
Ｆ
Ｄ
Ｐ
会

派
の
主
張
を
事
実
認
定
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
斥
け
た
。
一
九
五
一
年
七

月
二
〇
日
国
事
裁
判
所
判
決
は
、
結
論
に
お
い
て
は
Ｆ
Ｄ
Ｐ
会
派

の
主
張
を
斥
け
た
の
で
あ
る
が
、
同
判
決
の
特
徴
は
、
法
理
論
的

側
面
に
お
い
て
グ
レ
ー
ヴ
ェ
の
見
解
に
依
拠
し
て
い
る
部
分
が
多

い
点
に
あ
る
。
同
判
決
は
、
憲
法
制
定
行
為
が
「
前
憲
法
的
法
律

に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
手
続
」
に
違
反
し
た
場
合
、
手
続
に
反
し

て
制
定
さ
れ
た
憲
法
規
定
は
法
的
に
無
効
に
な
る
と
の
効
果
が
発

生
す
る
と
い
う
解
釈
を
示
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
極
め
て
注
目

に
値
す
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈣
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回

（
七
八
〇
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
一
九

国
事
裁
判
所
は
、
上
記
の
可
能
性
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
、
ど

ち
ら
の
テ
キ
ス
ト
が
一
九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
に
内
閣
に
提
出

さ
れ
た
の
か
は
「
取
る
に
足
り
な
い
」
と
見
る
。
国
事
裁
判
所
に

よ
る
と
、
首
相
の
み
が
立
法
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

り
、
こ
の
立
法
行
為
に
つ
い
て
は
法
律
の
内
容
と
公
布
さ
れ
た
法

律
が
合
致
し
て
い
な
い
と
の
兆
候
は
ど
こ
に
も
現
れ
て
い
な
い
。

ラ
ン
ト
会
議
の
立
法
行
為
が
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
議
事
録
に
重
大
な
意
義
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

本
件
に
お
い
て
は
、
ラ
ン
ト
会
議
の
立
法
権
は
問
題
と
な
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
国
民
表
決
法
改
正
法
に
は
、「
憲
法
審
議
ラ
ン
ト

会
議
の
議
決
と
一
致
し
て
、
大
ヘ
ッ
セ
ン
州
内
閣
は
、
次
の
…
…

を
制
定
す
る
。」
と
の
前
文
が
あ
る
が
、
こ
の
文
は
、
法
的
に
は

ま
っ
た
く
無
意
味
で
あ
る
。
こ
の
前
文
か
ら
ラ
ン
ト
会
議
の
審
議

中
に
お
け
る
ラ
ン
ト
会
議
の
立
法
権
限
を
導
き
出
す
こ
と
も
間

違
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ラ
ン
ト
会
議
に
は
、
一
九
四
六

年
六
月
一
八
日
の
法
律
（G

V
B
l.	S
.	167

）
に
基
づ
い
て
、「
重

要
な
法
律
の
制
定
及
び
予
算
の
確
定
の
前
」
な
ど
に
必
要
に
応
じ

て
首
相
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
る
「
ラ
ン
ト
審
議
委
員
会
」
の
任

務
が
移
譲
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
（S

.	483	ff.,	

判
決
理
由

Ⅷ
）。

的
に
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
印
刷
さ
れ
な

か
っ
た
法
案
が
、
後
に
、「
…
…
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
に
対
す
る

国
民
表
決
に
関
す
る
法
律
を
改
正
す
る
法
律
の
内
務
大
臣
案
」
と

の
表
題
で
、
印
刷
物
第
一
部
一
〇
〇
号
と
し
て
編
集
・
刊
行
さ
れ

た
法
案
（
日
付
け
は
空
白
。）
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な

い
。
内
閣
官
房
長
官
に
宛
て
た
内
務
大
臣
の
一
九
四
六
年
一
〇
月

二
九
日
付
け
書
面
か
ら
、
上
記
の
法
案
が
第
三
読
会
が
終
わ
る
前

に
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
同
法
案
は
、

四
一
条
に
関
す
る
議
決
の
結
果
を
待
っ
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
必
然
的
に
、
第
三
読
会
の
結
果
と
の
一
致

を
保
証
し
な
い
条
文
を
含
む
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

同
法
案
は
、
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
に
お
い
て
、
審
議
の
結
果

に
合
わ
せ
て
修
正
さ
れ
な
か
っ
た
。
上
記
の
法
案
及
び
書
面
の
複

写
が
法
務
省
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
法
務
省
に
保
管
さ
れ
て
い

る
複
写
に
お
い
て
は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
三
〇
日
に
法
案
の
複

写
を
法
律
制
定
の
根
拠
と
し
て
利
用
で
き
よ
う
に
、
審
議
の
結
果

に
合
わ
せ
た
修
正
が
な
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
内
務
省
に
お
い

て
も
同
省
に
存
在
す
る
法
案
の
複
写
が
訂
正
さ
れ
て
、
そ
れ
が
国

民
表
決
法
改
正
法
の
制
定
及
び
公
布
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
る
。

（
七
八
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
二
〇

け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

事
業
体
の
所
有
者
」（
傍
点
は
本
稿
筆
者
に
よ

る
。）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
に
対
し
て
、
文
言
Ｂ
の
四
一
条
三
項

が
「
こ
れ
に
よ
り
共
同
所
有
に
移
さ
れ
た

0

0

0

0

事
業
体
の
所
有
者
」

（
傍
点
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
。）
と
定
め
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
国

事
裁
判
所
は
、
憲
法
委
員
会
及
び
七
人
委
員
会
に
お
い
て
、
憲
法

に
基
づ
く
社
会
化
、
い
わ
ゆ
る
「
即
時
社
会
化
」
を
導
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
こ
と
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
所
属

の
議
員
は
「
憲
法
に
基
づ
く
社
会
化
」
に
反
対
し
て
い
た
。）
を

指
摘
し
た
上
で
、「
こ
の
憲
法
の
発
効
と
と
も
に
」
と
の
四
一
条

一
項
の
冒
頭
の
文
言
に
よ
っ
て
「
即
時
社
会
化
の
思
想
」
が
出
現

し
、
主
要
な
決
定
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
前
提
と
す
る
と
、

四
一
条
三
項
に
お
け
る
文
言
上
の
違
い
は
重
要
な
も
の
で
は
あ
り

得
ず
、
四
一
条
一
項
の
冒
頭
の
文
言
の
解
釈
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
も
あ
り
得
な
い
と
説
い
て
い
る
。
国
事
裁
判
所
に
よ
る
と
、

四
一
条
の
草
案
作
成
者
に
は
、
社
会
化
は
、
憲
法
の
発
効
と
と
も

に
「
現
在
」
に
な
る
で
あ
ろ
う
「
未
来
の
こ
と
」
と
し
て
映
じ
た

の
で
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
に
お
い
て
は
「
移
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
の
文
言
が
選
択
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
四
一
条
三
項
に
お

け
る
「
こ
れ
に
よ
り
（danach

）」
と
い
う
言
葉
も
、
四
一
条
一

項
の
冒
頭
の
文
言
と
関
連
付
け
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

㈤
　
国
事
裁
判
所
が
、
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
に
お
け
る

四
一
条
の
議
決
は
文
言
Ｂ
の
四
一
条
を
対
象
と
し
て
い
た
と
認
定

し
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
他
方
に
お
い

て
、
国
事
裁
判
所
は
、
ラ
ン
ト
会
議
第
六
回
会
議
に
お
け
る
四
つ

の
条
文
（
一
九
条
、
二
九
条
、
三
六
条
及
び
四
一
条
）
の
審
議
は

「
著
し
い
時
間
的
圧
迫
の
下
に
」
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
議
決

に
際
し
て
、
い
か
な
る
文
言
の
四
一
条
を
議
決
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可

能
性
が
あ
る
と
説
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
事
裁
判
所
は
、
こ

の
説
示
に
続
け
て
、
か
り
に
上
記
の
不
確
実
性
が
存
在
す
る
と
し

て
も
、
投
票
事
項
の
形
式
上
の
取
扱
い
だ
け
が
法
律
上
の
権
限
の

侵
害
の
有
無
に
と
っ
て
決
定
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
り
、
む
し
ろ
、
国
民
表
決
法
改
正
法
の
公
布
さ
れ
た
内
容
に

つ
い
て
の
す
べ
て
の
関
係
者
の
「
長
年
に
わ
た
る
沈
黙
」
は
、
こ

の
条
文
が
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
意
味
に
つ
い
て
意
見
の
相
違

が
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
意
味
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る

（S
.	486,	

判
決
理
由
Ⅸ
）。

さ
ら
に
、
国
事
裁
判
所
は
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
と
文
言
Ｂ
の

四
一
条
の
違
い
に
さ
し
た
る
意
味
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
、

文
言
Ａ
の
四
一
条
三
項
が
「
こ
れ
に
よ
り
共
同
所
有
に
移
さ
れ
な

0

0

0

0

（
七
八
二
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
二
一

は
じ
め
か
ら
①
架
線
の
付
い
た
電
気
軌
道
鉄
道
（
軌
道
及
び
架

線
）、
②
架
線
の
な
い
軌
道
鉄
道
及
び
③
軌
道
設
備
の
な
い
架
線

鉄
道
（
軌
道
又
は
架
線
）
の
三
類
型
す
べ
て
の
社
会
化
が
意
図
さ

れ
て
い
た
と
考
え
る
場
合
に
限
り
、
二
つ
の
文
言
の
四
一
条
は
筋

の
通
っ
た
意
味
を
有
す
る
も
の
に
な
る
と
述
べ
た
（S

.	486	ff.,	

判
決
理
由
Ⅹ
）。

㈥
　
最
後
に
、
国
事
裁
判
所
は
、
軍
政
府
の
許
可
が
文
言
Ｂ
の

四
一
条
に
対
し
て
与
え
ら
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
説
示
し
た
。
公
布
さ
れ
た
文
言
Ｂ
の
四
一
条
が
有
効
な
憲
法
内

容
に
な
り
得
る
の
は
、
文
言
Ｂ
の
四
一
条
に
対
し
て
も
軍
政
府
の

許
可
が
与
え
ら
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
占
領
軍
の
許
可
は
、
ラ

ン
ト
会
議
の
最
終
的
な
憲
法
案
に
対
し
て
付
与
さ
れ
た
の
で
は
な

く
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
読
会
に
お
い

て
議
決
さ
れ
た
憲
法
案
が
軍
政
府
に
提
出
さ
れ
、
占
領
軍
の
許
可

は
、
こ
れ
に
対
し
て
条
件
付
き
で
付
与
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

一
九
四
六
年
一
〇
月
二
日
か
ら
二
九
日
ま
で
に
な
さ
れ
た
作
業
に

つ
い
て
も
す
で
に
許
可
さ
れ
た
憲
法
内
容
へ
の
拘
束
は
不
可
避
的

で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
と
く
に
第
三
読
会
に
も
当
て
は
ま
る
。

た
し
か
に
、
占
領
軍
の
書
簡
の
意
味
内
容
を
正
し
く
評
価
す
る
と
、

実
質
的
重
要
性
を
有
す
る
変
更
は
許
さ
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
こ

の
で
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
三
項
は
、「
こ
の
憲
法
の
発
効
と
と
も

に
共
同
所
有
に
移
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
体
の
所
有
者
」

と
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
移
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
か
ら
「
移
さ
れ
た
」
へ
の
変
更
は
、
不

可
解
な
条
文
を
「
真
の
意
思
」
に
合
致
す
る
理
解
可
能
な
条
文
に

置
き
換
え
た
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
一
項
は
「
軌
道
及
び
0

0

架
線
に
連
結
さ

れ
た
交
通
業
務
」（
傍
点
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
。）
と
定
め
て
い
る

の
に
対
し
て
、
文
言
Ｂ
の
四
一
条
一
項
は
「
軌
道
又
は
0

0

架
線
に
連

結
さ
れ
た
交
通
業
務
」（
傍
点
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
。）
と
定
め
て

お
り
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
が
架
線
の
付
い
た
電
気
軌
道
鉄
道
（
軌

道
及
び
架
線
）
を
社
会
化
の
対
象
と
し
、
文
言
Ｂ
の
四
一
条
が
架

線
の
な
い
軌
道
鉄
道
と
軌
道
設
備
の
な
い
架
線
鉄
道
（
軌
道
又
は

架
線
）
を
社
会
化
の
対
象
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
、
国
事
裁
判
所
は
、
電
気
路
面
電
車
（
架
線
の
付

い
た
軌
道
鉄
道
）
の
み
を
社
会
化
し
、
架
線
の
な
い
軌
道
鉄
道
と

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
を
除
外
す
る
こ
と
が
文
言
Ａ
の
意
味
で
、
ま
た
、

架
線
の
な
い
軌
道
鉄
道
と
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
を
社
会
化
し
、
架
線
の

付
い
た
軌
道
鉄
道
を
除
外
す
る
こ
と
が
、「
及
び
」
か
ら
「
又
は
」

へ
の
変
更
（
文
言
Ｂ
）
の
意
味
で
あ
る
は
ず
が
な
く
、
む
し
ろ
、

（
七
八
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
二
二

て
、
極
め
て
注
目
に
値
す
る
。
つ
ぎ
に
、
こ
の
判
決
に
対
す
る
学

説
の
反
応
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

Ⅴ
　
学
説
の
展
開

一
　
一
九
五
〇
年
代
の
諸
学
説

㈠
　
シ
ョ
イ
ナ
ー
（U

lrich	S
cheuner

）
は
、
国
事
裁
判
所

判
決
後
に
執
筆
さ
れ
た
鑑
定
意
見
書
（
30
）

に
お
い
て
、
当
該
憲
法
律

（V
erfassungsgesetz

）
は
、
一
九
四
六
年
五
月
一
六
日
の
選
挙

法
と
い
う
「
前
憲
法
的
規
定
」
を
遵
守
し
た
場
合
の
み
有
効
に
成

立
で
き
た
、
と
い
う
国
事
裁
判
所
の
見
解
は
正
当
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
（S

.	8	f.,	S
.	10

）。
国
事
裁
判
所
に
よ
る
と
、
選
挙

法
に
基
づ
き
、
ラ
ン
ト
会
議
、
軍
政
府
、
国
民
と
い
う
三
つ
の
機

関
が
憲
法
律
制
定
に
関
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ

ら
の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
間
に
序
列
は
な
く
、
国
民
投
票
に
「
本
来
的

に
決
定
的
な
議
決
」
が
含
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
国

民
投
票
は
手
続
の
瑕
疵
を
治
癒
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（S

.	
10

）。
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、
複
数
の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
協
働
に
よ
っ
て

共
同
の
手
続
又
は
承
継
的
手
続
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
命
令
は

「
合
同
行
為
」
で
あ
り
、
合
同
行
為
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、

「
す
べ
て
の
関
与
者
の
、
内
容
的
に
正
確
に
一
致
し
、
か
つ
同
方

の
禁
止
が
軍
政
府
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
た
の
か

が
よ
り
重
要
で
あ
り
、「
事
後
に
行
わ
れ
た
改
正
の
黙
認
」
が
そ

の
許
可
の
代
わ
り
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
上
寛
大

に
運
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
編
集
上
の
変
更
と
実
質
的
な

変
更
と
の
境
界
線
も
流
動
的
で
あ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
。
少
な

く
と
も
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
日
か
ら
二
九
日
ま
で
に
第
二
読

会
の
結
果
に
対
し
て
異
論
な
く
行
わ
れ
た
改
正
が
様
々
な
性
格
を

有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
軍
政
府
も
、
ラ

ン
ト
議
会
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ
た
憲
法
テ
キ
ス
ト
を
一
九
四
七
年

初
め
に
編
集
さ
れ
た
公
式
の
州
憲
法
集
に
変
更
を
加
え
ず
に
採
用

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
占
領
軍
の
事
前
の
許
可
か
ら
生
じ
る
困
難

は
、
実
務
的
性
格
と
い
う
よ
り
も
、
理
論
的
性
格
を
有
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
は
四
一
条
に
も
当
て
は
ま
る
（S

.	489	f.,	

判
決

理
由
Ⅺ
）。

㈦
　
以
上
が
、
一
九
五
一
年
七
月
二
〇
日
ヘ
ッ
セ
ン
州
国
事
裁

判
所
判
決
の
骨
子
で
あ
る
（
29
）
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
同
判
決

は
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
の
見
解
に
依
拠
し
つ
つ
、
憲
法
制
定
行
為
が

「
前
憲
法
的
法
律
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
手
続
」
に
違
反
し
た
場

合
、
手
続
に
反
し
て
制
定
さ
れ
た
憲
法
規
定
は
法
的
に
無
効
に
な

る
と
の
効
果
が
発
生
す
る
と
い
う
解
釈
を
示
し
て
い
る
点
に
お
い

（
七
八
四
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
二
三

は
法
的
に
許
さ
れ
な
い
。
立
法
機
関
が
本
当
は
ど
の
よ
う
な
文
言

の
法
律
を
議
決
し
た
の
か
に
つ
い
て
の
疑
い
、
あ
る
い
は
、
こ
の

機
関
が
、
投
票
に
際
し
て
、
ど
の
よ
う
な
文
言
の
条
文
に
投
票
し

た
の
か
に
つ
い
て
明
確
に
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
推
定
は
、

実
際
に
は
拘
束
力
の
あ
る
議
決
す
ら
も
成
立
し
て
お
ら
ず
、
立
法

者
の
議
決
の
無
効
と
い
う
効
果
が
生
じ
る
ほ
ど
の
重
大
な
手
続
的

瑕
疵
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
（S

.	11	f.

）。

㈡
　
ま
た
、
フ
ー
バ
ー
（E

rnst	R
udolf	H

uber

）
は
、
経
済

行
政
法
の
著
名
な
体
系
書
に
お
い
て
、
ラ
ン
ト
会
議
に
よ
っ
て
議

決
さ
れ
、
か
つ
軍
政
府
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
文
言
の
四
一
条
と

国
民
投
票
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
憲
法
全
体
の
一
部
と
し
て
認
証

及
び
公
布
さ
れ
た
文
言
の
四
一
条
は
二
つ
の
点
に
お
い
て
異
な
っ

て
お
り
、
テ
キ
ス
ト
の
こ
の
事
後
的
変
更
は
、
ラ
ン
ト
会
議
に
よ

る
も
と
も
と
の
文
言
（
文
言
Ａ
）
の
最
終
的
確
定
と
四
一
条
を
憲

法
全
体
と
は
別
個
独
立
に
人
民
投
票
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
定
め

た
国
民
表
決
法
改
正
法
の
認
証
と
の
間
に
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
官
吏

に
よ
っ
て
独
断
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
（
一
九
五
一
年

七
月
二
〇
日
国
事
裁
判
所
判
決
の
し
た
事
実
認
定
は
根
拠
の
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
）、
こ
の
変
更
の
作
者
の
意
図
は
、
こ
の
変
更

に
よ
っ
て
四
一
条
が
た
ん
に
社
会
化
手
続
の
開
始
を
意
味
す
る
も

向
を
向
い
た
協
働
」
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
立
法
手
続
の
個
々
の

段
階
は
同
価
値
的
で
あ
る
、
と
説
い
て
い
る
（S

.	11

）。

他
方
に
お
い
て
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
は
、
上
記
の
要
件
は
四
一
条
の

成
立
に
お
い
て
は
充
足
さ
れ
て
い
な
い
と
国
事
裁
判
所
の
判
決
を

批
判
し
て
い
る
。
国
事
裁
判
所
の
判
決
は
、
ラ
ン
ト
会
議
第
三
読

会
に
お
い
て
文
言
Ｂ
の
四
一
条
が
基
礎
と
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
が
、
実
際
に
投
票
の
対
象
と
さ
れ
た
文
言
が
何
か
は
明
ら
か

に
で
き
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
お
り
、
そ
れ
故
、
他
の
文
言
の

四
一
条
が
議
決
さ
れ
た
可
能
性
や
、
ラ
ン
ト
会
議
が
い
か
な
る
文

言
の
四
一
条
を
議
決
し
た
か
に
つ
い
て
明
確
に
認
識
し
て
い
な

か
っ
た
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。
議
決
の
内
容
に
不
確
実
性
が
存

在
す
る
可
能
性
や
、
後
に
公
表
さ
れ
た
条
文
と
は
異
な
る
条
文
が

議
決
さ
れ
た
可
能
性
は
、
手
続
の
適
法
性
を
認
め
る
主
張
を
否
定

す
る
の
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
法
律
上
の
規
定
は
、
関
与
す
る

機
関
の
明
確
か
つ
明
示
的
な
議
決
に
よ
っ
て
の
み
成
立
す
る
が
、

ま
し
て
や
憲
法
の
基
本
的
な
規
定
は
、
そ
う
で
あ
る
。
上
記
の
諸

規
定
に
お
い
て
は
、
私
法
上
の
契
約
と
異
な
っ
て
、
全
住
民
に

と
っ
て
重
大
な
意
義
を
有
す
る
高
権
的
権
利
の
行
使
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
議
決
さ
れ
た
文
言
が
認
定
で
き
な
い
場
合
、

立
法
者
の
意
思
を
事
後
的
に
解
釈
し
た
り
補
充
し
た
り
す
る
こ
と

（
七
八
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
二
四

上
の
状
況
」
に
よ
る
と
、「
法
律
命
令
の
付
与
」
は
も
っ
ぱ
ら
軍

政
府
の
権
限
で
あ
り
、
こ
の
許
可
は
立
法
上
の
裁
可
を
意
味
す
る

と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
国
家
行
為
が
、
明
示
的
に
で
は
な
く
、
黙

示
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
立
法
の

裁
可
は
明
示
的
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ギ
ー
ゼ

は
、
立
法
手
続
の
主
要
な
要
件
は
、
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
と
国
民

投
票
に
よ
る
同
意
で
あ
り
、
と
く
に
両
者
の
一
致
で
あ
る
が
、
現

行
の
州
憲
法
の
四
一
条
に
つ
い
て
は
こ
の
一
致
は
存
在
し
て
い
な

い
、
と
指
摘
し
て
い
る
（
32
）
。

二
　
マ
ウ
ン
ツ
の
見
解

㈠
　
こ
れ
に
対
し
て
、
マ
ウ
ン
ツ
（T

heodor	M
aunz

）
は
、

ヘ
ッ
セ
ン
州
政
府
の
依
頼
に
よ
り
作
成
し
た
鑑
定
意
見
書
『
ヘ
ッ

セ
ン
憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
33
）
』
に
お
い
て
、
憲
法
制
定
権
力
の
単
一

性
・
不
可
分
性
を
根
拠
と
し
て
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
ら
の
主
張
す
る
国

民
投
票
型
憲
法
制
定
と
代
表
制
型
憲
法
制
定
の
間
の
「
混
合
形

態
」
の
存
在
を
否
定
し
つ
つ
、「
国
民
の
憲
法
制
定
権
力
」
に
関

す
る
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手
は
能
動
的

市
民
団
で
あ
る
か
ら
、
四
一
条
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
の
は
、

も
っ
ぱ
ら
、
憲
法
制
定
権
力
の
発
動
で
あ
る
国
民
表
決
に
よ
っ
て

の
で
は
な
く
、
社
会
化
の
最
終
的
執
行
を
意
味
す
る
も
の
に
し
よ

う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
の
変
更
は
、
た
ん
に

形
式
的
な
編
集
技
術
的
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
重
大
な
実
質
的

影
響
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
こ
の
よ
う

な
テ
キ
ス
ト
の
変
更
は
、
憲
法
内
容
の
確
定
と
憲
法
に
対
す
る
国

民
投
票
と
の
間
で
は
許
さ
れ
ず
、「
憲
法
制
定
の
瑕
疵
」
の
故
に

ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
は
有
効
に
発
効
し
て
い
な
い
と
主
張
し

て
い
る
。
フ
ー
バ
ー
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
が
有
効
に
発

効
す
る
た
め
に
は
、
ラ
ン
ト
会
議
の
決
定
と
国
民
投
票
を
行
う
任

務
を
有
す
る
能
動
的
市
民
団
の
決
定
と
の
合
致
が
必
要
で
あ
る
と

こ
ろ
、
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
と
国
民
投
票
の
決
定
と
の
不
一
致
が

存
在
す
る
点
に
か
ん
が
み
て
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
に
関
し

て
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
有
効
な
行
為
は
存
在
し
な
い
、
と
説
い

て
い
る
（
31
）
。

㈢
　
ギ
ー
ゼ
は
、
国
事
裁
判
所
の
判
決
が
四
一
条
の
法
的
有
効

性
を
こ
れ
に
対
す
る
軍
政
府
の
同
意
に
結
び
付
け
た
こ
と
は
正
当

で
あ
る
が
、
同
判
決
が
、「
純
粋
に
形
式
的
又
は
文
言
上
の
性
格
」

の
変
更
以
外
の
変
更
の
禁
止
が
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
た
の
か
が

よ
り
重
要
で
あ
り
、「
黙
認
」
が
許
可
の
代
わ
り
と
な
り
得
る
と

し
て
い
る
点
は
同
意
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。「
当
時
の
国
法

（
七
八
六
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
二
五

源
で
あ
り
、
憲
法
制
定
に
お
け
る
単
一
の
権
力
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
憲
法
制
定
権
力
は
、
国
民
に
の
み
存
し
、
不
可
分
で

あ
る
。
憲
法
制
定
権
力
は
能
動
的
市
民
団
に
よ
っ
て
の
み
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
、
他
の
機
関
は
こ
れ
に
関
与
で
き
な
い
。
国
民
の

憲
法
制
定
行
為
は
他
の
側
か
ら
の
授
権
や
同
意
を
必
要
と
せ
ず
、

こ
の
よ
う
な
影
響
を
ま
っ
た
く
受
け
な
い
。
憲
法
制
定
権
力
の
い

か
な
る
制
限
も
国
民
主
権
の
侵
害
で
あ
り
、
国
民
又
は
そ
の
代
表

に
対
す
る
指
図
は
何
の
効
果
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
る
（S

.	13

）。

憲
法
制
定
権
力
は
他
の
権
力
と
並
列
す
る
一
つ
の
権
力
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
権
力
を
創
設
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
基
づ
い
て
、「
憲
法
を
作
る
権
力
」
と
「
憲
法
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
権
力
」
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
憲
法
を
創
造
す
る
政

治
的
意
思
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
拘
束
力
を
有
す
る
形
式
又
は
手

続
規
定
は
存
在
し
得
な
い
。
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
が
前
憲
法
的

諸
勢
力
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
は
、
憲
法

を
創
設
す
る
国
民
に
対
し
て
拘
束
力
は
な
い
。
国
民
は
、「
形
式

な
く
形
成
す
る
者
」
で
あ
り
、
何
の
様
式
に
も
服
さ
な
い
。
そ
れ

故
、
ヘ
ッ
セ
ン
国
民
の
決
定
は
、
か
り
に
ヘ
ッ
セ
ン
国
民
が
そ
の

決
定
に
際
し
て
前
憲
法
的
手
続
規
定
を
無
視
し
て
い
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
有
効
で
あ
る
（S

.	14

）。

決
定
さ
れ
た
四
一
条
が
ど
の
よ
う
な
文
言
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ

と
だ
け
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
マ
ウ
ン
ツ
の
鑑
定
意
見
書
は
、

グ
レ
ー
ヴ
ェ
ら
の
見
解
に
対
す
る
反
論
を
内
容
と
し
て
お
り
、
理

論
的
に
極
め
て
興
味
深
い
。
以
下
、
マ
ウ
ン
ツ
の
見
解
を
多
少
と

も
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

⒜
　
国
民
の
憲
法
制
定
権
力
の
理
論
の
根
源
は
国
民
主
権
の
思

想
に
あ
り
、「
憲
法
制
定
権
力
」
と
は
「
国
民
の
政
治
的
存
在
に

関
す
る
基
本
決
定
を
下
す
政
治
的
意
思
及
び
法
的
権
限
」
で
あ
る

と
解
さ
れ
る
。pouvoir	constituant
は
、
単
一
か
つ
不
可
分
で

あ
り
、
実
体
的
制
約
に
も
手
続
法
上
の
制
約
に
も
服
さ
ず
、
そ
れ

故
に
、
最
高
位
の
法
源
─
こ
こ
か
ら
他
の
す
べ
て
の
国
家
権
力
は

そ
の
有
効
性
の
法
的
根
拠
を
導
出
し
、
他
の
権
力
は
永
続
的
に
下

位
に
と
ど
ま
る
─
で
あ
る
（S
.	7	f.

）。
た
だ
し
、pouvoir	

constituant

の
理
論
が
憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手
の
絶
対
的
か

つ
全
面
的
非
拘
束
性
を
主
張
す
る
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
理
論
は
、

無
条
件
に
今
日
の
憲
法
思
想
に
と
っ
て
基
準
と
な
る
も
の
で
は
な

い
。
今
日
の
知
見
に
よ
る
と
、
憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手
に
つ
い

て
も
「
超
実
定
的
性
格
の
拘
束
」
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
基

本
価
値
に
対
す
る
法
秩
序
の
前
国
家
的
拘
束
を
除
い
て
、

pouvoir	constituant

の
理
論
は
、
憲
法
制
定
権
力
が
唯
一
の
淵

（
七
八
七
）
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憲
法
現
実
の
関
係
に
お
い
て
始
源
的
性
格
を
有
す
る
。
そ
れ
故
、

超
実
定
的
法
原
則
へ
の
憲
法
制
定
者
の
拘
束
─
こ
れ
は
正
当
性
の

領
域
に
属
す
る
─
は
別
と
し
て
、
実
定
的
法
命
題
に
よ
る
憲
法
制

定
権
力
の
制
限
は
考
え
ら
れ
な
い
（S

.	17	f.

）。
こ
の
よ
う
な
考

え
方
に
従
う
と
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
選
挙
法
は
、
国
民
の
憲
法
制
定
権

力
に
対
し
て
何
の
拘
束
も
課
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
選
挙
法
が
憲
法
の
上
位
に
あ
り
、
ま
さ
に
最
高
位
の

規
範
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
国
民
は
、
憲
法
制
定
に
際

し
て
、
も
っ
ぱ
ら
超
実
定
的
法
原
則
─
選
挙
法
の
内
容
は
超
実
定

的
法
原
則
に
属
さ
な
い
─
に
の
み
拘
束
さ
れ
る
。
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲

法
が
国
民
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
四
一
条
の
採
用
も
国
民
投
票
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
以
上
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
の
妥
当
性

（G
eltung

）
の
問
題
は
、
正
当
性
に
つ
い
て
の
み
提
起
さ
れ
、
合

法
性
に
つ
い
て
は
提
起
さ
れ
な
い
（S

.	18

）。

⒞
　「
主
体
（S

ubjekt

）」
と
「
担
い
手
（T

räger

）」
の
区

別
と
い
う
一
般
国
家
学
に
属
す
る
区
別
を
前
提
と
す
る
と
、
あ
ら

ゆ
る
民
主
制
に
お
い
て
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
主
体
は
「
全
国
民

（das	V
olk	in	seiner	G

esam
theit	als	S

taatsvolk

）」
で
あ
り
、

憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手
は
、
将
来
の
憲
法
生
活
の
積
極
的
決
定

を
行
う
能
力
と
適
格
の
あ
る
国
民
総
体
の
一
部
、
つ
ま
り
「
能
動

⒝
　
今
日
の
憲
法
思
想
に
よ
る
と
、
憲
法
制
定
者
は
、
憲
法
内

容
の
形
成
に
際
し
て
、
直
接
的
効
力
を
有
す
る
超
実
定
的
法
原
則

に
拘
束
さ
れ
る
。
こ
の
超
実
定
的
法
原
則
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
憲

法
制
定
者
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
憲
法
命
題
の
「
内
容
」
に
の
み

関
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
を
設
定
す
る
行
為
の
成
立
方
法
に

関
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
超
実
定
的
法
原
則

に
内
容
上
反
す
る
こ
と
に
よ
り
、
憲
法
は
、
全
体
と
し
て
又
は
個

別
の
憲
法
命
題
に
お
い
て
、
不
当
な
も
の
（
正
当
性
の
な
い
も

の
）
に
な
る
（S

.	16	f.

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
あ
る
法
命
題
（
又

は
法
行
為
）
の
合
法
性
の
問
題
は
、
あ
る
実
定
的
法
命
題
と
よ
り

高
次
の
実
定
的
法
命
題
（
又
は
あ
る
法
行
為
と
よ
り
高
次
の
実
定

的
法
命
題
）
の
適
合
性
の
問
題
で
あ
る
。
現
実
に
な
っ
た
法
秩
序

及
び
憲
法
秩
序
の
内
部
に
お
い
て
は
、
あ
る
法
命
題
（
又
は
法
行

為
）
は
そ
の
実
体
的
及
び
手
続
法
的
合
法
性
の
観
点
か
ら
審
査
さ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
憲
法
秩
序
が
法
現
実
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

憲
法
秩
序
が
創
設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
、
憲
法
制
定
権
力

の
担
い
手
は
、
憲
法
制
定
行
為
に
際
し
て
、
時
間
的
に
先
行
す
る

法
実
定
性
に
属
す
る
法
命
題
に
拘
束
さ
れ
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
憲
法

制
定
行
為
は
、
そ
の
政
治
的
意
味
に
よ
る
と
、
新
し
い
法
現
実
・

憲
法
現
実
を
創
造
し
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
、
従
来
の
法
現
実
・

（
七
八
八
）
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束
力
を
有
し
な
い
（S

.	20

）。

現
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
憲
法
制
定
の
実
務
に
お
い
て
は

国
民
投
票
型
憲
法
制
定
と
代
表
型
憲
法
制
定
の
類
型
の
み
が
存
在

す
る
。
代
表
型
憲
法
制
定
に
お
い
て
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
行
使

は
全
体
と
し
て
か
つ
不
可
分
に
憲
法
制
定
会
議
に
移
る
の
に
対
し

て
、
憲
法
が
国
民
投
票
に
よ
る
意
思
行
為
に
よ
っ
て
発
効
せ
し
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
行
使
は
、
そ
の
原
始
的
か

つ
始
源
的
担
い
手
で
あ
る
能
動
的
市
民
団
に
完
全
に
残
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
現
在
の
大
衆
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
は
憲
法
を

制
定
す
る
国
民
投
票
を
実
施
す
る
に
は
技
術
的
準
備
行
為
（
投
票

権
の
詳
細
の
決
定
、
憲
法
草
案
の
作
成
な
ど
）
を
必
要
と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
何
ら
の
変
更
も
受
け
な
い
。
こ
の
よ
う
な
準
備
行
為

は
、
暫
定
政
府
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
こ
の
目
的
の
た
め
に
特
別
に

選
挙
さ
れ
た
団
体
─
憲
法
草
案
作
成
会
議
又
は
憲
法
審
議
会
─
に

よ
っ
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
政
府
及
び
憲
法
草
案
作
成
会

議
の
任
務
は
、
国
民
投
票
の
「
唯
一
憲
法
を
創
造
す
る
行
為
」
を

準
備
す
る
法
技
術
的
活
動
に
尽
き
る
。
国
民
の
憲
法
制
定
権
力
は
、

能
動
的
市
民
団
の
意
思
決
定
に
お
い
て
現
れ
、
国
民
投
票
の
意
思

行
為
に
よ
っ
て
終
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
政
府
及
び
審

議
会
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
行
使
の
共
同
保
持
者
に
も
憲
法
制
定

的
市
民
団
」
で
あ
る
。
憲
法
制
定
権
力
論
の
新
し
さ
は
、
全
憲
法

秩
序
の
究
極
の
抽
象
的
帰
属
点
を
国
民
全
体
に
見
出
し
た
点
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
自
然
的
属
性
に
基
づ
い
て
政
治
的
決
定
を

す
る
能
力
を
有
す
る
国
民
全
体
の
一
部
、
つ
ま
り
積
極
的
決
定
を

行
う
能
力
を
有
す
る
能
動
的
市
民
団
を
自
主
的
な
憲
法
形
成
の
た

め
に
動
員
し
た
点
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
能
動
的
市
民
団
に
は
、

憲
法
制
定
権
力
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
基
本
的
か
つ
起
源
的
集
合
体

の
地
位
が
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
（S

.	19	f.

）。

憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手
は
、
憲
法
制
定
権
力
を
国
民
投
票
に

よ
っ
て
自
ら
行
使
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
代
表
者
を
選
出
し
て

行
使
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
代
表
制
型
の
憲
法
制
定
の
場
合
、

憲
法
制
定
国
民
会
議
は
、
そ
の
行
使
を
委
譲
さ
れ
た
憲
法
制
定
権

力
に
基
づ
い
て
憲
法
典
の
テ
キ
ス
ト
を
確
定
し
、
自
ら
議
決
に

よ
っ
て
法
的
効
力
を
与
え
る
（
裁
可
す
る
）。
代
表
性
に
基
づ
い

て
国
民
は
す
で
に
国
民
会
議
に
お
い
て
決
定
を
下
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
国
民
会
議
が
憲
法
を
制
定
す
る
場
合
、
国
民
投
票
は
必
要

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
憲
法
会
議
（V

erfassungskonvent

）」

が
憲
法
案
を
作
成
す
る
（
審
議
す
る
）
場
合
、
起
案
さ
れ
た
テ
キ

ス
ト
は
、
国
民
及
び
国
民
投
票
に
と
っ
て
決
定
的
で
は
な
い
。
そ

れ
は
、
手
が
か
り
・
出
発
点
に
す
ぎ
ず
、
憲
法
制
定
に
際
し
て
拘

（
七
八
九
）
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ラ
ン
ト
会
議
は
憲
法
を
「
準
備
す
る
」
任
務
を
有
す
る
と
定
め
て

い
た
。
州
憲
法
一
六
〇
条
は
、「
憲
法
は
、
国
民
に
よ
る
そ
の
承

認
を
も
っ
て
効
力
を
生
じ
る
。」
と
定
め
る
（
一
項
）
と
と
も
に
、

ラ
ン
ト
会
議
に
「
憲
法
審
議
」
ラ
ン
ト
会
議
と
の
名
称
を
与
え
て

い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
二
つ
こ
と
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
ま

ず
、
憲
法
制
定
会
議
に
よ
る
代
表
型
憲
法
制
定
を
否
定
し
た
。
ま

た
、「
憲
法
審
議
」
ラ
ン
ト
会
議
と
の
名
称
に
よ
っ
て
、
ラ
ン
ト

会
議
の
活
動
が
単
な
る
審
議
（
能
動
的
市
民
団
に
対
し
て
拘
束
力

を
伴
わ
ず
に
提
案
す
る
憲
法
規
定
に
関
す
る
討
議
）
以
上
の
範
囲

に
ま
で
及
ぶ
と
の
印
象
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。
憲
法
制
定
権
力

の
担
い
手
に
対
し
て
拘
束
力
を
有
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
憲
法
制
定

権
力
を
事
前
に
内
容
上
制
約
す
る
「
憲
法
内
容
の
確
定
」
は
、
ラ

ン
ト
会
議
が
有
し
て
い
る
単
な
る
審
議
作
用
を
越
え
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
作
用
と
両
立
し
な
い
（S

.	29	f.

）。

⒠
　
ヘ
ッ
セ
ン
国
民
の
憲
法
制
定
国
民
投
票
に
時
間
的
に
先
行

し
、
そ
の
法
的
及
び
技
術
的
準
備
に
奉
仕
す
る
権
限
及
び
手
続
規

定
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手
─
国
民
投
票
に
お
い
て
活
動
す

る
能
動
的
市
民
団
─
に
対
し
て
拘
束
力
を
有
し
な
い
。
投
票
を
行

う
国
民
は
、
こ
の
前
憲
法
的
な
技
術
的
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
こ
と

も
で
き
る
が
、
黙
示
的
に
拘
束
力
の
な
い
も
の
と
判
断
し
、
そ
の

権
力
の
共
同
の
担
い
手
に
も
な
ら
な
い
。
共
同
の
担
い
手
で
あ
る

と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
実
際
上
の
効
果
と
し
て
、
憲
法
制
定
権
力

の
分
割
に
帰
着
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
前
憲
法
的
法
が
憲
法
の
上
位

に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
理
由
か
ら
だ
け
で
あ
り
得
な

い
。
そ
れ
故
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
が
主
張
す
る
よ
う
な
、
国
民
投
票
型

憲
法
制
定
と
代
表
型
憲
法
制
定
と
の
「
混
合
形
態
」
は
存
在
し
な

い
（S

.	21

）。

憲
法
制
定
権
力
の
不
可
分
性
の
原
則
に
例
外
は
な
い
。
憲
法
制

定
権
力
の
担
い
手
が
憲
法
草
案
の
作
成
を
他
の
機
関
に
委
託
し
つ

つ
も
、
国
民
投
票
に
よ
っ
て
最
終
決
定
を
自
ら
下
す
場
合
に
は
、

憲
法
制
定
権
力
は
分
裂
し
て
い
な
い
。
憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手

は
、
憲
法
制
定
権
力
を
つ
ね
に
自
ら
の
手
に
保
持
し
て
い
る
。
そ

う
す
る
と
、
ヘ
ッ
セ
ン
の
憲
法
制
定
の
場
合
、
憲
法
制
定
権
力
の

唯
一
の
担
い
手
は
、
一
九
四
六
年
一
二
月
一
日
の
国
民
投
票
に
お

い
て
活
動
し
た
能
動
的
市
民
団
で
あ
る
（S

.	23

）。

⒟
　「
前
憲
法
的
諸
規
定
の
解
釈
」
は
、
州
政
府
及
び
ラ
ン
ト

会
議
は
憲
法
制
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
与
し
て
お
ら
ず
、
憲
法
制
定

権
力
は
能
動
的
市
民
団
の
み
に
分
割
さ
れ
ず
に
始
源
的
に
帰
属
し

て
い
た
と
の
見
解
を
裏
付
け
る
。
国
家
基
本
法
は
、
州
政
府
に
、

民
主
的
憲
法
を
準
備
す
る
任
務
を
与
え
て
い
た
。
選
挙
法
二
条
も
、

（
七
九
〇
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
二
九

⒜
　
ア
メ
リ
カ
軍
政
府
布
告
第
二
号
三
条
二
項
及
び
国
家
基
本

法
三
条
二
項
に
基
づ
い
て
首
相
が
唯
一
の
排
他
的
立
法
権
を
有
し

て
お
り
、
憲
法
の
準
備
に
必
要
で
あ
る
法
律
に
つ
い
て
も
、
当
時
、

首
相
が
立
法
権
を
有
し
て
い
た
。
ラ
ン
ト
会
議
は
、
憲
法
制
定
の

準
備
の
領
域
に
お
い
て
も
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

ま
た
、
首
相
の
立
法
権
に
関
与
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
首
相
の

立
法
権
は
、
ラ
ン
ト
会
議
の
同
意
に
拘
束
さ
れ
な
い
。
選
挙
法
は

「
憲
法
」
で
は
な
く
、
他
の
法
律
に
優
越
す
る
効
力
を
持
つ
わ
け

で
も
な
い
の
で
、
首
相
は
、
選
挙
法
を
改
正
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

か
り
に
首
相
が
、
国
民
表
決
法
の
改
正
に
際
し
て
、
ラ
ン
ト
会
議

に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
文
言
と
異
な
る
文
言
の
四
一
条
を
投
票
に

付
す
こ
と
に
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
国
民
表
決
法
改
正
法
は
法

的
に
有
効
で
あ
る
（S

.	36	f.,	S
.	40

）。

⒝
　
ま
た
、
マ
ウ
ン
ツ
は
、
そ
も
そ
も
、
ラ
ン
ト
会
議
は
、
─

少
な
く
と
も
国
民
表
決
法
改
正
法
を
議
決
す
る
際
に
は
─
実
際
上

も
文
言
Ｂ
の
四
一
条
を
議
決
し
た
と
認
定
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘

す
る
。
マ
ウ
ン
ツ
は
、
訴
訟
記
録
に
存
在
し
て
い
る
前
大
臣
及
び

局
長
の
証
言
か
ら
、
以
下
の
事
実
を
認
定
す
る
。
ラ
ン
ト
会
議
が

第
三
読
会
に
お
い
て
憲
法
案
を
審
議
し
た
日
の
翌
日
に
、
内
務
省

の
憲
法
問
題
担
当
者
で
あ
っ
た
コ
ス
マ
ン
参
事
官
が
国
民
表
決
法

投
票
行
為
に
際
し
て
如
何
よ
う
に
も
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
前
憲

法
的
法
律
は
、
そ
の
時
点
で
す
で
に
作
ら
れ
て
い
る
権
力
だ
け
を

拘
束
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
制
定
権
力
の
担
い

手
を
拘
束
で
き
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、（
不
確
実
な
、
又
は

議
論
の
余
地
の
あ
る
由
来
を
有
す
る
）
手
続
規
定
が
他
の
あ
ら
ゆ

る
規
範
よ
り
も
高
い
価
値
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、

手
続
規
定
が
憲
法
の
上
位
に
位
置
し
、
最
高
位
の
規
定
に
な
っ
て

し
ま
う
。
憲
法
制
定
権
力
の
不
可
分
性
の
原
理
に
従
う
と
、

一
九
四
六
年
一
二
月
一
日
の
国
民
投
票
は
、
州
政
府
と
ラ
ン
ト
会

議
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
段
階
的
に
進
行
す
る
憲
法
制
定
プ
ロ
セ

ス
の
最
終
行
為
で
は
な
い
。
憲
法
制
定
行
為
は
憲
法
プ
レ
ビ
シ
ッ

ト
に
集
中
さ
れ
る
。
国
民
投
票
に
お
い
て
活
動
す
る
ヘ
ッ
セ
ン
国

民
の
憲
法
制
定
権
力
は
前
憲
法
的
手
続
規
定
に
拘
束
さ
れ
な
い
の

で
、
か
り
に
ラ
ン
ト
会
議
が
文
言
Ａ
の
四
一
条
を
議
決
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
国
民
投
票
に
よ
っ
て
文
言
Ｂ
の
四
一
条
が
承
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
文
言
Ｂ
の
四
一
条
が
「
有
効
な
憲
法
条
文
」
に

な
る
（S

.	31	f.

）。

㈡
　
ま
た
、
マ
ウ
ン
ツ
は
、
憲
法
制
定
に
お
い
て
前
憲
法
的
手

続
に
関
す
る
諸
規
定
も
遵
守
さ
れ
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。
マ

ウ
ン
ツ
の
見
解
の
骨
子
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
七
九
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
三
〇

た
、
投
票
用
紙
Ⅱ
の
自
筆
の
草
案
に
お
い
て
も
、
一
貫
し
て
文
言

Ｂ
を
使
用
し
て
い
た
。
加
え
て
、
議
事
録
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法

案
の
第
三
読
会
の
再
現
に
お
い
て
も
、
明
ら
か
に
正
確
性
と
逐
語

性
を
欠
い
て
い
る
（S

.	37	ff.

）。

㈢
　
さ
ら
に
、
マ
ウ
ン
ツ
は
、
国
民
投
票
の
実
施
に
も
瑕
疵
は

な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。
法
律
の
公
布
に
加
え
て
、
三
万
部
の
憲

法
案
が
広
告
柱
及
び
公
共
の
掲
示
板
に
掲
示
さ
れ
、（
文
言
Ｂ
の

四
一
条
を
含
む
）
憲
法
の
条
文
が
国
民
に
周
知
さ
れ
た
。
住
民

一
二
〇
人
（
七
〇
人
の
投
票
権
者
）
に
一
つ
の
掲
示
が
四
週
間
行

わ
れ
た
。
一
部
の
新
聞
が
不
正
確
な
条
文
を
掲
載
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
プ
レ
ス
の
自
己
責
任
で
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
州
政
府
は
こ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
で
き
な

い
し
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
権
限
も
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
文
言
Ａ

の
四
一
条
を
掲
載
し
た
新
聞
、
文
言
Ｂ
の
四
一
条
を
掲
載
し
た
新

聞
、
さ
ら
に
は
、
文
言
Ａ
と
文
言
Ｂ
を
組
み
合
わ
せ
た
文
言
の

四
一
条
を
掲
載
し
た
新
聞
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
法
的
に
重

要
で
は
な
い
。
新
聞
の
発
行
部
数
も
問
題
に
な
ら
な
い
。
プ
レ
ス

の
自
由
の
体
制
の
下
に
お
い
て
は
、
何
人
も
民
間
の
新
聞
を
自
己

責
任
で
読
む
の
で
あ
り
、
国
家
は
、
そ
の
内
容
の
正
し
さ
を
保
証

し
な
い
。
投
票
権
を
有
す
る
市
民
が
公
共
の
掲
示
板
を
知
ら
な

改
正
法
案
を
内
閣
に
提
出
し
た
が
、
同
参
事
官
の
提
出
し
た
法
案

に
は
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
で
も
、
ま
た
文
言
Ｂ
の
四
一
条
で
も
な

く
、
印
刷
物
第
一
部
九
三
号
に
記
載
さ
れ
た
文
言
の
四
一
条
が
記

載
さ
れ
て
い
た
。
同
参
事
官
は
、
法
案
に
記
載
さ
れ
た
四
一
条
は

正
し
い
も
の
で
は
な
く
、
ラ
ン
ト
会
議
は
前
日
に
別
の
文
言
の

四
一
条
を
議
決
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
そ
の
際
に
、
憲
法
委
員
会

の
会
議
に
お
い
て
自
ら
書
き
留
め
た
記
録
を
根
拠
と
し
て
、
ラ
ン

ト
会
議
が
第
三
読
会
に
お
い
て
議
決
し
た
四
一
条
の
文
言
と
し
て

文
言
Ｂ
を
示
し
た
。
内
閣
の
構
成
員
は
、
こ
の
報
告
に
従
っ
て
、

同
案
に
変
更
を
加
え
た
。
こ
の
事
実
か
ら
、
ラ
ン
ト
会
議
は
、
─

少
な
く
と
も
国
民
表
決
法
改
正
法
を
議
決
す
る
際
に
は
─
実
際
上

も
文
言
Ｂ
の
四
一
条
を
議
決
し
た
と
推
認
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
誠
実
で
几
帳
面
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
コ

ス
マ
ン
参
事
官
は
、
自
ら
が
草
案
を
作
成
し
た
改
正
法
に
つ
い
て
、

文
言
Ｂ
を
選
択
し
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
議
事
録
に
不

備
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
同
参
事
官
が
、
国
民
表
決
法
改
正
案

を
提
出
し
た
際
に
不
当
に
も
あ
え
て
文
言
Ｂ
を
使
用
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
同
参
事
官
は
、

一
九
四
六
年
一
一
月
四
日
の
「
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
に
関
す
る
国
民

表
決
の
た
め
の
投
票
規
則
を
改
正
す
る
命
令
」
に
お
い
て
も
、
ま

（
七
九
二
）



憲
法
の
憲
法
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合
性
（
岡
田
）

一
三
一

る
に
す
ぎ
な
い
（S

.	47

）
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
国
民
が
、
ラ

ン
ト
会
議
の
議
決
と
文
言
上
一
致
し
て
い
な
い
が
、
内
容
を
異
論

の
余
地
な
く
完
全
に
再
現
す
る
規
定
を
決
定
し
た
場
合
の
法
状
況

に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
て
い
る
（S

.	43

）。
マ
ウ
ン
ツ
の
見
解

の
骨
子
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
四
一
条
三
項
に
お
け
る
「
移
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
の
文
言
（
文
言
Ａ
）
と
「
移
さ
れ
た
」
と
の
文
言
（
文
言

Ｂ
）
と
の
相
違
は
、
当
時
の
憲
法
審
議
を
踏
ま
え
る
と
、
単
な
る

言
語
表
現
上
の
性
質
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
何
故
な
ら
、
憲
法

は
当
時
ま
だ
効
力
を
生
じ
て
い
な
い
の
で
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

事
業
体
は
「
移
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
事
業
体
と
し
て
現
れ

る
の
に
対
し
て
、
憲
法
が
効
力
を
生
じ
た
後
は
、「
移
さ
れ
た
」

事
業
体
と
し
て
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
り
に
「
移
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
の
文
言
が
残
っ
た
と
し
て
も
、
所
有
権
が
憲
法

の
発
効
後
も
剝
奪
さ
れ
な
い
と
の
結
論
を
導
く
こ
と
は
文
言
を
歪

曲
す
る
こ
と
に
な
る
（S

.	47	f.

）。
さ
ら
に
、
四
一
条
三
項
は
、

憲
法
発
効
後
か
ら
施
行
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
時
期
に
適
用
さ

れ
る
経
過
規
定
に
す
ぎ
な
い
。
憲
法
発
効
後
に
該
当
す
る
事
業
体

に
ど
の
よ
う
な
法
効
果
が
生
じ
る
の
か
に
関
す
る
決
定
的
規
定
は

同
条
一
項
で
あ
り
、
そ
の
冒
頭
の
文
言
が
、
比
類
の
な
い
明
確
さ

か
っ
た
場
合
、
州
政
府
が
印
刷
物
を
送
付
し
て
そ
れ
が
郵
便
受
け

に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
期
待
で
き
な
い
。
投
票
権
者
へ
の
情
報
提

供
が
官
報
に
よ
る
公
布
と
公
共
の
掲
示
の
ほ
か
に
郵
送
に
よ
っ
て

も
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
求
め
る
法
的
根
拠
は
な
い

（S
.	41	f.

）。
こ
れ
に
加
え
て
、
一
九
四
六
年
当
時
の
能
動
的
市

民
団
は
、
国
民
投
票
に
お
い
て
何
が
問
わ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
、
プ
レ
ス
に
よ
っ
て
詳
細
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
。
ラ
ン
ト
会
議

に
お
い
て
「
即
時
社
会
化
」
を
行
う
べ
き
か
ど
う
か
が
激
し
く
争

わ
れ
て
い
た
が
、
読
者
は
、
投
票
前
の
数
週
間
、
プ
レ
ス
か
ら
、

Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
Ｃ
Ｄ
Ｕ
が
即
時
社
会
化
に
賛
成
し
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
が
こ
れ
に

反
対
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
プ
レ
ス
は
、
ま
さ

に
こ
の
点
に
お
い
て
国
民
に
対
す
る
情
報
提
供
義
務
を
十
分
に
果

た
し
て
い
た
。
ま
た
、
プ
レ
ス
で
は
、
軍
政
府
が
「
即
時
社
会

化
」
に
疑
問
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
四
一
条
に
つ
い
て
別

個
に
国
民
投
票
を
実
施
す
る
よ
う
に
勧
告
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ

て
い
た
。
投
票
権
者
に
と
っ
て
、「
即
時
社
会
化
」
に
対
す
る
賛

否
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
か
っ
た
（S

.	42	
f.

）。㈣
　
最
後
に
、
マ
ウ
ン
ツ
は
、
文
言
Ａ
と
文
言
Ｂ
の
相
違
は
本

質
的
な
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
言
語
表
現
上
の
意
味
を
有
す

（
七
九
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
三
二

フ
ル
ト
綱
領
以
降
、
私
人
の
所
有
し
て
い
る
鉄
道
事
業
体
も
社
会

化
に
熟
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、「
及
び
」
と
い
う
単
語

は
、「
…
も
…
も
（sow

ohl	

─	als	auch

）」
の
意
味
で
解
釈
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
合
理
的
な
意
味
が
与
え
ら
れ
る
（S

.	
49

）。
基
本
法
九
三
条
一
項
二
号
は
、「
形
式
的
及
び
実
質
的
適
合

性
」
い
う
文
言
を
使
用
し
て
い
る
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
三
条

六
号
は
、
こ
れ
を
「
形
式
的
又
は
実
質
的
適
合
性
」
と
言
い
換
え

て
い
る
こ
と
も
、「
及
び
」
の
用
法
を
特
徴
的
に
示
し
て
い
る

（S
.	50

）。

さ
ら
に
、
ラ
ン
ト
会
議
の
議
員
は
、
文
言
Ａ
の
四
一
条
を
即
時

社
会
化
を
定
め
た
規
定
と
解
し
て
い
た
。
文
言
Ａ
に
賛
成
し
た
議

員
は
、
こ
れ
に
よ
り
憲
法
に
よ
る
自
動
的
所
有
権
剝
奪
の
効
果
を

生
じ
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
四
一
条
に
反
対
し
た
議
員
は
、
即

時
社
会
化
の
拒
否
に
よ
っ
て
自
己
の
態
度
を
根
拠
付
け
て
い
た
。

四
一
条
に
関
す
る
ラ
ン
ト
会
議
と
そ
の
委
員
会
（
憲
法
委
員
会
及

び
七
人
委
員
会
）
の
す
べ
て
の
審
議
は
、
こ
の
認
識
を
裏
付
け
て

い
る
。
加
え
て
、
軍
政
府
は
、
社
会
化
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
規

定
を
憲
法
に
規
定
し
、
社
会
化
を
立
法
に
委
ね
る
と
い
う
提
案
を

し
た
が
、
こ
の
要
求
は
激
し
く
抵
抗
さ
れ
、
軍
政
府
は
、
国
民
の

過
半
数
が
即
時
社
会
化
に
賛
成
す
る
か
ど
う
か
を
明
確
に
す
る
た

で
、
自
動
的
所
有
権
剝
奪
を
伴
う
即
時
社
会
化
の
み
を
対
象
と
し

て
い
る
こ
と
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
国
事
裁
判
所
の
二
つ
の
判
決

（
一
九
五
一
年
七
月
二
〇
日
判
決
及
び
一
九
五
二
年
六
月
六
日
判

決
（
34
）
）
に
お
い
て
も
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
憲
法
の
発
効
と
と

も
に
自
動
的
剝
奪
を
執
行
す
る
と
い
う
四
一
条
冒
頭
の
比
類
の
な

い
文
言
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
こ
の
根
本
的
な
憲

法
規
範
に
他
の
意
味
を
付
与
し
た
り
、
そ
の
効
果
を
弱
め
る
こ
と

は
不
成
功
に
終
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
四
一
条
三
項
と

い
う
経
過
規
定
が
文
言
Ａ
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
文
言
Ｂ
で
あ

る
の
か
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
（S
.	48	f.

）。

つ
ぎ
に
、
四
一
条
一
項
一
号
に
お
け
る
「
及
び
」（
文
言
Ａ
）

と
「
又
は
」（
文
言
Ｂ
）
の
相
違
も
本
質
的
な
も
の
で
は
な
い
。

何
故
な
ら
、
文
言
Ａ
で
あ
っ
て
も
、「
路
面
電
車
」
の
み
が
「
軌

道
」
と
「
架
線
」
に
連
結
さ
れ
て
い
る
の
で
、
即
時
社
会
化
の
対

象
と
な
る
交
通
業
務
に
は
「
路
面
電
車
」
の
み
が
含
ま
れ
る
と
解

釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
及
び
」
と
い
う
単
語

は
ド
イ
ツ
語
で
は
複
数
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
。
ヘ
ッ
セ
ン
に
お

け
る
社
会
化
が
、
鉄
道
を
除
外
し
、
民
間
企
業
で
あ
る
カ
ッ
セ
ル

鉄
道
会
社
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
路
面
電
車
を
対
象
と
す
る

と
い
う
奇
妙
な
こ
と
を
し
た
な
ど
と
主
張
で
き
ず
、
ま
た
、
エ
ア

（
七
九
四
）
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の
憲
法
制
定
権
力
を
「
排
他
的
な
憲
法
法
源
」
と
み
な
す
も
の
で
、

こ
の
理
論
は
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
に
よ
っ
て
も
承
認
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
ラ
ン
ト
会
議
は
、
選
挙
法
二
条
に
お
い
て
「
憲
法
審

議
」
ラ
ン
ト
会
議
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
た
ん
に

憲
法
案
を
作
成
す
る
に
す
ぎ
ず
、
憲
法
制
定
そ
れ
自
体
は
能
動
的

市
民
団
（
有
権
者
の
総
体
）
の
任
務
で
あ
り
、
憲
法
創
設
行
為
は

も
っ
ぱ
ら
国
民
投
票
に
存
す
る
か
ら
、
国
民
の
承
認
し
た
憲
法
テ

キ
ス
ト
の
み
が
決
定
的
で
あ
る
。
国
民
の
単
一
の
憲
法
制
定
権
力

を
二
つ
の
権
力
に
分
裂
さ
せ
、
憲
法
を
審
議
す
る
（
憲
法
案
を
作

成
す
る
）
会
議
の
議
決
と
の
合
致
を
国
民
投
票
の
有
効
要
件
に
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
（
35
）
。

⒝
　
手
続
規
定
（
選
挙
法
二
条
）
は
、
国
民
は
ラ
ン
ト
会
議
の

作
成
し
た
憲
法
案
に
対
し
て
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め

て
い
る
が
、
か
り
に
ラ
ン
ト
議
会
が
国
民
投
票
の
対
象
と
な
っ
た

四
一
条
の
文
言
と
異
な
る
文
言
を
議
決
し
て
い
た
と
し
て
も
、
こ

の
手
続
規
定
は
、
国
民
投
票
そ
れ
自
体
の
効
力
を
失
わ
さ
せ
る
も

の
で
は
な
い
。
前
憲
法
的
手
続
法
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

権
力
だ
け
を
拘
束
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
憲
法
を
つ
く

る
権
力
を
拘
束
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
憲
法
を
つ
く
る
権
力
が
新

た
な
諸
権
力
（pouvoirs	constitués

）
を
創
設
す
る
。
前
憲
法

め
に
、
四
一
条
に
つ
い
て
別
個
に
投
票
す
る
よ
う
勧
告
し
た
（S

.	
51

）。結
論
と
し
て
、
即
時
社
会
化
の
規
定
で
あ
る
と
す
る
四
一
条
の

解
釈
に
と
っ
て
文
言
Ａ
と
文
言
Ｂ
と
の
文
言
上
の
違
い
は
決
定
的

で
は
な
い
こ
と
、
及
び
、
ラ
ン
ト
会
議
と
国
民
は
一
致
し
て
即
時

社
会
化
を
望
ん
だ
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
か
り
に
ラ
ン
ト
会
議
が

憲
法
テ
キ
ス
ト
の
作
成
に
関
与
す
る
決
定
的
な
権
利
を
有
す
る
と

し
て
も
、
文
言
Ａ
と
文
言
Ｂ
と
の
法
的
に
重
要
で
は
な
い
文
言
の

違
い
が
、
ラ
ン
ト
会
議
の
意
思
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
能
動
的
市

民
団
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
即
時
社
会
化
を
無
効
に
す
る
効
果
を

発
生
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
（S
.	51
）。

㈤
　
以
上
が
、
マ
ウ
ン
ツ
の
鑑
定
意
見
書
の
骨
子
で
あ
る
。
以

下
、
マ
ウ
ン
ツ
の
見
解
を
支
持
す
る
学
説
を
紹
介
し
て
お
く
。
ま

ず
、
一
九
五
四
年
に
出
版
さ
れ
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
の
注
釈
書
に

お
い
て
四
一
条
を
分
担
執
筆
し
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
内
閣
官
房
参
事
官

バ
ー
ル
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
（B

erthold	B
arw
inski

）
は
、
四
一
条

は
国
民
投
票
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
文
言
に
お
い
て
有
効
に
成
立

し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
バ
ー
ル
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
見
解
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

⒜
　「
欧
州
大
陸
で
認
め
ら
れ
た
民
主
的
憲
法
原
則
」
は
国
民

（
七
九
五
）
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国
民
投
票
の
方
法
で
直
接
的
に
自
ら
行
使
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、

ま
た
、
代
表
者
の
選
挙
を
通
し
て
間
接
的
に
行
使
す
る
こ
と
も
で

き
る
（S

.	104

）。

⒝
　
ま
ず
、
国
民
投
票
型
の
憲
法
制
定
に
お
い
て
は
、
通
常
の

場
合
、
憲
法
案
を
作
成
す
る
任
務
を
有
す
る
憲
法
審
議
会
が
設
置

さ
れ
る
が
、
憲
法
を
も
っ
ぱ
ら
審
議
す
る
に
す
ぎ
な
い
会
議
は
、

pouvoir	constituant

の
代
表
で
は
な
く
、
そ
れ
故
、
憲
法
制
定

会
議
で
は
な
い
。
憲
法
審
議
会
が
前
憲
法
時
の
実
定
法
を
根
拠
と

し
て
活
動
し
て
い
る
場
合
、
国
民
が
投
票
す
る
憲
法
草
案
の
作
成

に
際
し
て
、
前
憲
法
時
の
実
定
法
に
拘
束
さ
れ
な
い
。
憲
法
制
定

に
お
い
て
は
、
国
民
投
票
型
の
要
素
と
代
表
制
型
の
要
素
の
「
混

合
形
式
」
は
存
在
し
得
な
い
し
、
ま
た
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
と
国
民

が
同
権
的
に
関
与
す
る
「
二
段
階
の
」
憲
法
制
定
手
続
も
あ
り
得

な
い
。
法
律
の
発
案
、
内
容
確
定
、
裁
可
と
い
う
、
立
法
手
続
に

妥
当
す
る
原
則
を
憲
法
制
定
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何

故
な
ら
、
立
法
は
、
立
法
が
行
わ
れ
る
基
準
と
な
り
、
ま
た
は
枠

と
な
る
憲
法
秩
序
が
す
で
に
妥
当
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る

か
ら
で
あ
る
。
憲
法
制
定
に
お
い
て
は
、
こ
の
憲
法
秩
序
を
創
設

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
原
則
を
憲
法
制
定
及
び
憲

法
制
定
国
民
会
議
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
と
、
成
立
手
続
の
点
に

的
手
続
法
は
憲
法
の
上
位
に
位
置
し
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

前
憲
法
的
手
続
法
が
最
高
位
の
規
範
と
な
っ
て
し
ま
う
。
国
民
の

憲
法
制
定
権
力
に
と
っ
て
、
拘
束
力
の
あ
る
手
続
ル
ー
ル
は
存
在

し
な
い
（
36
）
。

㈥
　
ま
た
、
グ
ー
ト
マ
ン
（E

gbert	G
utm
ann

）
は
、
一
九
六
五

年
に
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
に
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文

『
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
に
基
づ
く
制
憲
会
議
（
37
）
』
に
お
い
て
、

マ
ウ
ン
ツ
の
上
記
鑑
定
意
見
書
に
全
面
的
に
依
拠
し
つ
つ
、
憲
法

制
定
に
お
い
て
は
、
国
民
投
票
型
手
続
と
代
表
制
型
手
続
の
「
混

合
形
式
」
は
存
在
し
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
グ
ー
ト
マ
ン
の
見

解
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⒜
　
民
主
制
に
お
け
る
憲
法
制
定
権
力
の
主
体
は
、
国
民
総
体
、

つ
ま
り
、
国
籍
保
有
者
及
び
そ
れ
と
法
的
に
同
等
な
人
の
総
体
で

あ
る
が
、
憲
法
の
内
容
形
成
に
関
す
る
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
の
は
能
動
的
市
民
団
の
み
で
あ
る
。
能
動
的
市
民
団
は
、
そ
の

自
然
的
属
性
に
基
づ
い
て
、
憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手
で
あ
る
。

能
動
的
市
民
団
は
、
そ
の
権
利
を
憲
法
制
定
に
際
し
て
行
使
す
る

能
力
と
意
思
の
あ
る
国
家
市
民
（S

taatsbürger

）
で
あ
る
。
憲

法
制
定
権
力
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
憲
法
史
に
お
い
て
二
つ
の
方

法
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
能
動
的
市
民
団
は
、
憲
法
制
定
権
力
を

（
七
九
六
）
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一
三
五

憲
法
内
容
の
確
定
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手
に
対
し
て
も
拘

束
力
が
あ
る
（S

.	107	f.

）。

⒟
　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
成
立
し
た
憲
法
が
国
民
投
票

に
付
さ
れ
た
場
合
に
は
、
国
民
に
よ
る
可
決
又
は
否
決
が
憲
法
の

運
命
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
国
民

の
「
新
た
な
」
憲
法
制
定
行
為
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
っ
て
、
第
一
段
階
の
憲
法
制
定
「
部
分
行
為
」
─
憲
法
制
定
国

民
会
議
の
選
挙
又
は
憲
法
に
関
す
る
国
民
会
議
の
議
決
─
を
補
完

す
る
「
部
分
行
為
」
を
語
る
必
要
は
な
い
（S

.	108

）。

ま
た
、
国
民
が
、
憲
法
作
成
の
権
限
の
み
を
有
す
る
国
民
代
表

を
直
接
選
挙
し
、
こ
の
「
コ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
」
の
議
決
し
た
憲
法
が

国
民
に
提
示
さ
れ
、
こ
の
憲
法
に
関
す
る
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ

る
と
い
う
手
続
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
手
続
も
「
純
粋

に
」
国
民
投
票
型
の
手
続
で
あ
り
、
代
表
制
型
手
続
と
国
民
投
票

型
手
続
の
「
混
合
型
」
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
手
続
に
お
い
て
憲

法
制
定
行
為
は
、
選
挙
さ
れ
た
憲
法
コ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
の
（
拘
束
力

の
な
い
）
憲
法
草
案
に
関
す
る
国
民
の
投
票
に
存
す
る
（S

.	108	
f.

）。

お
い
て
、
憲
法
と
法
律
と
の
区
別
が
存
在
し
な
く
な
る
。
能
動
的

市
民
団
が
、
コ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
が
作
成
し
、
可
決
し
た
案
を
国
民
投

票
に
お
い
て
議
決
し
た
場
合
、
差
し
当
た
り
拘
束
力
の
な
い
、
憲

法
審
議
会
の
議
決
が
、pouvoir	constituant

の
活
動
に
よ
っ
て
、

一
般
的
に
拘
束
力
の
あ
る
憲
法
内
容
と
な
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

憲
法
審
議
会
がpouvoir	constituant

の
共
有
者
に
な
る
わ
け
で

は
な
い
。
憲
法
制
定
国
民
投
票
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
準
備

行
為
を
行
う
場
合
も
同
じ
で
あ
り
、
国
民
が
憲
法
の
唯
一
の
創
造

者
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（S

.	105	f.
）。

⒞
　
他
方
、pouvoir	constituant
の
担
い
手
は
、
憲
法
制
定

権
力
を
選
挙
さ
れ
た
国
民
代
表
に
よ
っ
て
行
使
さ
せ
る
こ
と
も
で

き
る
。
こ
の
代
表
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
憲
法
制
定
国
民
会
議

は
、
そ
の
代
表
性
の
力
に
よ
り
、
自
ら
単
純
多
数
に
よ
っ
て
憲
法

に
つ
い
て
議
決
す
る
。
憲
法
は
、
決
定
の
た
め
に
国
民
に
提
示
さ

れ
る
必
要
は
な
く
、
国
民
は
、
も
は
や
こ
の
憲
法
に
同
意
す
る
必

要
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
国
民
は
、
代
表
性
の
力
に
よ
り
、
す
で

に
国
民
会
議
に
お
い
て
決
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
憲
法
制
定

権
力
の
行
使
は
、
代
表
制
型
に
お
い
て
は
、
憲
法
制
定
会
議
に
完

全
に
移
行
す
る
。
憲
法
制
定
国
民
会
議
の
議
決
に
よ
っ
て
、
憲
法

の
テ
キ
ス
ト
は
確
定
さ
れ
、
法
的
効
力
が
付
与
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、

（
七
九
七
）
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的
代
表
の
論
理
」
か
ら
す
る
と
、
国
民
が
憲
法
審
議
を
目
的
と
す

る
代
表
を
選
挙
す
る
場
合
、
こ
の
代
表
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
草

案
は
、「
帰
属
」
を
根
拠
と
し
て
、
法
的
に
は
、
国
民
が
自
ら
憲

法
制
定
権
力
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
憲
法
内
容
の
確
定
は
、
憲
法
の
効
力
に
と
っ
て
意
味
の

あ
る
憲
法
制
定
手
続
の
部
分
行
為
と
な
る
（S

.	131	f.

）。

⒝
　
し
か
し
、
国
民
は
、
投
票
の
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
表
決

に
よ
っ
て
、
憲
法
審
議
の
た
め
に
選
挙
さ
れ
た
機
関
の
作
成
し
た

憲
法
に
効
力
を
付
与
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
、
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。「
形
式
的
意
味
に
お
け
る
憲
法
制
定
権
力
」
と
は
「
憲

法
制
定
の
手
続
を
規
定
す
る
国
民
の
権
限
」
で
あ
る
（S

.	91

）

が
、
形
式
的
意
味
の
憲
法
制
定
権
力
は
、
憲
法
制
定
権
力
が
付
与

さ
れ
た
機
関
に
対
し
て
、
手
続
の
あ
ら
ゆ
る
時
点
に
お
い
て
、
手

続
の
継
続
及
び
終
了
に
つ
い
て
、
先
行
す
る
決
定
を
変
更
し
つ
つ

決
定
す
る
権
限
を
付
与
す
る
。
国
民
は
、
憲
法
審
議
会
の
選
挙
に

よ
っ
て
、
こ
の
機
関
に
よ
っ
て
憲
法
内
容
を
確
定
す
る
と
い
う
形

態
を
採
用
し
た
が
、
こ
の
場
合
で
も
形
式
的
意
味
の
憲
法
制
定
権

力
を
保
持
し
て
お
り
、
従
っ
て
、
国
民
投
票
の
時
点
に
お
い
て
、

異
な
る
手
続
決
定
を
下
す
可
能
性
を
保
持
し
て
い
る
（
国
民
は
、

憲
法
審
議
会
の
「
選
挙
行
為
」
に
よ
っ
て
、
手
続
を
決
定
す
る
自

三
　
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
見
解

一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
裁
判
官

を
務
め
た
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
（U

do	S
teiner

）
は
、
一
九
六
六
年

に
出
版
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
『
憲
法
制
定
と
国
民
の
憲
法

制
定
権
力
（
38
）
』
に
お
い
て
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
憲
法
適
合

性
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
①
選
挙
さ
れ
た
憲
法
審
議
会
に
よ
る
憲

法
草
案
の
作
成
と
②
同
草
案
に
対
す
る
国
民
投
票
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
「
多
段
階
の
憲
法
制
定
手
続
」（S

.	116

）
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
て
い
る
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
見
解
の
骨
子
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

⒜
　
国
民
は
、
そ
の
意
思
形
成
及
び
意
思
表
示
の
自
然
的
特
性

に
基
づ
い
て
、
国
民
表
決
に
お
い
て
、
国
民
に
提
示
さ
れ
た
憲
法

草
案
を
全
体
と
し
て
受
け
入
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
拒
否
す
る
か
の

い
ず
れ
か
し
か
で
き
な
い
。
そ
れ
故
、
将
来
の
憲
法
の
内
容
に
つ

い
て
の
決
定
は
、
憲
法
の
成
立
手
続
の
現
実
に
お
い
て
は
、
草
案

作
成
機
関
に
お
い
て
下
さ
れ
る
。
こ
の
観
察
に
よ
っ
て
、
国
民
を

代
表
し
て
い
な
い
人
若
し
く
は
そ
の
集
団
又
は
専
門
知
識
の
な
い

人
若
し
く
は
そ
の
集
団
の
作
成
し
た
草
案
に
よ
っ
て
国
民
の
決
定

の
自
由
が
操
作
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
国
民
を
そ
の
代
表
の
作
成
し

た
草
案
に
拘
束
す
る
、
と
い
う
関
心
事
が
理
解
で
き
る
。「
民
主

（
七
九
八
）
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憲
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（
岡
田
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一
三
七

お
い
て
同
意
し
た
場
合
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
（S

.	136

）。

⒟
　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
代
表
型
憲
法
制
定
手
続
と
国
民

投
票
型
憲
法
制
定
手
続
の
中
間
に
、
第
三
の
法
的
に
独
自
の
手
続

型
式
と
し
て
、「
半
代
表
型
手
続
な
い
し
半
国
民
投
票
型
手
続
」

が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
手
続
に
お
い
て
は
、
憲
法
の
確

定
は
代
表
型
手
続
に
よ
り
、
裁
可
の
付
与
は
国
民
投
票
型
手
続
に

よ
り
行
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
手
続
の
特
徴
は
、
二
つ
の
法
的

に
同
価
値
の
行
為
の
併
存
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ウ
ン
ツ
の
見
解
と

は
異
な
り
、
憲
法
創
設
行
為
は
、
必
ず
し
も
一
つ
の
代
表
機
関
に

よ
っ
て
又
は
直
接
的
に
国
民
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
必
要
は
な
い
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
、
国
民
は
、
投
票
に
お
い
て
裁
可
を
与
え
る

前
に
、
純
粋
な
国
民
投
票
型
憲
法
制
定
手
続
の
採
用
を
決
定
で
き

る
の
で
、
第
三
の
手
続
類
型
の
法
的
独
自
性
は
、
代
表
型
手
続
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
憲
法
内
容
の
確
定
が
憲
法
の
効
力
に
と
っ
て
意

味
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
点
に
存
す
る
（S

.	138	f.

）。

Ⅵ
　
結
び
に
代
え
て

最
後
に
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
憲
法
適
合
性
に
関
す
る

学
説
の
対
立
状
況
に
若
干
の
交
通
整
理
を
施
し
て
、
結
び
に
代
え

る
。
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
一
九
二
八
年
の
著
書
『
憲
法
理

由
を
放
棄
し
て
い
な
い
。）。
国
民
が
、
意
識
的
に
、
国
民
に
よ
っ

て
選
挙
さ
れ
た
会
議
が
作
成
し
た
草
案
と
異
な
る
草
案
に
同
意
し

た
場
合
、
国
民
は
、
投
票
行
為
に
お
い
て
、
従
前
の
手
続
決
定
を

変
更
し
つ
つ
「
非
公
式
」
の
草
案
の
確
定
及
び
裁
可
を
行
う
と
同

時
に
、
憲
法
審
議
会
の
作
成
し
た
憲
法
草
案
に
つ
い
て
裁
可
し
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
手
続
を
変
更
す
る
決
定
が

下
さ
れ
な
い
限
り
、
憲
法
内
容
の
確
定
権
限
は
、
こ
の
た
め
に
選

挙
さ
れ
た
憲
法
審
議
会
に
あ
る
。
こ
の
場
合
、
国
民
は
、
そ
の
代

表
と
自
ら
に
よ
っ
て
憲
法
を
制
定
す
る
の
で
あ
り
、
憲
法
確
定
の

過
程
は
、
憲
法
制
定
手
続
の
法
的
構
成
要
素
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

国
民
に
対
し
て
、
国
民
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
た
憲
法
審
議
会
の
憲

法
案
と
は
異
な
る
憲
法
草
案
が
提
示
さ
れ
、
国
民
が
内
容
上
の
変

更
を
知
ら
な
い
で
こ
れ
に
同
意
し
た
場
合
、
確
定
さ
れ
た
憲
法
は

裁
可
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
裁
可
は
、
法
的
に
確
定
さ
れ
て
い
な

い
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（S

.	135	f.
）。

⒞
　
以
上
の
理
論
枠
組
み
を
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
事
案

に
当
て
は
め
る
と
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
の
議
決
し
た
文
言
が

第
三
者
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
と
き
、
こ
の
規
定
が
修
正
さ
れ
た

文
言
に
お
い
て
有
効
な
憲
法
に
な
る
の
は
、
国
民
が
、
投
票
に
お

い
て
、
こ
の
変
更
を
意
識
し
、
こ
の
規
定
に
変
更
さ
れ
た
文
言
に

（
七
九
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
三
八

が
効
力
を
生
じ
る
た
め
に
は
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
が
議
決
し

た
「
憲
法
」
が
国
民
表
決
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
（
文
言
Ｂ
）
は
、
国
民
表

決
に
よ
る
承
認
を
受
け
て
い
る
が
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
に

よ
っ
て
議
決
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法

四
一
条
（
文
言
Ｂ
）
は
選
挙
法
二
条
の
規
定
す
る
成
立
要
件
を
充

足
し
て
お
ら
ず
、
無
効
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
、
国
事
裁
判
所
に

訴
え
を
提
起
し
た
。
本
件
訴
訟
の
中
心
的
論
点
は
、
選
挙
法
二
条

を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
グ
レ
ー
ヴ
ェ
と
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
は
、
法
律
内
容
の
確
定

と
法
律
命
令
の
付
与
（
裁
可
）
と
の
区
別
を
下
敷
き
と
し
て
、
選

挙
法
二
条
は
、
憲
法
内
容
を
確
定
す
る
権
限
を
憲
法
審
議
ラ
ン
ト

会
議
に
、
憲
法
に
効
力
を
付
与
す
る
権
限
を
能
動
的
市
民
団
に
付

与
し
て
い
た
と
解
釈
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
解
釈
を
支
え
た
の
は
、

代
表
制
・
国
民
投
票
混
合
型
の
憲
法
制
定
手
続
に
お
け
る
「
複
数

の
機
関
の
憲
法
制
定
合
同
行
為
」
と
い
う
考
え
方
（
グ
レ
ー

ヴ
ェ
）
で
あ
り
、「
二
段
階
の
憲
法
制
定
」
に
お
け
る
「
民
主
的

正
当
化
の
完
璧
化
」
と
い
う
考
え
方
（
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
）
で
あ
っ

た
（
Ⅲ
一
及
び
二
を
参
照
。）。
国
事
裁
判
所
も
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
の

鑑
定
意
見
書
に
依
拠
し
て
、
前
憲
法
的
法
律
に
お
い
て
規
定
さ
れ

論
』
に
お
い
て
、
国
民
が
直
接
に
下
し
た
政
治
的
決
定
を
さ
ら
に

執
行
し
、
定
式
化
す
る
た
め
の
組
織
・
手
続
を
類
型
化
し
た
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
国
民
の
憲
法
制
定
意
思
を
執
行
し
定
式
化
す

る
」
方
式
と
し
て
、
①
「（
憲
法
律
的
規
律
を
）
決
定
し
、
議
決

す
る
国
民
会
議
」
の
型
式
に
加
え
て
、
②
「（
憲
法
律
的
規
律
の
）

案
を
作
成
す
る
会
議
（
コ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
）
と
、
こ
れ
に
後
続
す
る

国
民
投
票
（
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
）
又
は
、
そ
の
他
の
、
投
票
権
を

有
す
る
国
家
市
民
に
よ
る
案
の
直
接
的
又
は
間
接
的
で
あ
る
が
明

示
的
な
承
認
」
の
手
続
、
③
何
ら
か
の
仕
方
で
成
立
し
た
提
案
又

は
何
ら
か
の
仕
方
で
も
た
ら
さ
れ
た
新
し
い
秩
序
及
び
規
律
に
関

す
る
一
般
的
国
民
投
票
（
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
）
な
ど
の
型
式
を
提
示

し
た
（
39
）
。
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
の
制
定
手
続
を
定
め
た
選
挙
法
二
条

は
、
ラ
ン
ト
会
議
は
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
を
準
備
す
る
任
務
を
有
し
、

こ
の
憲
法
は
、
こ
の
憲
法
が
、
①
占
領
国
の
軍
政
府
に
よ
っ
て
許

可
さ
れ
、
か
つ
、
②
国
民
表
決
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
場
合
に
の

み
効
力
を
生
じ
る
、
と
規
定
し
て
い
た
。
選
挙
法
二
条
は
、
上
記

の
②
型
の
手
続
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法

四
一
条
の
憲
法
適
合
性
の
問
題
は
、
当
時
の
研
究
者
に
上
記
②
の

型
式
の
法
的
性
格
の
解
明
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

Ｆ
Ｄ
Ｐ
会
派
は
、
選
挙
法
二
条
に
よ
っ
て
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法

（
八
〇
〇
）



憲
法
の
憲
法
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（
岡
田
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一
三
九

手
で
あ
る
能
動
的
市
民
団
を
拘
束
し
な
い
。
マ
ウ
ン
ツ
は
、
こ
の

よ
う
な
立
場
か
ら
、
ヘ
ッ
セ
ン
の
憲
法
制
定
の
場
合
、
憲
法
制
定

権
力
の
担
い
手
は
国
民
投
票
に
お
い
て
活
動
し
た
「
能
動
的
市
民

団
」
で
あ
り
、
憲
法
制
定
権
力
は
前
憲
法
的
手
続
に
拘
束
さ
れ
な

い
の
で
、
か
り
に
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
が
文
言
Ａ
の
四
一
条
を

議
決
し
て
い
た
と
し
て
も
、
国
民
投
票
に
よ
っ
て
文
言
Ｂ
の
四
一

条
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
文
言
Ｂ
の
四
一
条
は
有
効
な
条
文

と
な
る
、
と
説
い
て
い
る
（
Ⅳ
二
を
参
照
。）。

日
本
に
お
い
て
は
、
憲
法
制
定
権
力
は
手
続
規
定
に
は
何
ら
拘

束
さ
れ
な
い
と
の
考
え
方
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
が
、
本
稿
の
叙
述
に
よ
り
、
一
九
五
〇
年
代
及
び
六
〇
年
代

の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
憲
法
制
定
権
力
は
前
憲
法
的
手
続
規
定

に
拘
束
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
得
る
と
す
る
見
解
が
、
む
し
ろ
有
力

で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
40
）
。
ま
た
、
一
九
五
〇
年
代
及

び
六
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
憲
法
制
定
手
続
の
「
類
型

論
」
が
憲
法
制
定
権
力
論
の
一
つ
の
論
点
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら

か
に
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
一
九
五
一
年
七
月
二
〇
日
ヘ
ッ
セ
ン
州

国
事
裁
判
所
判
決
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
一
九
五
〇
年
代
及
び
六
〇
年

代
の
諸
学
説
を
内
在
的
に
紹
介
す
る
作
業
を
行
っ
た
に
と
ど
ま
る
。

戦
後
ド
イ
ツ
の
憲
法
制
定
権
力
論
の
展
開
過
程
に
お
い
て
、
ヘ
ッ

た
手
続
に
違
反
し
て
制
定
さ
れ
た
憲
法
規
定
は
法
的
に
無
効
で
あ

る
と
の
解
釈
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
国
事
裁
判
所
は
、
憲
法
審
議

ラ
ン
ト
会
議
が
第
三
読
会
に
お
い
て
議
決
し
た
四
一
条
は
文
言
Ｂ

で
あ
る
と
認
定
し
、
憲
法
審
議
ラ
ン
ト
会
議
が
議
決
し
た
四
一
条

と
国
民
表
決
に
付
さ
れ
た
四
一
条
と
の
違
い
を
理
由
と
す
る

Ｆ
Ｄ
Ｐ
会
派
の
訴
え
を
、
事
実
認
定
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
斥
け
た
。
判

決
後
の
学
説
の
多
く
も
、
法
理
論
的
側
面
に
つ
い
て
は
（
事
実
認

定
は
別
と
し
て
）、
国
事
裁
判
所
判
決
の
考
え
方
を
支
持
し
て
い

る
（
シ
ョ
イ
ナ
ー
、
フ
ー
バ
ー
、
ギ
ー
ゼ
。
Ⅳ
一
を
参
照
。）。

こ
れ
に
対
し
て
、
マ
ウ
ン
ツ
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
単
一
性
・

不
可
分
性
を
根
拠
と
し
て
、
国
民
投
票
型
憲
法
制
定
と
代
表
制
型

憲
法
制
定
の
二
類
型
の
み
が
存
在
し
、
両
者
の
「
混
合
形
態
」
は

存
在
し
な
い
と
主
張
す
る
。
憲
法
制
定
権
力
の
「
主
体
」
と
「
担

い
手
」
の
区
別
を
前
提
と
す
る
と
、
憲
法
制
定
権
力
の
主
体
は

「
全
国
民
」
で
あ
り
、
憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手
は
「
能
動
的
市

民
団
」
で
あ
る
が
、
国
民
投
票
型
憲
法
制
定
の
場
合
、
憲
法
制
定

権
力
の
行
使
は
能
動
的
市
民
団
に
完
全
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

「
憲
法
会
議
」
が
憲
法
草
案
を
作
成
す
る
場
合
、
そ
れ
は
国
民
投

票
に
よ
る
憲
法
創
造
行
為
を
準
備
す
る
法
技
術
的
活
動
に
と
ど
ま

る
も
の
で
、
作
成
さ
れ
た
憲
法
草
案
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
担
い

（
八
〇
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
四
〇

う
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

（
3
）	

ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
は
い
わ
ゆ
る
社
会
化
条
項
で
あ
り
、

ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
及
び
戦
後
直
後
に
制
定
さ
れ
た
他
の
州
憲
法
に

お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
社
会
化
条
項
を
さ
ら
に
一
歩
前
進
さ
せ

た
独
特
の
内
容
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
い

て
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
引
き
、
こ
の
条
項
に
関
す
る
数
多
く

の
著
書
・
論
文
が
公
刊
さ
れ
た
。
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
に
か

か
わ
る
主
要
な
論
点
と
し
て
以
下
の
三
つ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
第
一
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
が
有
効
に
成
立
し
た

か
ど
う
か
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法

四
一
条
の
法
的
性
格
、
と
り
わ
け
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
は
、

列
挙
さ
れ
た
企
業
部
門
に
つ
い
て
、
憲
法
と
発
効
と
同
時
に
、
所

有
権
の
剝
奪
及
び
共
同
所
有
へ
の
移
行
と
い
う
効
果
を
発
生
さ
せ

る
か
、
と
い
う
論
点
（
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
解
釈
）
で
あ

る
。
第
三
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
と
基
本
法
一
五
条
（
社

会
化
条
項
）
と
の
矛
盾
・
抵
触
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
本
稿
は
、

第
一
の
論
点
、
す
な
わ
ち
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
が
有
効
に

成
立
し
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
論
点
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
第

二
の
論
点
に
関
す
る
当
時
の
学
説
状
況
を
紹
介
・
検
討
す
る
論
文

と
し
て
、
川
崎
和
代
「
ヘ
ッ
セ
ン
憲
法
に
お
け
る
社
会
化
条
項
の

意
義
」
法
学
雑
誌
（
大
阪
市
立
大
学
）
二
五
巻
二
号
（
一
九
七
八

年
）
二
二
六
頁
以
下
が
あ
る
。
ま
た
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
の
社
会

化
条
項
に
つ
い
て
は
、
山
田
晟
「
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
お
け

る
社
会
化
の
沿
革
」
国
家
学
会
雑
誌
六
四
巻
五
・
六
号
（
一
九
五
〇

セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
憲
法
適
合
性
を
め
ぐ
る
議
論
が
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
別
途
論
文
を
作
成
し
て

考
察
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

〔
付
記
〕　
筆
者
は
、
平
成
二
八
年
度
海
外
派
遣
研
究
員
短
期
Ｂ

（
実
施
を
一
年
延
期
）
と
し
て
二
〇
一
七
年
八
月
四
日
か
ら
二
四

日
ま
で
ド
イ
ツ
及
び
ス
イ
ス
に
出
張
し
た
が
、
本
稿
で
紹
介
し
た

ギ
ー
ゼ
の
鑑
定
意
見
書
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
公
法
及
び
法
哲
学

研
究
所
に
お
い
て
複
写
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
1
）	G

V
B
l.	für	H

essen	S
.	229.	

ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
の
翻
訳
と
し

て
、
影
山
日
出
弥
「
ヘ
ッ
セ
ン
四
六
年
憲
法
」
愛
知
大
学
法
経
論

集
五
〇
号
（
一
九
六
六
年
）
二
一
一
頁
以
下
が
あ
る
。

な
お
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
と
言
え
ば
、
そ
の
抵
抗
権
規
定
が
著

名
で
あ
り
、
戦
後
初
期
に
お
い
て
日
本
の
研
究
者
の
注
目
を
大
い

に
集
め
、
橋
本
公
亘
「
抵
抗
権
論
」
同
『
基
本
的
人
権
』（
有
斐
閣
、

一
九
七
五
年
）
三
頁
以
下
（
初
出
、
法
学
新
報
六
五
巻
二
号
・
三

号
（
一
九
五
八
年
））
な
ど
の
論
文
が
生
み
出
さ
れ
た
。

（
2
）	

ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
一
六
〇
条
一
項
は
、「
こ
の
憲
法
は
、
国
民

に
よ
る
そ
の
承
認
を
も
っ
て
効
力
を
生
ず
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、

一
九
四
五
年
一
二
月
二
二
日
の
国
家
基
本
法
は
、
そ
の
効
力
を
失

（
八
〇
二
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
四
一

者
の
管
見
に
属
す
る
限
り
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
憲
法
適

合
性
の
問
題
を
包
括
的
に
紹
介
し
た
先
行
業
績
は
存
在
し
て
い
な

い
の
で
、
本
稿
は
、
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
っ
て
も
若
干
の
存
在
価
値

を
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
5
）	

ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
憲
法
適
合
性
と
い
う
問
題
は
、

本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
後
ド
イ
ツ
の
憲
法
学
が
憲
法
制
定
権

力
の
理
論
を
用
い
て
解
答
を
与
え
よ
う
と
し
た
問
題
領
域
の
一
つ

に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
時
点
で
振
り
返
る
と
、
少
な
く
と
も

戦
後
初
期
に
お
い
て
は
憲
法
制
定
権
力
論
の
主
戦
場
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
が
、
ド
イ
ツ
の
憲
法
制
定
権
力
論
に
つ

い
て
す
で
に
優
れ
た
研
究
業
績
の
蓄
積
を
有
し
て
い
る
日
本
の
憲

法
学
に
お
い
て
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
紹
介
・
検
討
す
る

作
業
が
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
芦
部
信
喜
『
憲
法
制
定
権
力
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
に
お
い
て
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州

憲
法
四
一
条
の
憲
法
適
合
性
の
問
題
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
大
隅
義
和
『
憲
法
制
定
権
の
法
理
』（
九
州
大
学
出
版
会
、

一
九
八
八
年
）
は
、「
制
憲
権
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
成
果
を
克
明
に

追
い
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
憲
法
学
の
制
憲
権
理
論
に
光
を
当
て
」
た

と
高
く
評
さ
れ
て
い
る
（
芦
部
・
前
掲
注（
５
）三
二
六
頁
）
諸
研

究
（
大
隅
義
和
「『
国
民
の
憲
法
制
定
権
力
』
に
関
す
る
若
干
の
考

察
」
法
政
研
究
三
八
巻
一
号
（
一
九
七
一
年
）
八
九
頁
以
下
、
同

「
現
代
西
独
制
憲
論
事
情
」
北
九
州
大
学
法
政
論
集
七
巻
二
号

（
一
九
七
九
年
）
一
頁
以
下
、
同
「『
国
民
の
憲
法
制
定
権
力
』
論

年
）
三
四
〇
頁
以
下
、
同
「
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
以
後
に
お
け
る

社
会
化
の
変
遷
㈠
」
法
学
協
会
雑
誌
六
九
巻
一
号
（
一
九
五
一
年
）

四
九
頁
以
下
、
影
山
日
出
弥
「
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
お
け
る

『
社
会
権
』」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
基
本
的
人
権
３
　

歴
史
Ⅱ
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八
年
）
一
八
五
頁
以
下
、

播
磨
信
義
「
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
お
け
る
社
会
化
条
項
（
一
五
六

条
）
の
研
究
─
そ
の
形
成
過
程
の
検
討
を
中
心
と
し
て
─
」
法
学

論
叢
（
京
都
大
学
）
八
九
巻
六
号
（
一
九
七
一
年
）
三
九
頁
以
下
、

芳
賀
和
代
「
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
社
会
化
法
㈠
、（
二
・
完
）
─

そ
の
成
立
期
に
お
け
る
意
義
の
研
究
─
」
法
学
雑
誌
（
大
阪
市
立

大
学
）
二
三
巻
一
号
（
一
九
七
六
年
）
一
二
七
頁
以
下
、
二
三
巻

二
号
（
一
九
七
六
年
）
二
八
八
頁
以
下
等
が
あ
る
。
基
本
法
に
お

け
る
社
会
化
条
項
に
つ
い
て
は
、
山
田
晟
「
西
ド
イ
ツ
基
本
法
に

お
け
る
社
会
化
条
項
」
国
家
学
会
雑
誌
六
六
巻
五
・
六
・
七
号

（
一
九
五
二
年
）
一
一
一
九
頁
以
下
、
川
崎
和
代
「
西
ド
イ
ツ
基
本

法
に
お
け
る
社
会
化
条
項
の
意
義
」
法
学
雑
誌
（
大
阪
市
立
大
学
）

二
四
巻
三
号
（
一
九
七
八
年
）
三
七
四
頁
以
下
等
が
あ
る
。

（
4
）	

本
稿
は
、
一
九
五
一
年
七
月
二
〇
日
ヘ
ッ
セ
ン
州
国
事
裁
判

所
判
決
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
一
九
五
〇
年
代
及
び
六
〇
年
代
の
諸
学

説
を
、
時
系
列
に
沿
っ
て
、
多
少
と
も
詳
し
く
、
ま
た
、
で
き
る

限
り
に
内
在
的
・
客
観
的
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

問
題
点
を
考
察
す
る
部
分
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
に
お
い

て
「
論
説
」
で
は
な
く
、「
研
究
ノ
ー
ト
」
と
し
て
性
格
を
有
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
（
注（
５
））、
筆

（
八
〇
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
四
二

埋
め
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。

（
6
）	G

V
B
l.	für	G

roß-H
essen	S

.	23.

（
7
）	G

V
B
l.	für	G

roß-H
essen	S

.	139.

（
8
）	

以
下
の
叙
述
に
際
し
て
は
、
一
九
五
一
年
七
月
二
〇
日
国
事

裁
判
所
判
決
の
事
実
認
定
とW

iltrau
t v. B

rü
n

n
eck,	D

ie	
V
erfassung	des	L

andes	H
essen	vom

	1.	D
ezem

ber	1946,	
JöR
	1954,	S

.	222	ff.

を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
宮
本
光
雄
「
西
ド

イ
ツ
州
憲
法
制
定
過
程
と
そ
の
史
料
」
成
蹊
法
学
二
九
号

（
一
九
八
九
年
）
六
一
頁
以
下
も
参
照
。

（
9
）	G

V
B
l.	für	G

roß-H
essen	S

.	177.

（
10
）	G

V
B
l.	für	G

roß-H
essen	S

.	189.

（
11
）	G

V
B
l.	für	G

roß-H
essen	S

.	188.

（
12
）	

翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
影
山
・
前
掲
注（
１
）の
ほ
か
、
石
部

雅
亮
「
外
国
法
の
学
び
方
─
ド
イ
ツ
法
一
三
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー

二
四
四
号
（
一
九
七
五
年
）
一
五
二
頁
以
下
を
参
考
に
し
た
。

原
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
太
字
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
。）。

M
it	Inkrafttreten	dieser	V

erfassung	w
erden

1.	in	G
em
eineigentum

	ü
b

erfü
h

rt:	D
er	B

ergbau	

（K
ohlen,	

K
ali,	E

rze

）,	die	B
etriebe	der	E

isen-	und	S
tahlerzeugung,	

die	B
etriebe	der	E

nergiew
irtschaft	und	das	an	S

chienen	
o

d
er	O

berleitungen	gebundene	V
erkehrsw

esen,
2.	vom

	S
taate	beaufsichtigt	oder	verw

altet:	die	
G
roßbanken	und	V

ersicherungsunternehm
en	und	

diejenigen	in	Z
iffer	1	genannten	B

etriebe,	deren	S
itz	

の
自
由
主
義
と
民
主
主
義
」
北
九
州
大
学
法
政
論
集
九
巻
三
・
四

号
（
一
九
八
二
年
）
三
五
頁
以
下
等
）
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
同
書
に
お
い
て
も
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
憲
法
適
合

性
の
問
題
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
押
久
保
倫
夫

「
憲
法
制
定
過
程
に
お
け
る
憲
法
制
定
権
力
概
念
（
一
）
～
（
四
・

完
）」
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
四
五
号
（
一
九
八
八
年
）

一
一
五
頁
以
下
、
四
八
号
（
一
九
八
八
年
）
一
二
一
頁
以
下
、

五
〇
号
（
一
九
八
九
年
）
一
六
七
頁
以
下
、
五
四
号
（
一
九
九
〇

年
）
八
五
頁
以
下
や
高
野
敏
樹
『
憲
法
制
定
権
力
と
主
権
』（
青
潮

社
、
一
九
九
八
年
）
は
比
較
的
最
近
の
研
究
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
研
究
に
お
い
て
も
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
憲
法
適
合
性
の

問
題
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
唯
一
の
例
外
が
影
山
日
出
弥

『
憲
法
の
基
礎
理
論
』（
勁
草
書
房
、
一
九
七
五
年
）
七
五
頁
以
下
、

と
く
に
九
一
頁
以
下
で
あ
る
が
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
憲

法
適
合
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
圧
縮
さ
れ
た
簡
潔
な
記

述
に
よ
っ
て
紹
介
が
な
さ
れ
て
お
り
、
影
山
の
紹
介
だ
け
で
は

ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
四
一
条
の
憲
法
適
合
性
の
問
題
を
十
分
に
理
解

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
川
崎
「
ヘ
ッ
セ
ン

憲
法
に
お
け
る
社
会
化
条
項
の
意
義
」
前
掲
注（
３
）二
三
六
頁
以

下
も
こ
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
。）。
本
稿
が
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法

四
一
条
の
法
的
有
効
性
を
め
ぐ
る
半
世
紀
以
上
も
前
の
議
論
を
研

究
の
素
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
戦
後

初
期
の
憲
法
制
定
権
力
論
の
一
断
面
に
光
を
当
て
、
ド
イ
ツ
の
憲

法
制
定
権
力
論
に
関
す
る
従
来
の
研
究
の
間
隙
を
僅
か
な
り
と
も

（
八
〇
四
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
四
三

nicht	in	H
essen	liegt.

D
as	N
ähere	bestim

m
t	das	G

esetz.
W
er	E

igentüm
er	eines	danach	in	G

em
eineigentum

	zu
 

ü
b

e
rfü

h
re

n
d

e
n
	B
etriebes	oder	m

it	seiner	L
eitung	

betraut	ist,	hat	ihn	als	T
reuhänder	des	L

andes	bis	zum
	

E
rlaß	von	A

usführungsgesetzen	w
eiterzuführen.

（
16
）	P

rotokolle	V
erfassungsausschuß	

（17.	S
itzung

）,	S
.	1.

（
17
）	

以
下
の
叙
述
は
、S

tenographische	P
rotokolle	der	

V
erfassungberatenden	L

andesversam
m
lung	G

roß-H
essen	

6.	S
itzung,	S

.	210	ff.

に
基
づ
く
。
以
下
、
同
議
事
録
の
引
用
は
、

本
文
に
お
い
て
該
当
頁
数
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

（
18
）	D

rucks.	N
r.	98.

原
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
太
字
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
。）。

M
it	Inkrafttreten	dieser	V

erfassung	w
erden

1.	in	G
em
eineigentum

	ü
b

erfü
h

rt:	D
er	B

ergbau	

（K
ohlen,	

K
ali,	E

rze

）,	die	B
etriebe	der	E

isen-	und	S
tahlerzeugung,	

die	B
etriebe	der	E

nergiew
irtschaft	und	das	an	S

chienen	
u

n
d
	O
berleitungen	gebundene	V

erkehrsw
esen,

2.	vom
	S
taate	beaufsichtigt	oder	verw

altet:	die	
G
roßbanken	und	V

ersicherungsunternehm
en	und	

diejenigen	in	Z
iffer	1	genannten	B

etriebe,	deren	S
itz	

nicht	in	H
essen	liegt.

D
as	N
ähere	bestim

m
t	das	G

esetz.
	W
er	E

igentüm
er	eines	danach	in	G

em
eineigentum

	zu
 

nicht	in	H
essen	liegt.

D
as	N
ähere	bestim

m
t	das	G

esetz.
W
er	E

igentüm
er	eines	danach	in	G

em
eineigentum

	
ü

b
erfü

h
rten

	B
etriebes	oder	m

it	seiner	L
eitung	betraut	

ist,	hat	ihn	als	T
reuhänder	des	L

andes	bis	zum
	E
rlaß	von	

A
usführungsgesetzen	w

eiterzuführen.

（
13
）	S

tenographische	P
rotokolle	über	die	V

erhandlung	
des	V

erfassungsausschusses	der	V
erfassungberatenden	

L
andesversam

m
lung	G

roß-H
essen	V

ergleichende	
Ü
bersicht,	S

.	20.

（
14
）	S

tenographische	P
rotokolle	der	V

erfassungberatenden	
L
andesversam

m
lung	G

roß-H
essen	5.	S

itzung,	S
.	196,	S

.	
205.

（
15
）	D

rucks.	N
r.	93.

原
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
太
字
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
。）。

M
it	Inkrafttreten	dieser	V

erfassung	w
erden

1.	in	G
em
eineigentum

	ü
b

e
rg

e
fü

h
rt:	D

er	B
ergbau	

（K
ohlen,	K

ali,	E
rze

）,	die	B
etriebe	der	E

isen-	und	
S
tahlerzeugung,	die	B

etriebe	der	E
nergiew

irtschaft	u
n

d
	

das	an	S
chienen	und	O

berleitungen	gebundene	
V
erkehrsw

esen,
2.	vom

	S
taate	beaufsichtigt	oder	verw

altet:	die	
G
roßbanken	und	V

ersicherungsunternehm
en	und	

diejenigen	in	Z
iffer	1	genannten	B

etriebe,	deren	S
itz	

（
八
〇
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
四
四

V
erfassung,	1951.	

以
下
、
同
鑑
定
意
見
書
の
引
用
は
、
本
文
に

お
い
て
該
当
頁
数
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

（
22
）	

な
お
、
国
事
裁
判
所
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
一
三
一
条
一
項

に
基
づ
い
て
、
憲
法
争
訟
を
決
定
す
る
権
限
及
び
国
民
投
票
の
結

果
の
取
消
に
つ
い
て
決
定
す
る
権
限
も
有
し
て
お
り
、
グ
レ
ー

ヴ
ェ
は
、
こ
の
二
つ
の
訴
訟
類
型
を
使
っ
て
訴
え
を
提
起
で
き
る

と
主
張
し
て
い
る
（S

.	8	ff.

）
が
、
こ
の
主
張
に
つ
い
て
は
紹
介

し
な
い
。

（
23
）	

な
お
、
グ
レ
ー
ヴ
ェ
は
、
マ
イ
ヤ
ー
＝
ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
の
教

科
書
を
正
し
く
読
む
と
、
そ
も
そ
も
政
府
は
、「
刊
行
の
瑕
疵

（P
ublikationsfehler

）」（
誤
り
の
な
い
法
典
を
誤
っ
て
印
刷
す

る
こ
と
）
を
訂
正
す
る
権
限
を
有
す
る
の
み
で
、「
編
集
上
の
瑕

疵
」
を
訂
正
す
る
権
限
を
有
し
て
お
ら
ず
、
州
政
府
は
、
か
り
に

四
一
条
に
編
集
上
の
瑕
疵
が
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
瑕

疵
を
テ
キ
ス
ト
の
訂
正
に
よ
っ
て
排
除
す
る
権
限
を
有
し
て
い
な

い
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
州
政
府
が
、

四
一
条
の
内
容
変
更
を
す
る
権
限
を
有
し
な
い
の
は
、
当
然
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
（S

.	43

）。

（
24
）	

た
だ
し
、
軍
政
府
が
、
国
民
表
決
法
改
正
法
の
許
可
に
よ
っ

て
事
後
的
に
文
言
Ｂ
の
四
一
条
に
つ
い
て
も
許
可
し
た
か
ど
う
か

と
い
う
問
題
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
適
用
さ
れ
て

い
た
占
領
法
に
基
づ
き
、
ヘ
ッ
セ
ン
に
お
け
る
す
べ
て
の
ラ
ン
ト

法
は
許
可
を
必
要
と
し
て
い
た
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
国
民
表
決

法
改
正
法
は
、
許
可
を
受
け
ず
に
認
証
さ
れ
公
布
さ
れ
た
。
州
政

ü
b

e
rfü

h
re

n
d

e
n
	B
etriebes	oder	m

it	seiner	L
eitung	

betraut	ist,	hat	ihn	als	T
reuhänder	des	L

andes	bis	zum
	

E
rlaß	von	A

usführungsgesetzen	w
eiterzuführen.

（
19
）	
以
下
の
叙
述
は
、S

tenographische	P
rotokolle	der	

V
erfassungberatenden	L

andesversam
m
lung	G

roß-H
essen	

6.	S
itzung,	S

.	223	ff.

に
基
づ
く
。

（
20
）	

原
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
太
字
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
。）。

M
it	Inkrafttreten	dieser	V

erfassung	w
erden

1.	in	G
em
eineigentum

	ü
b

e
rg

e
fü

h
rt:	D

er	B
ergbau	

（K
ohlen,	K

ali,	E
rze

）,	die	B
etriebe	der	E

isen-	und	
S
tahlerzeugung,	die	B

etriebe	der	E
nergiew

irtschaft	und	
das	an	S

chienen	und	O
berleitungen	gebundene	

V
erkehrsw

esen,
2.	vom

	S
taate	beaufsichtigt	oder	verw

altet:	die	
G
roßbanken	und	V

ersicherungsunternehm
en	und	

diejenigen	in	Z
iffer	1	genannten	B

etriebe,	deren	S
itz	

nicht	in	H
essen	liegt.

D
as	N
ähere	bestim

m
t	das	G

esetz.
W
er	E

igentüm
er	eines	danach	in	G

em
eineigentum

	zu	
überführenden	B

etriebes	oder	m
it	seiner	L

eitung	betraut	
ist,	hat	ihn	als	T

reuhänder	des	L
andes	bis	zum

	E
rlaß	von	

A
usführungsgesetzen	w

eiterzuführen.

（
21
）	

W
ilh

elm
 G

rew
e,	R

echtsgutachten	über	die	
R
echtsgültigkeit	des	A

rtikels	41	der	H
essischen	

（
八
〇
六
）



憲
法
の
憲
法
適
合
性
（
岡
田
）

一
四
五

（S
taatsgerichtshof	des	L

andes	H
essen,	B

eschluss	vom
	18.	

Januar	1952	–P
.S
t.	76	

（W

）	–,	juris

）。

（
30
）	

U
l

r
i

c
h

 
S

c
h

e
u

n
e

r
,	
D
ie
	
A
u
s
le
g
u
n
g	

verfassungsrechtlicher	L
eitgrundsätze	R

echtsgutachten	
zu	der	F

rage	der	unm
ittelbaren	R

echtsw
irkung	des	

A
rtikels	41	der	hessischen	V

erfassung	vom
	11.	D

ezem
ber	

1946,	1952.

（
31
）	

E
rn

st R
u

d
olf H

u
ber,	W

irtschaftsverw
altungsrecht	

Z
w
eiter	B

and,	2.	A
ufl.	1954,	S

.	181	f.

（
32
）	

F
ried

rich
 G

iese,	A
nm
erkung	zum

	U
rteil	des	

hessischen	S
taatsgerichtshof	vom

	20.	7.	1951,	A
öR
	

1951/52,	S
.	491	

（494

）.

（
33
）	

T
h

eod
or M

a
u

n
z,	D

ie	V
erfassungsm

äßigkeit	der	
H
essischen	V

erfassung,	1952.	

以
下
、
同
鑑
定
意
見
書
の
引
用

は
、
本
文
に
お
い
て
該
当
頁
数
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

（
34
）	V

erw
altungsrechtsprechung	in	D

eutschland	B
d.	5,	

1953,	S
.	13.

（
35
）	

B
erth

old
 B

arw
in

ski,	in:	G
eorg	A

ugust	Z
inn/E

rw
in	

S
tein,	D

ie	V
erfassung	des	L

andes	H
essen	K

om
m
entar	

E
rster	B

and,	1954,	A
rt.	41	S

.	217.

（
36
）	

B
arw

in
ski	

（F
n.	35

）,	S
.	218.

（
37
）	

E
g

b
ert G

u
tm

a
n

n
,	D
ie	K

onstituante	nach	dem
	

G
rundgesetz	für	die	B

undesrepublik	D
eutschland,	1965.	

以
下
、
同
論
文
の
引
用
は
、
本
文
に
お
い
て
該
当
頁
数
を
示
す
こ

府
は
、
公
布
後
、
も
っ
ぱ
ら
知
ら
せ
る
た
め
に
、
同
法
を
軍
政
府

に
送
付
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
通
知
に
対
す
る
軍
政
府
の
返
答

は
な
か
っ
た
。
事
後
的
に
通
知
さ
れ
た
国
民
表
決
法
改
正
法
に
対

す
る
軍
政
府
の
沈
黙
か
ら
、
四
一
条
の
テ
キ
ス
ト
変
更
に
つ
い
て

の
軍
政
府
の
承
認
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
べ
て
の
事

情
は
、
軍
政
府
が
テ
キ
ス
ト
の
変
更
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
（S

.	47

）。

（
25
）	

H
erbert K

rü
ger,	R

echtsfragen	der	S
ozialisierung	in	

H
essen,	A

öR
	1951/52,	S

.	46.	

以
下
、
同
論
文
の
引
用
は
、
本

文
に
お
い
て
該
当
頁
数
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

（
26
）	

石
川
敏
行
『
ド
イ
ツ
語
圏
公
法
学
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
』（
中
央

大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）
一
四
三
頁
。

（
27
）	

F
ried

rich
 G

iese,	R
echtsgutachten	über	die	

staatsrechtliche	F
rage	der	rechtsgültigen	A

ufnahm
e	des	

A
rtikels	41	in	die	V

erfassung	des	L
andes	H

essen	vom
	11.	

D
ezem

ber	1946.

［
刊
行
年
不
明
］
以
下
、
同
鑑
定
意
見
書
の
引

用
は
、
本
文
に
お
い
て
該
当
頁
数
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

（
28
）	A

öR
	1951/52,	S

.	469;	S
taats-A

nzeiger	für	das	L
and	

H
essen	N

r.	27,	S
.	516;	S

taatsgerichtshof	des	L
andes	

H
essen,	U

rteil	vom
	20.	Juli	1951	–	P

.S
t.76	–,	juris.	

以
下
、

同
判
決
の
引
用
は
、
本
文
に
お
い
てA

öR

の
該
当
頁
数
を
示
す
こ

と
に
よ
っ
て
行
う
。

（
29
）	

再
審
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
が
、
国
事
裁
判
所
は
、

一
九
五
二
年
一
月
一
八
日
の
決
定
に
お
い
て
こ
れ
を
斥
け
た

（
八
〇
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
一
月
）

一
四
六

法
学
者
は
、
マ
ウ
ン
ツ
と
異
な
る
見
解
を
主
張
し
て
い
た
。）。
も

ち
ろ
ん
、
芦
部
が
依
拠
し
て
い
る
マ
ウ
ン
ツ
の
見
解
が
当
時
の
ド

イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
必
ず
し
も
多
く
の
支
持
を
得
て
い
た
考
え

方
で
は
な
い
こ
と
を
根
拠
と
し
て
芦
部
の
見
解
が
妥
当
で
は
な
い

と
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
筆
者
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

意
図
し
て
は
い
な
い
。
芦
部
の
憲
法
制
定
権
力
論
を
そ
れ
自
体
と

し
て
内
在
的
に
理
解
し
、
そ
の
当
否
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
今
後

の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

と
に
よ
っ
て
行
う
。

（
38
）	

U
d

o
 S

te
in

e
r
,	
V
e
r
fa
s
s
u
n
g
g
e
b
u
n
g
	
u
n
d	

verfassunggebende	G
ew
alt	des	V

olkes,	1966.	

以
下
、
同
書

の
引
用
は
、
本
文
に
お
い
て
該
当
頁
数
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行

う
。

（
39
）	

C
arl S

ch
m

itt,	V
erfassungslehre,	1928,	S

.	84	ff.

（
カ
ー

ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
尾
吹
善
人
訳
）『
憲
法
理
論
』（
創
文
社
、

一
九
七
二
年
）
一
〇
六
頁
以
下
。）

（
40
）	

芦
部
・
注（
５
）四
三
頁
は
、
Ⅳ
二
で
紹
介
し
た
マ
ウ
ン
ツ
の

鑑
定
意
見
書
の
参
照
を
求
め
つ
つ
、「
制
憲
権
は
、
超
実
定
的
な
法

原
則
に
拘
束
さ
れ
な
が
ら
も
、
法
秩
序
を
創
造
す
る
権
力
で
あ
る

以
上
、
当
然
に
形
式
、
も
し
く
は
手
続
規
定
に
は
何
ら
拘
束
さ
れ

な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
法
治
国
家
的
な
合
法
性
の
原
理
を
排
除
す

る
制
憲
権
の
発
動
も
、
さ
き
に
述
べ
た
根
本
規
範
に
合
致
す
る
か

ぎ
り
、
正
当
性
を
獲
得
し
法
規
範
と
し
て
妥
当
す
る
」
こ
と
、
さ

ら
に
、「
憲
法
制
定
前
に
あ
る
政
治
的
意
思
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た

手
続
が
存
在
し
て
い
て
も
（
既
存
の
体
制
が
排
除
さ
れ
憲
法
的
な

空
隙
が
存
す
る
場
合
に
新
し
い
憲
法
を
準
備
す
る
各
種
の
法
則
が

生
ず
る
の
が
常
で
あ
る
）、
制
憲
権
を
そ
れ
に
よ
っ
て
拘
束
す
る
と

い
う
理
論
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
。
本
文
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
マ
ウ
ン
ツ
の
見
解
は
、

当
時
の
ド
イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
必
ず
し
も
多
く
の
支
持
を
得
て

い
た
考
え
方
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
（
グ
レ
ー
ヴ
ェ
、
ク

リ
ュ
ー
ガ
ー
、
シ
ョ
イ
ナ
ー
、
フ
ー
バ
ー
な
ど
当
時
の
有
力
な
公

（
八
〇
八
）


